
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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○堀ほり北きた学まなぶの独白









　人が聞けば意外と思うだろうことがある。

　俺は元々、何かを成なし遂とげるためにこの学校を選んだわけではなかったということだ。

　漫まん然ぜんと優秀な人間を目指し生きてきたが、その終着駅を決めてはいなかった。

　政治家、医者、研究者、何を目指すでもなく。

　俺は良くも悪くも、事を荒立てることを避けた人生を歩んできた。

　用意された課題を淡たん々たんとこなし、過ごしていく日々。

『見本』であること。

『模も範はん』であること。

　それこそが、正しいことだと信じて疑わなかった。

　しかし、南な雲ぐも雅みやびはそんな俺に真正面から対抗するように次々と行動を起こした。

　何かを切り開く人間というのは、こういう男のことを指すのかも知れない。

　事実俺は卒業までの間、行動を起こすことを諦あきらめていた。




　俺は心から信頼できる友という存在を、あえて作ってこなかった。

　俺はまだ理解できていなかった。３年間の時を経て、やっと気づくのだ。

　自らの『過ち』、そして、それが『後悔』へと繋つながることに。

　そして、それが『始まり』であることを───。






○新たなる特別試験─混合合宿─









　３学期が始まって間もない木曜日の朝、高速道路を複数のバスが連つらなって走行する。バスには１年生だけではなく、２年生や３年生も乗車している。つまり全校生徒の大移動だ。オレたち１年Ｃクラス全員が乗車したバスも丁度トンネルの中に入った直後で、耳の中が少し詰まった感覚に襲われた。この学校に入学して２度目のバス移動。オレたちがこれからどこに向かい何をするのか、その一切の説明は受けていない。今の段階で分かっていることは、全員がジャージを着用するよう指示されていること、また、出発前には予備のジャージや替えの下着も複数用意することを強く推奨されたことだけだ。しかし、少なくとも旅行と言うわけではないだろう。

　移動時間は約３時間と比較的長旅なこともあってか、生徒たちは許可された範囲で各々好きな物を持ち込んでいる。携帯は言うに及ばず、本やトランプ、あるいはスナック菓子やジュース。中にはゲーム機を持ち込んでいる生徒もいるようだ。

　バスの席は名前順で割り振られており、オレの隣には『池いけ寛かん治じ』が座っていた。入学直後は仲良くしていたつもりだったが、気がつけば『それなりのクラスメイト』で落ち着いてしまっており、最近は絡からむ機会もめっきり減ってしまった。

　今も隣に座っているオレではなく、腰を下ろす場所に膝ひざを立て、後ろを振り返り離れた席の須す藤どうや山やま内うちたちと大きな声で会話している。時折女子からそのうるさい声を注意する言葉も聞こえてくるが、気にした様子は見受けられない。車内はかなり騒がしく、遠慮しないのも頷うなずける。少し寂しい気もするが仕方が無い。不幸中の幸い、試験を通じて啓けい誠せいや明あき人とといった生徒と仲良くなることも出来た。

　和わ気き藹あい々あいとしたバスの中だが、これが単なる遠足にならないことは分かりきっている。

　冬休みの最中であれば単なるレジャーである望みも捨てずにすんだかも知れないが、既に３学期は開幕してしまった。

　となれば無人島の時のような特別試験を想定しておいたほうが、そうであった時に心の平穏を保てる。ただ、もちろん池いけたちだって成長していないわけじゃないだろう。多分。

　そんな好き勝手する生徒たちを、茶ちや柱ばしらはどこか興味深そうに見ていた。

　オレの席の傍そば、運転席近くに立ち、ただ生徒達をジッと見ている。

　万一にも視線が合うと面倒なのでオレは窓の外を見ることにした。

　随ずい分ぶんと長いトンネルだ。トンネルに入ってからもうかれこれ２、３分は走っている。

　そんなことを思い出した辺りで、ゆっくりと視界が明るくなっていくのを感じた。

　トンネルを抜けたのだ。それを待っていたかのように、茶柱が動いた。

　それと同時に耳の痛みが増してくる。

「盛り上がっている最中に悪いが、静かにしろ」

　ハンド形のマイクを手にした茶柱がクラスメイト達に向かいそう声をかけた。

「このバスがどこに向かっていて、これから何をするのかを、そろそろ知りたい頃だと思ってな」

「そりゃ気になりますよ。まさかまた無人島じゃないですよね？」

　池からの突っ込みを受け、茶柱が答える。

「無人島での出来事は、おまえたちに忘れがたい記憶を植えつけたようだな。だが安心してくれて構わない。あの手の規模の大きな特別試験はそう頻ひん繁ぱんに行うものじゃない。夏に終えたばかりのおまえたちに強しいるほど我々も鬼ではないということだ。しかし、既に推察できているように、これから新たなる特別試験を行うことになっている。無人島に比べれば生活そのものは極めてイージーなものだ」

　そうは言うが、とても信用できるものじゃない。無人島以外にも、一般の生徒にしてみれば難題な特別試験はこれまでも行われてきている。何より、生徒は特別試験に潜むであろう退学という落とし穴と向き合い戦わなければならないからだ。

「これからおまえたちＤクラスの生徒に行ってもらう特別試験は───」

　そこまで言いかけたところで、茶柱の言葉が止まる。

　その瞬間クラスメイトはちょっと誇らしげな笑みを浮かべた。

　直後、茶ちや柱ばしらは敬意を表するように頭を下げて謝罪した。

「すまない。既に『Ｃクラス』の生徒だったな。では、新ためて昇級を果たしたおまえたちに特別試験の概要を説明する」

　いくつかの特別試験を抜け、晴れて３学期にＣクラスへと昇級した生徒たちは、努めて冷静に今の状況を受け入れているように見えた。バスの中で特別試験の概要を説明する、ということはこの時点からある程度対策を立てておける、あるいは立てるチャンスがあるということだ。移動中のため不用意に席を立つことは許されないが、バスの中なら声は全員に通るし、携帯を使えば特定の人物とだけ話すことも可能だ。

　いつもは騒ぎ立てるはずの池いけたちも、即座に茶柱から発せられる言葉に耳を傾ける。

　これだけでも幾いくばくかの成長を見ることが出来た。

「これからおまえたちをとある山中の林間学校へと案内する。恐らくあと１時間もしないうちに目的地に辿たどり着つくだろう。説明に割く時間が短いほど、おまえたちに与えられる『猶ゆう予よ』も大きいことになる」

　特別試験開始まで約１時間、ということか。

　仮に説明を聞き終えるのに20分使ったとして40分、特別試験に関する作戦を立てる時間が残されるということ。それが『猶予』という表現なのだろう。

「林間学校って、普通夏にやるんじゃないんですか」

　高速道路から見える山岳地帯には、今もまだ白い雪が積もっている。元々ボーイスカウトをしていて山に詳しい池からの質問が飛ぶ。

「大人しく話を聞いておけないのか？　今しがた猶予の話をしたばかりだがな」

　怒る、というよりはやや愉快そうに言った茶柱。池がスンマセンと頭を掻かいて謝った。

　ちょっとした笑いが起きる。

　林間学校。その単語を聞きなれないオレは携帯でその意味を調べる。




『主として夏頃、天候の良い日を選び山など緑の多い場所で開かれることが多い。生徒の健康促進などを目的とした集団行動。及びその教育施設を指す』




　なるほど。池の言うように夏季に執とり行われることが多いようだ。

　とはいえ必ずしもその時期に行わなければならないものでもない。

「普段の学校生活では上級生と触れ合う機会……特に部活をしていない生徒は接触が少ないだろうが、今回の林間学校では学年を超えての集団行動を７泊８日で行ってもらう。体育祭の更にその上のようなものだ。行われる特別試験の名称は『混合合宿』。口頭だけの説明では不安が残るだろうから、これから資料を配っていく」

　茶柱が自ら歩きだし、席の先頭に資料を束にして渡す。それを１冊取り、残りを後ろへとまわした。資料は比較的厚く、20ページほどにも及んだ。特に先行して見ていけない指示もなかったので、パラパラとめくってみる。資料には合宿地と思われる場所の写真もしっかりと掲載されていた。

　生徒たちが寝泊りする部屋や、大浴場、食堂などが載っている。

　これだけを見ている分には楽しそうというか、旅行のしおりを見ているような気分にさせてくれるのだが……。要所要所で出てくる特別試験に関するワードが気分を重くしてくることは事実として避けられない。特別試験とは言え、口頭での説明に加えてそこそこの厚さを持った冊子だ。少し前に行われたペーパーシャッフルは口頭の説明だけだったことを考えても、今回の試験は少々面倒くさい方向性のもののようだ。

　程なくして全員の下に資料が行き渡ったようだ。

　それを確認し終えた茶ちや柱ばしらが話を再開する。

「先に読み進めるのは自由だが、混合合宿について説明を始める。資料はバスを降りる前に回収するので、ルールはしっかりと把は握あくするように。質問は最後に受け付けるので黙って聞いておくこと。もう理解できているな？」

　そう言って、再び茶柱は池いけを見た。池は二度三度頷うなずき口をチャックする。

「今回の特別試験は、精神面での成長を主な目的とした合宿となる。そのため、社会で生きていく上でのイロハを始め、普段関かかわりあうことのない人間とも円滑に関係を築いていけるかを確認し、そして各自、それを学んでいくこととなる」

　それが上級生と集団行動することの理由に繋つながってくるのか。茶柱も言っていたが、部活をしている生徒たちには上級生や下級生との関係性が生まれるが、それでも大抵は部活の範囲内にとどまる。

　それ以外の生徒は、上級生と全く関わりのない者も少なくない。

　本来なら試験や部活を介することなく、自主的に交流を持って欲しいところだろうが、そう簡単にはいかないのが現実だ。しかし、どうやって具体的に上級生たちを関わらせていくつもりなのか。接触の必要性が余程高くない限り、体育祭の時のように生徒同士がお互いの距離を詰めることはないだろう。

　まぁ、そうはさせないための『合宿』と銘めい打うった山中への移動なのだろうが……。

　ともあれ特別試験が上う手まくルール化されていないと綻ほころびが生まれやすい。１年生と２年生とでは肉体的にも精神的にも大きな成長の差がある。十代にとっての１年間は非常に大きい。とてもじゃないが対等な勝負は実現しないだろう。

「まず、おまえたちには目的地に辿たどり着つき次第、男女別に分かれてもらう。そして学年全体で話し合いを持ち、そこで６つのグループを作ってもらうことになっている」

「男女別で、それぞれ６つのグループ……」

　覚えようと隣の池が呟つぶやくように自分に言い聞かせる。説明は始まったばかりだ、茶柱は止めることなく続ける。

「１つのグループには人数の下限と上限が決められている。手元にある資料５ページに書かれてある人数パターンにしっかりと目を通しておけ」

　一斉に資料の５ページへと目を落とす生徒たち。そこには合宿のグループにおけるルールが書かれているようだった。




『１つのグループを形成する上で、その人数には下限と上限が定められている。その人数は学年及び男女を分けた総人数より算出される。仮に同一学年の男子生徒が60人以上であれば８人から13人。70人以上であれば９人から14人。80人以上であれば10人から15人が１グループにおける下限と上限の人数となる。ただし、60人を下回る場合には別途参照』




　このように書かれてあった。一クラスの生徒の数と男女比が学年ごとに差がないなら、基本的には１クラス40人、男女の比率は５：５なので、１年の男子の数は合計80人。

　10人～15人で１つのグループを作り、合計６つのグループに分かれることになる。生徒の総人数に言及があるのは、学年全体の退学者の数に応じて必要人数が変わってくるということだろう。

「もう分かっていると思うが、男女別で６つということは、他クラスの生徒が混合した中でグループを作るということだ。そして、林間学校の間はそのグループで特別試験を乗り越えてもらうことになる。一いち蓮れん托たく生しようと言うわけだ」

「他のクラスの連中と一緒にグループを作るって、そんな無む茶ちやな。敵じゃないですか」

　黙って聞いていられないのか、また池いけが茶ちや柱ばしらにも聞こえるように呟つぶやく。

　だが、すぐに名案が浮かんだのか頭の上に電球マークが点いたように声を上げた。

「そうか、別に気にしなきゃいいのか。単純に俺たちＣクラスで２つのグループを作ってしまえばいいんだ。そういうことだよな？　綾あやの小路こうじ」

　池が小声で聞いてくる。確かに下限10人のグループをＣクラスで２つ作ってしまえば、解決する問題ではある。しかし池のそんな名案は、残念ながら通用しない。

「もっともな話だが、そう単純にはいかない。１つのクラスだけでグループの形成をすることは『ルール上』認められていない。グループは人数の範囲内であれば、どのクラスの誰だれと組んでも自由だが、最低でも２クラス以上の混合でなければならない。何より、グループ結成は話し合いにより満場一致の、反対者のいないものでなければならない」

　茶柱の発言は、しっかりと人数分けの項目の下に書かれてある。




『グループ内には最低でも２クラス以上の生徒が存在することが条件である』




「強制的に敵と組んで試験するってことかよっ」

　質問とは言わないが、池いけから思わず漏れ出る言葉。

　それを茶ちや柱ばしらはやや呆あきれるようにしながら拾い上げた。

「そういうことになる。もちろん、極限まで自分たちのクラスの生徒だけで構成したグループを作ることも不可能ではないだろう。他クラスの生徒を１人でも入れれば成立するんだからな」

　要は下限が10人のグループを２つ作り、その内９人ずつをＣクラスで作る。そうすれば『ほぼＣクラス』のグループが出来上がる。

　しかし、そんなグループが話し合いで学年の全員に認められるとは思えない。他クラスの面々で染めあげられたグループに快く入ってくれる生徒は少数だろう。

　そして人数が多いほうが良いのか、少ないほうが良いのか、はたまた変わらないのか。

　これが人数の差によって有利不利の生まれる試験であるなら少人数のグループはリスクだ。だが、試験の条件が見えてこないことには人数の優劣についてジャッジの下しようがない。吉とでるのか凶とでるのかは、この試験の本質的な内容次第だろう。

「グループの人数は多いほうがいいのか、少ないほうがいいのか。それはこれから説明する『結果』の項目に大きく影響を与えてくるものだ」

　そう言って、茶柱は薄く笑った。

　全員の思考が一定方向を向いているため、分かりやすいのだろう。

「ルールの説明を続けていただいてよろしいですか。結果も気になりますが、まずはグループでどのようなことをするかも知りたいので」

　不穏なものを感じ取った平ひら田たが、そう言い茶柱に話を進めるよう促うながす。

「そうだな。池の疑問を毎回拾っていては一向に話も進みそうに無い」

　池は申し訳無さそうに一度頭を掻かいた。

「グループは、言わば林間学校だけの臨時クラスのようなものだ。ただし、臨時とは言えその内容は濃い。グループのメンバーたちで一緒に授業を受けることを始めとして、炊事や洗濯、入浴から就寝まで、様々な日常生活を共にすることになるだろう」

　風ふ呂ろや寝る場所も一緒であることを知り、男女ともに悲鳴が上がる。

「他よ所そのクラスの連中と共同生活なんて出来る気しねー……」

　そう池がぼやきたくなるのも分かる。体育祭で初めて他クラスと協力関係になったものの、あれは競技中だけの一時的なもの。苦楽を共にしたとはとても言えないものだ。

　ところがここに来て、ついにクラスの垣かき根ねを越えた試験へと突入しようとしている。

　場合によっては４クラスが入り乱れたグループが出来るかも知れない。

「特別試験の結果をどのように求めるかだが、それは林間学校の最終日に行われる総合テストによって決められる。大まかなテスト内容は資料７ページに記載してある。一読しておけ」

　そう言われたら、必然全員が同時にチェックする。




『道徳』『精神鍛たん錬れん』『規律』『主体性』




　普段の学校では殆ほとんど学習することのない項目が並んでいた。

　要は英語や数学のような学力とは切り離した試験と考えるべきか。

　厄介なのは、この手の試験には『明確な答え』が無いであろうことだ。資料には、それぞれの項目について書かれているが、どれも抽象的だ。

　具体的にどんな試験を行うか、ということには一切触れていない。

　更に例として書き出されたスケジュールを見ていく。

　起床したあと朝の課題をこなす、それから道場で座禅を組み作務（清掃など）を行い朝食。それから教室で様々な心得を学ぶ。その後昼食、午後の課題を受け再び座禅。そして夕食と入浴を行い就寝と、これまでの生活とは一線を画すものだ。ちなみに普段の休みと異なり、土曜日は午前中のみ授業が行われる。休みは日曜日だけとなるようだ。

「更に詳しいスケジュールについては、林間学校に着き次第発表される。最終日にどんな特別試験をどのような順番で行うかも、今の段階では教えることは出来ない」

　特別試験中は、臨機応変に対応していくしかないということだ。もしかすると『座禅』といった項目も試験に入るのかもしれない。姿勢や動作のひとつひとつが試験のテストに反映されると思っておいたほうがいい。その他、不穏な気配のするものとしては『スピーチ』や『製作』といった単語も躍っている。

「このグループ決めは非常に重要だ。６つのグループは一心同体で、１週間の合宿を乗り切らなければならない。如い何かなる理由があろうとも、途中でグループの脱退及びメンバーを入れ替えることは出来ない。生徒が病気や怪け我がで離脱することになれば、その穴埋めをグループ内で『生徒が存在するものとして』対応しなければならないだろう」

　つまり仲なか違たがいしたり敵対しあっていては前に進めないということか。ますますグループを作る上で他クラスを排はい除じよする方向に進んでしまいそうだ。

　本格的な授業は明日金曜日の朝からスタートし、翌週水曜日までが林間学校の授業になっているようだ。そして８日目となる木曜日に全学年一斉に試験が行われ、採点されることになる。

「１年生の中で６つのグループを作り終えた後は、時を同じくしてグループを作っている２年生３年生と合流することになる。つまり、最終的に１年生から３年生を合わせた約30人から45人で構成された６つのグループが出来上がるということだ」

　同学年でグループを作ることも困難な状況に、更に別学年が加わる。

　その事実が告げられた途端、車内は異様な空気に包まれた。

「分かりやすく言えば、同学年で作るグループを小グループ、全学年で作るグループを大グループと考えてもらうといいだろう」




　同学年で作る６つのグループの１つ１つは『小グループ』。

　小グループは２年３年の小グループと合流し、最終的に６つの『大グループ』となる。




「肝心の結果だが、それは６つに分けられた大グループのメンバー全員の試験結果の『平均点』で評価される。他学年の良よし悪あしも大きく影響すると言うことだ」

　つまり40人前後から成なり立つ大グループ全員で平均点を割り出すことになる。

　気になるのは人数の差だ。平均点なら不平等は生まれにくいものの、小グループの集まり方次第では、大グループになった際にかなりの人数差が生まれるだろう。

　もっとも大切なのは『大グループの作り方』だ。

　これが学力を競うだけの試験だったならば、優秀な生徒のみを揃そろえた大グループが勝つことは明白。逆に言えば、優秀じゃないと判断された生徒は上位グループから必然的に弾かれ、下位グループが作られる。

　しかし、今回の特別試験は学力の高い生徒だけを集めて勝てるわけじゃない。

「ある程度概要は伝わっただろう。それでは最後に一番重要なことを説明する。それはこの特別試験の結果がもたらすものだ」

　何を得て何を失うリスクがあるのか。

　またクラス単位ではなくグループ別にする意味が、ここに隠されているのだろう。

「平均点が１位から３位の大グループには生徒全員にプライベートポイントを支給すると共に、クラスポイントが与えられる。４位から最下位の大グループになった場合には減点されると思ってくれればいい」

　結果に関する詳細は当然、資料にも載っていた。




『基本報ほう酬しゆう』





　１位・プライベートポイントを１万ポイント。クラスポイントを３ポイント

　２位・プライベートポイントを５０００ポイント。クラスポイントを１ポイント

　３位・プライベートポイントを３０００ポイント






　以上の報酬を、生徒１人１人に配布する。




　もし10人の少数グループで９人が同じクラスなら、１位を取ることでクラスポイントを27ポイント得ることが出来るということだ。あくまで理想論だが、極力同一クラスの生徒を集めて１位を取ることがベストだ。しかし、人数が多くなればなるほど負けた時のダメージも大きい。しかも人数が増えるほどグループの統制は難しくなる。




　ちなみに、危き惧ぐするマイナス要素は若干プラスよりも重い。





　４位・プライベートポイントを５０００ポイント

　５位・プライベートポイントを１万ポイント。クラスポイントを３ポイント

　６位・プライベートポイントを２万ポイント。クラスポイントを５ポイント






　以上のポイントを１人１人が失うものとする。




　プライベートポイント、クラスポイント共に０以下にはならないようだが、累積赤字として残るようで、今後試験等で報ほう酬しゆうを得たときに精算されていく仕組みだった。

　これまでにはなかった要素と言えるだろう。

　１位から３位までの成功報酬が少なそうに感じるのには、大きなカラクリがあるようだ。報酬の項目にはこんな一文もあった。それを茶ちや柱ばしらが先に読み上げる。

「小グループ内でのクラス数に応じて報酬が倍に増えていく仕組みだ。更に小グループを構成する総人数が多いと、更にその後倍率が増加する。これらは１位から３位までに適用されるルールであり、４位以下のマイナスには適用されないので安心しろ」

　小グループを構成する生徒のクラス数が２クラスであれば、１位から３位は先に見た報酬のままだが、３クラス構成になると両ポイント共に２倍。４クラス構成であれば３倍に上がる。そして更に総人数でも倍率が変わるようで、10人を１倍として、15人の１・５倍が最大。特例だが、もし９人で構成されたグループが出来た場合は０・９倍となる。

　計算上の１位の最高報酬は、生徒が４クラス構成で報酬が３倍、更に小グループの最大人数が15人で１・５倍が掛けられ（小数点以下は四捨五入される）、一人当たりプライベートポイントは４５０００、クラスポイントは14も得られる計算となった。

　ここまでは特別試験の良い部分であり、厄介だが面白い部分でもある。

　だが大切なのはこの後の方だとも言えるだろう。

「それから───最下位になった大グループには、大きなペナルティがある」

「ペナルティ……ってまさか」

「そうだ。『退学』だ」

　もはやそれ自体に驚くことが少なくなくなってきたペナルティの部分が露ろ呈ていする。

「とは言え、最下位の大グループ全員を退学にするわけじゃない。そんなことをすれば一気に40人ほどの生徒が退学になってしまうからな。退学となるかの基準は、学校側の用意した平均点のボーダーラインを小グループの平均点が下回ってしまった場合に限る」

　やや面倒な仕組みだが、総合順位は大グループの平均点を元に算出されるが、退学を決める際には小グループの平均点が参考にされるということだ。

「ボーダーを下回った時には、小グループの『責任者』に退学してもらうことになる」

「その責任者はどのように決められるのですか」

「予あらかじめ小グループ内で話し合ってもらい、選任しておく。それだけだ」

「んなの、退学するかも知れないのに、誰だれが好き好んで責任者なんてするんだよ」

　進んでやらせてくれと申し出る生徒がどれだけいるだろうか。

「大きなメリットもある。責任者と同じクラスの生徒は報ほう酬しゆうが２倍となる仕組みだ」

「……２倍、ですか」

　これまで沈黙していた堀ほり北きたが驚いたように呟つぶやいた。

「そうだ。今回の特別試験の最高報酬は、グループ内をＣクラスの生徒12人で固める。そして残り３人をＡ、Ｂ、Ｄから１人ずつ引き入れる。その上で責任者をＣクラスの誰かが務め上げ１位を取ることが出来たなら……」

「ど、どうなるんですかっ」

　計算出来ない山やま内うちが興奮したように鼻息を鳴らす。

「プライベートポイントを１０８万。クラスポイントは３３６ポイント得ることになる」

「さ、さんびゃくさんじゅうろく!?」

　もしそうなれば、一発でクラスが大きく入れ替わる。

　他のグループの点数にもよるが、この試験でＡクラスに上がることも不可能じゃない。

　リスクを負えば負うほど、得られる報酬は破格というわけだ。

　しかも、最高報酬を得る確率はけして低くない。

「責任者は小グループ決定後、そのグループ内で話し合いを持ってもらい明日の朝までに決めてもらう。もしグループ内で責任者を決めることが出来なかった場合、その小グループは即失格。つまり全員強制退学してもらうことになるだろう。もちろん、過去責任者を決めることが出来ず退学になった間抜けなグループなど存在しないがな」

　学校側が決めるわけでもなく、あくまで生徒同士で決めろということだ。

　当然、責任者決めは揉もめるだろう。しかし最終的に立候補者がいなければ、くじ引きやじゃんけんでもして決めるしかない。全員が退学になることを思えば必然的だ。

　だが上う手まくまとまらずそのような展開になる時点で、グループとしての結束力は既に怪しいものになっている可能性が高い。

「また責任者が退学することになってしまった場合、グループ内の１人に連帯責任として退学を命じることが出来る。道連れとも言えるな」

「は、はぁ!?　なんスかそれ、めちゃくちゃだ！　適当なヤツを責任者にしておいて、他クラスのリーダー格を潰つぶせるってことですか!?」

　そんなことが簡単に成立するとは思えない。責任者になるからには、当然ある程度の選別選抜はされて然しかるべきだ。明らかな捨て駒ごまと思われる生徒を簡単に責任者にしたりはしないだろう。そんな迂う闊かつなことを許したとしたら、それはもはやグループの責任だ。

　そもそも、仲間のために自爆して他クラスの生徒を一人道連れに出来る生徒など、まずいない。それこそ万年Ｄクラスに閉じ込められていて、明日にでも退学しようと思っている生徒がいれば話は別だが、辞やめる気配のある生徒の情報も出回りそうなもの。

「安心しろ。もちろん誰だれでも好き勝手連帯責任に出来るわけじゃない。ボーダーを下回った原因の『一因』だと学校側に認められた生徒しかその対象にすることは出来ない。わざと赤点を取ったり、試験をボイコットしなければ問題は起きないということだ」

　確かにそれなら、責任者もグループメンバーも保護されていると言える。

　しかし今回の試験、どうにもこの『責任者』のあり方に疑問を抱かずにはいられない。

　これまでの特別試験とは、雲行きが変わってきている。

　考えるべきは、この特別試験の課題は全学年共通であること。

　今同時刻、他のバスでも同じように説明がなされているであろうということ。

　この瞬間この時、様々な戦略が張り巡らされていると思っておかなければならない。

　１年だけではなく、２年には２年の、３年には３年の戦いが繰り広げられる。

　オレは浮かんだ疑問を解消するため、ある男にメッセージを送っておいた。

　この特別試験の裏に『生徒会』が一枚噛かんでいるのかどうかが知りたかったからだ。

「そしてもうひとつ大切なことだが、退学者を出してしまったクラスにはそれ相応のペナルティが課せられることになっている。ペナルティの内容は試験に応じて常に変化しているが、今回の特別試験で退学者が出た場合、一人につきクラスポイントは１００ポイント減少する。クラスポイントが不足している場合は、以降加算されたタイミングで精算される。精算が終わるまでは当然いつまでも０のままだ」

　得られる効果の大きさはさっきの通りだが、マイナスもかなりの減点だな。

　今回の試験のひとつの肝。責任者になれば得られるポイントが２倍になる点は魅力的だが、その反面退学というリスクも抱えることになる。大丈夫だと自信を持てる小グループに割り当てられない限り、挙手する者はいないだろう。

　だがみすみす美お味いしいチャンスを他クラスには渡せない。

　しかも連帯責任もついて回る。袋小路のようなルールが敷かれているな。

「以上で説明を終わる。質問があれば受け付けよう」

　即座に平ひら田たが手を挙あげる。

「もし退学者が出てしまったとして……救済の方法はあるんですか」

「退学は退学なんだからどうにもなんねーだろ」

　須す藤どうからそんな言葉が飛ぶが、平ひら田たはそれを否定する。

「そんなことはないはずだよ。現に須藤くんは一度、茶ちや柱ばしら先生に退学を言い渡された。だけど堀ほり北きたさんの機転で救い出せたように、何か手は残されていないとおかしい」

　その平田の読みは当たっている。茶柱は笑みを浮かべながら答えた。

「正解だ。残された最終手段として『退学の取り消し』をプライベートポイントで買うことも出来るが、当然その対価は高いぞ？　退学の取り消し……つまり『救済』は原則として、どの学年でも一律に要求されるものだ。一人の救済者に対して、プライベートポイントは２０００万。そしてクラスポイントも追加で３００支払わなければならない。これはあくまで救済措置であり、退学時に受けるべきペナルティは消失しない。もちろん、支払うだけのポイントがどちらかでも不足していれば、行使することは不可能だ」

　莫大なプライベートポイントが必要な救済は、到底払えるようなものじゃないな。今回の試験で言えば、実質救済のためにはクラスポイントが最低『４００』は必要になる。

　退学処分になった生徒は、救済などまずされないだろう。

　一人を救うために、クラス全体が巨額のマイナスを背負うことになるからだ。

「その２０００万ポイントと言うのは、クラス全体で補填しても構わないんですよね？」

　しかし平田は、その救済を行使するかも知れない未来を考え、確認を怠らない。

「そういうことだな。しかし持ち合わせの少ないお前たちにはまだ無縁の話だろう」

　茶柱は資料を閉じる。

「目的地まで残り時間はそう多くないが、この時間をどう使うかはおまえたちの勝手だ。資料は到着後に回収する。それから携帯は１週間使用禁止だ。後ほど回収させてもらう。その他個別に持ち込んだ日用品や遊び道具は基本的に持ち込み自由だが、食料品は持ち込めない。生なま物ものなど長期保存のきかないものはゴミ袋に入れ下車する際に捨てるか、到着までに食べるなりしてもらおう。以上だ」

　特別試験の説明には、大して反応を見せなかった生徒たちも、その一言に再び悲鳴を上げる。無人島で経験済みとは言え、１週間携帯を没収されるのはさぞ辛いことだろう。

「俺からも質問がありますっ！」

　元気よく手を挙あげたのは池いけ。茶柱も苦笑いを浮かべる。

「男女別々ってことですけど、具体的にはどれくらいバラバラなんですか？」

「林間学校は２棟立っている。本棟の方を男子が使い、もう１つの分棟を女子が使う。二つの建物は隣同士になっているが、基本的に１週間バラバラで生活をしてもらう。休み時間や放課後に許可なく外へ出ることも禁止だ」

「ってことは話も出来ないってことですか」

「いや、一日一時間だけ本棟の食堂で、男女同時に食事を取る。その時だけは学校側からの指示はない。つまり好きにしていいということだ。分かったか？」

「うす！」

　女子と話せることがそんなに嬉うれしいのか、池いけは喜んだ。

　何となくオレは、腰を浮かせて比較的近くに座る篠しの原はらの方に視線を向けてみた。

　するとちょっと呆あきれながらも池の言葉にどこか浮かれているようにも見えた。

　もしかしたらクリスマスの食事は上う手まくいったのかもしれない。

「他に質問がなければ終わるぞ」

　くだらない質問しか出てこないと判断したのか、茶ちや柱ばしらはすぐに切り上げた。

「先生。マイクをお借りしてもよろしいでしょうか」

　話を切り上げようとした茶柱を呼び止めたのは平ひら田ただった。

「もちろんだ。好きにしろ」

　茶柱はそう言うとマイクから手を放し席に着いた。入れ替わるように平田がゆっくりと前に出てきて、そのマイクを手に取る。

「先生の話じゃそれほど時間はないみたいだけど、ひとまずみんなの意見を聞かせて欲しい。今回の試験をどう乗り切るか。どんなグループ分けを目指すべきか」

「そんなの極力クラスメイトで固まる方がいいんじゃねーのか。選よりすぐって12人の小グループをひとつ作って、あとは１人ずつ他のクラスから入れれば完かん璧ぺきだぜ」

　須す藤どうからの言葉が平田に飛ぶ。

「理想はそうだけど、僕らが作ったその12人の小グループに各クラスの生徒が３人合流してくれるかな。当然警戒するはずだよ」

　露骨に勝ちを狙ねらうグループだ。都合よく各クラスの生徒が一人ずつ入ってくれるとは思えない。それにそのグループが１位になれないときのダメージも大きいだろう。

「でもよー。頭の良いヤツでグループ組んだら、俺たちに勝ち目なくなるじゃん」

　そんな風に山やま内うちが漏らした。今回が学力勝負でないことをまだ理解していないらしい。

「俺らもプライベートポイント手に入れるチャンス欲しいんだよなー」

　山内のボヤキも理解は出来る。以前、船上試験でも話題になったことだ。上位を取った大グループはプライベートポイントを得られるが、下位の生徒には旨うまみがない。それどころかプライベートポイントを失う。

　となれば、多くの生徒は当然勝ち馬に乗れる大グループに配属されたいと願うものだ。

「それに関しては、皆の同意が得られるなら均等に配分する方法を取りたいと思う。どの大グループが上位になるかは分からない。試験終了後に、プライベートポイントがクラス全体で増えていることが確認できたなら、その後できっちりクラスで分けるんだ。ポイントの譲渡は許されているから問題ないはずだよ」

　マイナスが出た場合も、全員で負担しあえばリスクも下がる。

「おーそうか、その手があったか」

　もちろん優秀な生徒からは不満が出やすいが、この特別試験なら話も通りやすい。

　何が勝負の決め手になるのか、いまいち不明だからだ。

「フフ……」

　そんな平ひら田たの提案を聞いていた茶ちや柱ばしらが、背を向けたまま笑った。

「これまでおまえたちから質問を受けることがなかったため答えられなかったが、Ｃクラスに昇級した報ほう酬しゆうとして、ひとつだけ良いアドバイスを送ってやろう」

「アドバイス、ですか」

　素直にそれを報酬と受け取らず、平田が警戒心を見せた。

「ルールで制限されていない時、プライベートポイントの譲渡は確かに自由だ。試験中だろうと日常の中だろうと違法性の無い範囲で好きに移動させればいい。ただ、プライベートポイントは単なる小遣いとは違う。そのことは理解しておけ」

「それは２０００万ポイントを貯ためることで好きなクラスに移動できる権利のことを言っているんでしょうか。あるいは救済のことでしょうか」

「そうじゃない。プライベートポイントの使い道は様々。１ポイントでも多く所有していれば、窮きゆう地ちの際に助かることもある、ということだ。仲良く分け合い、支えあうだけが正しいとは限らないぞ？　たとえば、池いけがあるミスを冒おかして急きゆう遽きよ１００万ポイントを支払わなければ退学になってしまう、という事態に陥ったとしよう。しかし譲渡を認めず、その時その瞬間にプライベートポイントを１００万持っていなければ退学、ということになっていたらどうだ？　均等に分ける戦略を取り続けたばかりに、取り返しのつかないことになることもある」

　名指しで例題にされた池が、隣で唾を飲み込むのが聞こえてきた。

「それに他の生徒がその時、必ず助けてくれる保証はない。その次に窮地に陥るのは自分かもしれないわけだからな。自分の身を守れるのは自分だけだ」

　まるで均等に分け合う作戦がミスとでも言うように、茶柱はアドバイスを送ってきた。

　ありがたい助言なのかも知れないが、これでクラスがまとまるのは難しくなる。

「頑張った人間が成功報酬を得る。それは社会では当たり前のことだ。社会に出て給料やボーナスを仲間内で分け合ったりする奇特なヤツは、レアケースもレアケースだろうな」

　それを知った上で、どうするかは自由だ、そう茶柱は笑った。

　茶柱の言っていることは恐らく当たっている。

　事例がないことで煽あおったりする行為をこの学校の教師がするとは思えない。

　日々完全なマニュアルに則のつとって話をしているからだ。

　しかし、この話には裏がある。

　個人の保有するプライベートポイントがモノを言う事例は確かにあるんだろう。

　だが逆にクラスメイトがポイントを多数保有していることで救われることだってある。

　何な故ぜなら、過去オレや堀ほり北きたは退学になりそうな須す藤どうに対して第三者の立場としてプライベートポイントを捻ねん出しゆつし、認めてもらう前例を体験している。

　結局のところ均等に持たせておくことも不測の事態への防止策に繋つながる。個人に大金を持たせれば使い込むリスクもあるし、裏切ることだってあるからだ。

　自らのクラスに対して、茶ちや柱ばしらはかき乱すような言葉を放ってきた。

　もちろん、それが学校の方針である可能性も否定しきれないが……。

「一度多数決を取ってみようか。あくまでもそれで決めるわけじゃなく、今の話を聞いてみんながどう思うか聞かせて欲しい。今後、こういった特別試験の報ほう酬しゆうを均等に分け合う方がいいと思う人は挙手してくれないかな。もちろん後日意見が変わっても構わないから」

　平ひら田たは自ら手を挙あげ、最初の一人となった。

　悩む生徒が大半だったが、ポツポツとしか手が上がらない。

　クラスとして一丸となって助け合うことは大切だが、いざという時、処罰されないための保険を用意しておくこともまた、極めて重要だ。

　まだ生徒の大半は数万から数十万ポイントしかプライベートポイントを保持していないと思われる。となれば、１位になることで何かあってもポイントで対応できる安全圏まで保持ポイントをもって行きたいと思う生徒だって多いだろう。

　自分に自信のない生徒ほど、均等に分け合うことを希望していた。思ったよりは多かったが、最終的にクラスの中で手が挙がった数は半数には届かなかった。

「ありがとう」

　ポイントを均等に分けることをクラスの大多数が望んでいるわけではないという結果。だがこうなると、均等派の平田もそう簡単にはその方向に持っていけなくなっただろう。

「余計なアドバイスだったか？　平田」

「いえ、感謝しています。今の段階でそれを知れたのは僕たちにとって貴重な情報です」

　携帯が一度震える。あいつからの返信と思いポケットから取り出すも、堀北『妹』からのチャットだった。分かりきっているが、この特別試験に関してだ。

『何か考えはないの？』

　なんとも人任せのような一文だ。

『何もない』

　それだけ返す。が、オレはちょっと思い直しもう一言送ることにした。

『今回は男女が別々の試験だ。オレに手伝えることは何も無い、頑張ってくれ』

　エールだけはしておいた。堀北としては色々オレに言いたいところだろうが、この場ではそうもいかない。堀北とのチャットを早々に終わらせ、進行しているもうひとつのチャットグループを一度確認する。綾あやの小路こうじグループ（自分で言うのもなんだが）の方だ。

　啓けい誠せいや明あき人と、それに愛あい里りや波は瑠る加かが思い思いにこの試験について話し合っている。

　既読したものの、特にコメントせず閉じた。そして平ひら田たたちの会話に耳を傾ける。

「作戦を立てようにも時間が足りない。それに男子と女子が別々の場所でグループを組むことになったら、助言を送ることだって難しいだろうね」

「そんなぁ……」

　女子からしてみれば、常に如い何かなる時も頼れる男としてクラスを引っ張ってきた平田に救いを求めることが出来なくなる。不安に駆られるのも無理のない話だ。

「僕ら男子が手を貸せない状況になる以上、女子から明確なリーダーを一人決めておくべきだと思うんだ。引き受けてもらえないかな、堀ほり北きたさん」

　平田はこの試験の説明を受けていたときから考えていたことなのだろう。

　一人の少女、堀北に白羽の矢を立てた。

　当然、このクラスでその役目を担えるのは堀北くらいなものだろう。

「いいわ。困ったことがあれば随時私に相談してくれて構わないから」

　嫌がる様子も見せず堀北はそう答える。

　しかし、堀北が少しずつクラスメイトにとって頼れる存在になってきつつあるとは言え、まだまだその信頼は平田に遠く及ばない。

　だがそれは今の堀北なら、自分自身で理解していることだろう。

「ただ、私一人では頼りないと感じる女子も少なくないはず。自分で言うことではないのだけれど、私は相談するには難しい性格をしていると思うから」

　本当に自分で言うことじゃないな。

「だからサブリーダー役に[image: ]くし田ださんに手を貸してもらいたいの。どうかしら」

　そう言って、堀北は前方の方に座る[image: ]田に言葉を投げかけた。

「わ、私なんかで役に立てるかな」

「もちろんよ。あなたはこのクラスの誰だれよりも信頼されている」

「えと……うん。私なんかで良ければ協力させてもらうよっ」

「ありがとう。これで他の人も格段に相談しやすくなったんじゃないかしら。私に直接言いにくい場合には[image: ]田さんを経由してくれて構わない。どんな些さ細さいなことでも相談に乗るわ」

　[image: ]田に対して信頼がどの程度おけるかは別として、今取れる作戦としてベストであることは間違いない。今回の試験のルール上、男子と女子では干渉し合うことがかなり難しい。女子サイドで繰り広げられる戦いに男子が参入することはまず不可能だ。受ける授業も試験も、同じ施設内とは言え別の場所で行われる。接触できる機会は夕食の１時間だけ。常時連絡を取れる携帯まで没収されれば、尚なおのことだ。

　それでも極力情報を収集しておくことが必要不可欠だろう。

　となれば、女子の情報を集めるために働き手を集めなければならない。

　クラス内で言えば[image: ]くし田だの動向も少々気がかりだ。

　動かせるのは堀ほり北きたか恵けいの２人しかいないが、前者は今色々と面倒な状況にある。それに、オレの意図を深読みしたり無駄な行動を取ることも考えなければならない。

　何より他の女子からの相談を受けるとなれば別のことをする余力も無いだろう。

　となると使えるのはやはり恵だけになってくるか。

　しかしグループ全体を見通すほどのことを、恵一人に強しいることは出来ない。

　必要最低限の事項を、恵の携帯へと送り届ける。

　メールはすぐ恵に届いて確認されたようで、空のメールが送り返されてきた。

　男女が長期間分かれて戦う、特殊な特別試験が始まると知って、オレから連絡が来ることはすぐ想定できたようだな。恵自身アドバイスを求めたいところでもあるだろう。

　責任者と連帯責任の制度から見ても、恵が犠牲となることだってありえない話じゃない。授業態度やテストの点数は、お世辞にも恵も良いとは言えないからな。

　そこでオレは身を守るための術すべも幾いくつか教えておく。

　生徒全員が使えるような代物ではないが、少しでもリスクを避ける方法だ。

　オレにとって、これから行われる特別試験のことなど本当はどうでもいい。勝つための戦略を打つつもりはないし、無難にやり過ごすだけだ。

　とは言え、恵にアドバイスを送るように全く手を出さないわけじゃない。

　特別試験の最悪の事態は、Ｃクラスから多数の退学者が出てしまうことだ。

　そしてオレ一人ではクラス全体の保護を完かん璧ぺきにすることはまず無理だろう。

　守るべき対象は絞っておく必要がある。

　つまり自分自身を除き、有力な助すけっ人ととなる恵、平ひら田た辺りは保護したい。

　あとは、生徒会絡がらみも考え堀北には残ってもらう必要がある。

　それから友人として啓けい誠せい、明あき人と、波は瑠る加か、愛あい里りの４人か。

　ただこの４人に関しては残って欲しいと思いつつ、保護の対象外だ。

　あくまでも友人の一人として、退学にならないことを願う。

　全学年が集結する機会はそうないことを踏まえても、オレは南な雲ぐもの動向を気にかけておくだけでいいだろう。周辺で繰り広げられる小競り合いには興味が無い。
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　バスは高速を降りて、ある程度舗装された山道を緩ゆるやかに上っていく。この学校から出るときは海やら山やら、自然に囲まれた場所へと移動する習わしでもあるのだろうか。

　ともかく、到着次第新たな特別試験が始まる。携帯が没収されることから見ても、情報を集めるためには自らの足や人脈を使う必要がある厄介な試験だ。だが、安易に動けばそれだけ情報が外に漏れることにも繋つながるため、細心の注意を払った行動が要求される。

「向いてないな……」

　素直に漏れる言葉。何度特別試験をやってきても、一切馴な染じむことはない。

　自分の人生の中では、他人と協力することの方が稀まれだった。

「間もなく目的地に到着する。その後はすぐに屋内でグループ作りを始めてもらう。その後部屋の割り振りが終わり次第昼食、午後は各自自由行動を認めている」

「ってことは……やったぜ、今日は勉強なしってことだよな！」

　嬉うれしそうにこちらを向いて、一度池いけは笑った。

　確かにそういうことになるんだろう。しかし今日は夏休みと違って平日。移動時間があったとは言え、ちょっと破格の対応じゃないだろうか。遠足となんら変わらない。

　バスが目的地に着くと、徐行して駐車場へと移動し停車した。

「呼び上げた生徒から順番に携帯を提出し、バスを降りてもらう。綾あやの小路こうじ、池───」

　茶ちや柱ばしらは五十音順に男子の点呼を取りながら生徒の下車を始めさせた。オレは携帯の電源を切り、教師の傍そばに置かれてあるプラスチックの箱に携帯を入れる。

　降りるなり普段接点のなさそうな、見慣れぬ教師が近づいて来た。そしてバスから少し離れたところで待つよう指示される。

「あーさみぃ！」

　バスから降りてくる池が、自らの身体からだを抱き寄せながら叫んだ。山岳地帯だからだろうか。学校を出発した時よりも寒い。だが、その寒さを一瞬忘れるような光景が目の前に広がっていた。

「うお……なんだここ。林間学校って規模じゃないな……」

　降り立った先にはグラウンドらしき広い場所、そしてその奥には古めかしい校舎が２つ。全学年を収容するだけあって、大きさは中々のものだ。

　ここでこれから１週間過ごすらしい。

　無人島の時もそうだったが、こういった自然の中での生活は殆ほとんど未経験だ。

　それらにまつわる試験が想定されることを思えば、ボーイスカウトをしていた池などは役に立つかも知れない。それに体力面から考えて須す藤どうの存在も頼もしそうだ。

　女子も次々と下車し、堀ほり北きたは降りるなりオレへと接触したかったようだが、生あい憎にくと既に整列が始まっていてそれは無理だった。

　男女が分かれて、それぞれの校舎に向かう。男子は本棟と呼ばれる大きい校舎だ。

　建物の中に足を踏み入れると、どこか懐かしいような木材の香りが鼻び腔こうをくすぐった。

「昔ながらの木造校舎だね。築年数は古そうだけど、管理も行き届いてるのか凄すごく綺き麗れいな状態だ」

　そう平ひら田たが口にしたが、周囲の意見も同じらしい。通りがけに見えた教室と思われる場所にエアコンの設備は無く、中央にストーブが置かれているだけだ。

　恐らく明日からこういった教室で授業が行われる。

　通されたのは体育館のような場所。

　既にＡクラスとＢクラスの男子は到着していたようで、こちらを見る。

　この後Ｄクラスが入ってきて、２年３年と続くのだろう。オレたちは立ったまま整列をさせられ待機を命じられる。

　ＡクラスもＢクラスも雑談することなく、落ち着いた様子だ。

　バスの中である程度の作戦、方針が決まったと見るべきか。
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　全学年の男子生徒が、体育館の中に集められた。肩身の狭い１年はすぐに集まり、騒ぐこともなく指示を待つ。程なくして他学年の教師と思われる男性が壇上に立つと、マイクを持って生徒たちに声をかけた。

「バスの中の事前説明で、各自、試験の内容は理解できていると判断させてもらう。よって、この場で改めての説明は行わない。ではこれより、小グループを作るための場、時間を設けさせてもらう。各学年、話し合いのもと６つの小グループを作るように。また、大グループを作成する場は、本日の午後８時から設けてある、以上だ。補足だが、大小問わずグループ決めに関して学校側は一切関知しない。仲裁役として入ることも一切しない」

　男子全員にその場で好きに進行するよう指示が通達される。大グループを作る前に、まずは小グループを作るところから始まる。さて、他クラスはどんな作戦、狙ねらいでいくだろうか。バスの中で、ある程度戦略を固めてきているはずだが、果たして。

　それぞれ学年別に距離を取られ、体育館内でのグループ決めが始まった。

　他学年の様子も多少気になるが距離もありこの位置からでは細かい動きはわからない。

　オレがそんな風に何気なく上級生たちを観察していた時だった。

　グループ決めが開始して、まだ数秒も経たっていない中で１年のクラスに動きがあった。

　しばらくは腹の探りあいが続くと思っていたが、Ａクラスが露骨に１つの大きなグループを作り始めたのだ。膠着した状況での目立つ行動。必然、周囲の注目を集める。やがてＡクラスは14人からなる１つのグループを形成して見せた。そしてＢクラス以下オレたちに対してこう言い放つ。

「僕たちＡクラスは、見ての通りこのメンバーで１つのグループを構成するつもりです。現在のグループの人数は14人で、あと１名が参加していただければ必要な人数が揃そろいます。それでは参加してくださる方を募集します」

　そう言ったのは的まと場ばと名乗ったＡクラスの生徒だった。

　集まったグループの14人の中には[image: ]かつら城ぎの姿もあったが、仕切っているのは的場という男。[image: ]城はグループの責任者ではないのだろうか。ともかく、Ａクラスは初手で、グループを極力自分たちのクラスで固める提案をして来たのだ。

「おいおい、何勝手ぬかしてんだよ。おまえらだけずるいだろうが」

　須す藤どうが怒りながら的場を睨にらみつける。

「勝手と言うほど勝手でしょうか。こちらの提案では一グループを構成する人間が、最大で２クラスの生徒までにしかなりません。１位を取った時の倍率も低い。Ａクラスにだけメリットのある強欲な提案だとは思いません」

「い、いやでも14人ってのはずるいだろ」

「そんなことはありませんよ。むしろ、平等です。残り３クラスで15人の枠を３つ使えるんですから、僕たちと同じように各クラスで似たようなグループを作ればいいじゃないですか」

「そう、なのか？」

　的場の言っている内容がパッと分からなかった須藤は、振り返り平ひら田たを見る。

「そういうことになるね」

「分かっていただけたなら話は早そうですね。ちなみにＡクラスで残った６人は、あなたがたのどのグループに、どんな配置でも喜んで参加する方針です」

　どうでしょうか？　と平田を見て微笑ほほえむ的場。

　Ｂクラスの神かん崎ざきや柴しば田たたちに対してもそんな視線を向けた。

「えー……そうだなぁ、悪い話じゃない気はするけどなぁ。どう思う神崎」

「すまないが、即答はできない」

「だよなー。残ったＡクラスの６人がわざと他のグループの足を引っ張る、とまでは思えないけど。やっぱ警戒するよなぁ」

　速攻でグループを決めようとしてきたＡクラス。だが、神崎はすぐには決断せず、提案を保留にしようとする。

　しかし、それに対して的場は強い口調で話を切り出した。

「では５分差し上げます。その間に決めてください」

「時間設定か。グループ決めは始まったばかりだ。これはＡクラスだけの意見で、一方的に決めて良い話ではない。５分しか猶ゆう予よを与えないというのは論外だと思うが？」

　どのクラスもＡクラスのように14人を自分たちのクラスで固める戦略が取れる提案とは言え、それが全クラスにとって平等な提案だというのはフェイクだ。勝った時のポイント倍率が低くても構わないと考えられるのは、ポイントをリードし、今１位にいるＡクラスくらいだ。

「そうですね。確かに僕たちだけで決めていい話ではないかも知れません。しかし、勘違いなさらないでください。僕たちが言いたいのは５分間だけしか交渉しないということではないんです。あくまでも５分間に限り特別枠を設けるということです」

「特別枠？」

　的まと場ばはあくまで自らが主導して話を進めていく。まだ他クラスの生徒たちの意見が固まらず、動き出す前だからこそ、好き勝手提案できているという状況だ。まさしく先制攻撃に近い。

「僕たちＡクラスの14人で１つのグループを作り、他クラスから一人だけ迎え入れる。これが最善の手であるかどうかは別として、我がままを押し通そうとしていることは事実です。従って、迎え入れる１人、つまり特別枠の方に対して今ならサービスを付けさせていただきます」

　バスの中で予あらかじめ決めていたであろう作戦を的場はスムーズに伝えていく。

「僕らのグループに入ってくれるのなら、その生徒には一切のリスクを負わせません。このグループは[image: ]かつら城ぎくんが責任者を務めますが、万が一最下位を取ったとしても責任を負うのは[image: ]城くんのみ。連帯責任として道連れにしないことを確約します。あぁもちろん、意図的に悪い点数を取ったり、仲間を傷つけたりしない場合に限り、ですが。純粋に試験の成績が悪いことは、全すべて許容します」

　それが特別枠、ということか。

「マジかよ……」

　一部の生徒は、特別枠の提案に一定の価値を見み出いだす。クラスのために勝利した時のポイントが高倍率なグループを作ったり、勝つためのメンバー集めをすることも必要な行為だが、それらを考えるのは基本的にクラスの中枢を担う人物たち。退学を恐れるその他一般の生徒にしてみれば、この試験を１００％安全にクリア出来る『特別枠』という制度は悪くない提案だ。

　[image: ]城が責任者になったのに、場を仕切っているのは的場と言う男子。その口調や話の運び方から、それなりに出来る生徒であることは理解できた。Ａクラスにはまだ表に出てきていない優秀な人材が眠っているということだろう。

　しかし[image: ]城が前に出てこないのは何な故ぜだ。クラス内での立場を失い、負けた時の責任を取らされそうになっているのか？

「僕たちはこの14人で１位を取りに行くつもりですので、その１人はプライベートポイントの恩おん恵けいを受けられる可能性も高い。それぞれのクラスには今回の特別試験に対し、自信のない人もいるのではないでしょうか？」

　そう言って、ぐるりと一年の全生徒を見渡す。

　的まと場ばの言葉は、今まさに特別枠に食いつきたいと思っている生徒たちに響くものだ。

「しかし５分以内に決めきれない場合、この特別枠は無くなります。万が一僕たちのクラスがペナルティを受ける時は、容よう赦しやなく道連れにします」

「面白い提案だとは思うが、それなら５分を過ぎた時点で入る価値は激減することになる。道連れにされる可能性の高い枠に入りたがる生徒はいないだろう」

　言うまでもないだろうが、と神かん崎ざきは付け加えて言った。

「そうだぜ。んなことされるのが分かってるグループに誰だれが好んで入るかよ」

　一瞬特別枠に惹ひかれた生徒たちも、そう言い放つ。

「どう考えてくださっても構いませんが、僕たちは絶対に折れませんよ」

　そう言い、的場はグループを引き連れ一歩後退した。

　話し合いに加わるつもりはない、ということの意思表示だ。

「無視する方向でいいだろう。５分を過ぎれば誰もあのグループに参加したがる生徒は現れない。時間がくればいずれ、向こうから話し合いに戻ってくる」

「だな」

　神崎と柴しば田たは、そう言って一いつ旦たん距離を取る方針で落ち着いたようだ。Ｄクラスの金かね田だたちにも変わった動きは見られない。

　しかし、Ａクラスからの提案を受けた平ひら田ただけは考えが少し異なるようだった。オレや啓けい誠せい、明あき人とへと近づいてくると、意見を窺うかがうように小声で話しかけてきた。

「……君たちはどう思う？」

「Ａクラスの作戦をか？」

　啓誠が率先して平田と話す。

「うん。僕は彼の提案は意外と悪くないと思ってるんだ。Ｃクラス全員が無事にこの特別試験を終えることが、今回の試験の絶対条件。Ｃクラスに上がったところだからね。このいいムードを壊したくないし、僕は同じクラスの生徒が退学になるのを望まない。ただ、最下位のグループには退学のリスクが付きまとう。Ａクラスのグループに、試験に自信のない生徒を守ってもらえれば、ひとまず安心できるんじゃないかなって」

　確かに、守りに入るならＡクラスの提案はメリットとも言える。

「ただＡクラスが今回の特別枠の約束を最後まで守る保証があるのかどうかだね。もし最下位を取ってしまった場合、強引に連帯責任を負わせてくる可能性だってある。口約束だといって反ほ故ごにするかもしれない」

　そんな平田の不安はもっともだ。

　口約束にも本来は法的拘束力はある。だが、それを唱えても水掛け論になるだけだ。

　Ａクラスが知らぬ存ぜぬを貫き通せば話はややこしくなるし、何より道連れにしないのは『意図的』にグループの妨害をしなかった場合だ。仮に生徒の試験の点数が低かったとして、故意かそうでないかというのを判別するのはとても難しい。

　かといって、ペンも紙もないこの場では書面にも残せない。

　教師を頼ろうにも、グループ決めには一切関与しないことを公言されている。この口約束を覚えておいてくれと言っても無意味だろう。

　とは言え的まと場ばの特別枠の話は１年全員が耳にしている。これを無視して道連れ対応をとることは向こうにとっても大きなデメリットだ。基本的には信じてもいいだろう。

「……一人、守ってもらうのはありかも知れないな」

　啓けい誠せいも平ひら田たの話に乗っかる様子を見せた。

「そうだね。あとは僕らが動くことでＢクラスやＤクラスがどう判断するかだね」

　特別枠に乗っかれば、強引な方法を取ったＡクラスの肩を持つことにもなりかねない。

　僅わずかな時間とは言え、平田はギリギリまで粘って考えたいようだった。

　突然の提案から３分ほどが過ぎた。律りち儀ぎに１秒１秒カウントしているかは知らないが、的場たちは悠々とした様子で構えている。誰だれかが手を挙あげると踏んでいるのか、それとも別の作戦でも考えているのだろうか。

　こちらが残りの２分ほど静観して、的場たちが動き出すその時を待つのかどうか。それはＢクラス以下のリーダーたちにかかっている。

「神かん崎ざき氏。提案があるのですがよろしいでしょうか」

　Ｂクラスの神崎の下へ、Ｄクラスの金かね田だが近づいてきた。耳打ちするような小声ではなく、周囲に聞こえる堂々とした接触だった。金田は平田にも来るよう呼びかけ、それに答えるように平田も向かう。

「これはチャンスと捉とらえるべき状況だと判断しました。Ａクラスが固まってくれたおかげで、彼らのグループは試験に勝利したとしても２クラス分の倍率の点数しか得られません。しかも条件を飲めば残ったＡクラスの生徒は好きに配置できる権利を貰もらえる。つまり、こちらは残りのグループ全すべてを４クラスに出来るということです。これは上位を取れば取るほどＡクラスとの差を詰めるチャンスということじゃないでしょうか」

「それはＡクラスのグループに勝つことが出来れば、の話だ」

　詳しい点数は知らないが、ペーパーシャッフルでＡクラスはＢクラスを破っている。

　もし、試験が学力勝負であれば、分が悪いと読んでいるようだ。

「確かにリスクはあります。ですが、これは単なる学力勝負ではありません。どうでしょう。ここは打倒Ａクラスに動くというのがベストかと。悪くない提案だと思いますが」

　金田はそう持ちかけた。ＡクラスをＢ、Ｃ、Ｄ、の３クラスが協力して包囲する、という狙ねらい。

「まぁ３クラスが協力し合うためには、Ａクラス14人のグループを認めることが必要になりますけどね。けれど４クラスの点数倍率の恩おん恵けいを思えば安いものではないでしょうか。しかも特別枠まで用意してくださるんですから、願ったり叶かなったりです」

「そうだね。僕は金かね田だくんの作戦は良いと思う」

　平ひら田たが同調を見せる。神かん崎ざきはより慎重なのか、まだ即決する様子はなかったが、４クラスによるメリットはしっかりと考えているようだ。

「しかし、誰だれをあのグループに入れる。Ａクラスで構成されたグループに入りたいと志願する生徒は、少なくともＢクラスにはいないと思う。俺も含めてな」

　特別枠で守ってもらえるとは言っても、その１人は１週間Ａクラスと同じグループで過ごすことになる。居心地が良いものでないことだけは確かだろう。

「ＢクラスとＤクラスに聞きたいんだけど、希望者はいるかな？」

　平田からの言葉に、２つのクラスの生徒たちは顔を見合わせる。

　しかし挙手は中々あがってこない。

「じゃあ、Ｃクラスのみんなにも聞きたいんだけど、希望者はいる？」

　今度は自分のクラスに。

　だが反応はＢクラスやＤクラスと変わらなかった。中には特別枠なら、と考えている生徒もいるだろうが、周囲の視線や居心地の悪さを懸け念ねんしてか立候補者は現れない。

「これは僕の勝手な推測だけど、Ａクラスは約束を守ってくれるんじゃないかと、個人的には思ってるんだ」

「なんでそんなことが言えるんだよ」

「彼らがＡクラスだから、かな。道連れにはしないと公言しているのに、僕たち下位のクラスの生徒を強引に巻き込んだりしたら、今後こんな取引は一切通じなくなる。まだ１年生の３学期なのに、今後のことを考えると駆け引きの信頼を失うのは大きなマイナスだと思うんだ」

　そんな風に話す平田の意見は、筋が通っていた。

　これが最後の勝敗を決する戦いなら、Ａクラスもなりふり構わないだろう。

　だが、まだ２年以上も時間は残されている。ここである程度約束を守ることを見せれば、別の試験でも同じような手が使えることになる。

　時期的に、いきなりそんな無む茶ちやはしてこないんじゃないか、というのが平田の考えだ。

「敵を褒ほめたくはないけど、彼らはＡクラス。僕らよりも単純に成績が良い。つまり、最下位になったり平均点を大きく下げるようなことはないと思ってるんだ。だから、けして負けグループに配属されるわけじゃないってことを、認識して欲しい」

　平田の言っている意味は、池いけたちにも良く分かるだろう。

「幸いにもＢクラスとＤクラスには希望者がいないようだし、僕は一人、Ａグループに入ってくれる人をＣクラスから選びたい。彼らが勝っても僕たちのクラスに恩おん恵けいが入るし、万が一の退学も避けられる。どうかな？」

　そう言いきり、具体的に池いけや山やま内うちたちを見た。

　自分の能力に不安を抱える生徒たちを、１人でも守りたいのだろう。

　最後のダメ押しを平ひら田たがする。

「特別枠の生徒が試験でグループの平均点を下回る点数を取っても、責めたりはしないと約束してもらえるのかな」

　平田が的まと場ばにそれを確認する。

「もちろんです。僕たちは最初から期待していませんよ。最初に言った条件さえ守っていただけるのなら、保証します」

「……俺、いこうかな」

　呟つぶやいたのは池。それを聞いて山内も同じようなことを言う。

「拙者も行きたい、かも」

　次いで博士はかせも立候補した。計３人が名乗りをあげる。

「じゃあ公平にジャンケンして、勝った１人をグループに入れてもらおうか」

　平田の誘導もあり、こうして３人はじゃんけんをした。

　結果、勝った山内がＡクラスのグループに１人入ることになる。

　こうして瞬く間にＡクラスが主導となった１つ目のグループが完成し、Ａクラスの生徒６人を残し真ま嶋しま先生へと報告に向かった。僅わずか数分間の出来事だ。

「これで残った我々が好きにグループを作れるわけですが、どうしましょうか。一応Ａクラスが取った作戦のように14人を占めたグループを３つ作ることもできます。Ａクラスがしたように残る１人を道連れの対象にしない戦略を頂ちよう戴だいして、上う手まく協力し合うのも手でしょう。しかしこちらとしては、先ほども申し上げたように４クラス複合を提案したいところです」

「そうだな。Ａクラスの提案を呑のんだからには、４クラス複合にするべきだろうな」

「異論はないということで。Ｃクラスは如何いかがでしょうか？」

　神かん崎ざきと金かね田だは、あくまで高倍率を狙ねらう作戦を提示してきた。

「勝ちを狙いに行くなら必要なことだね。それには反対しないよ」

「待てよ平田。そんな簡単に承しよう諾だくしていいのかよ。俺は石いし崎ざきとかと同じグループでやってける気はしねえぞ」

　須す藤どうが話に割り込む。それは須藤だけではなく啓けい誠せいなど多くのＣクラス生徒も同様だった。そして、ＢクラスやＤクラス内の一部からも不平不満が漏れ聞こえてくる。

　４クラス複合は倍率の上でメリットは大きいが、その分トラブルも生みやすい。

　犬猿の仲である生徒同士が組めば、成績にも影響してくる。

「分かってるよ。すぐにまとまる話だとは僕も思ってない。Ａクラスは何かを基準に14人を選んで１つのグループに割り当てたみたいだけど、こっちはそう簡単にはいかないだろうからね」

　Ａクラスの生徒たちの納得具合から見ても、報ほう酬しゆうはクラスメイト全員で均等に分け合うのだろう。あるいはグループに加わらなかった負担の大きな６人には、それ以上の報酬を約束しているかもしれない。Ａクラスという安全な位置にいるからこそ取りやすい作戦でもある。

「一度それぞれの主張を受け入れつつ、仮のグループを作ってみるのはどうかな。問題があれば即解散すればいいし」

「そうだな。俺もその意見には賛成だ。ここで探りあいをしていても平行線になって、貴重な時間を空費するだけだ。既にＡクラスの生徒たちはグループ問題を解決して、次のステップに進もうとしている」

　互いに、言い争うだけでは前に進めないと判断したようだ。

　他の生徒たちもひとまずはリーダー格に任せるつもりなのか、異論は殆ほとんど出ない。

「こちらも反対はありません」

　金かね田だもすんなりと受ける。ごく当たり前のように進行しているグループ分け。

　だが、その様子を見ている生徒たちは異論こそ唱えないものの、怪け訝げんそうな顔を見せる。本来Ｄクラスのリーダーを務める存在は、金田ではなく龍りゆう園えんであることを、当然ながら周囲は理解している。しかしそのリーダーと思われる龍園は話の輪に加わらないどころか、全員から距離を置いた場所におり、様子を窺うかがう気配すらない。

　既に３学期が始まり、龍園が一線を退いたことは知れ渡った。もちろん、具体的な内情を知らない生徒たちの中には、それがフェイクだと疑う者も少なくない。

「一応聞きたいんだけどさ、それって龍園の指示なのか？」

　平ひら田たや神かん崎ざきすら問いただすには抵抗のあることを、単刀直入に柴しば田たが口にした。金田は一度メガネを外し、レンズに付着していたと思われる埃ほこりを息で飛ばす。

「いえ、これは僕個人が考えたことです。彼の意向は関係ありません。仮に裏で繋つながっていたとしても、今こうして話しているのは僕自身です。何か問題がありますか？」

　やや表情が険しくなった金田に、柴田は近づきながら謝った。

「一応確認したかっただけだって。気を悪くさせたならごめんな」

「いえ。それよりも話を進めましょう。グループ分けの問題は下手するとかなりの時間がかかります。雑談で寄り道をしている暇はないかと」

　グループ分けは確かに難題だ。そして各員はグループのために行動しつつも、当人が退学しないように立ち回り、クラスが報酬を得られるように動かなければならない。それは簡単なようでとてつもなく難しいことだ。そしてグループ作りは有力者を引き入れるというよりも、ババを掴つかまされないようにするための戦いでもある。如い何かに足を引っ張る生徒を他よ所そのグループに押し付けあうか、という点が焦点になるだろう。

　グループ作りを前に進めるため、Ｃクラスからは平ひら田た、Ｂクラスからは神かん崎ざき、Ｄクラスは金かね田だ。それぞれが15人グループの１人目として声を上げる。残る少数グループに関してはひとまず置いておくようだ。

　クラス内から適任と思われる11人を選んでいく作業が始まる。

　即座にグループ入りを立候補した生徒たち数人が、平田の下へ寄る。自分たちのグループが主導であれば道連れは避けられる上に気心も知れている。他クラスの介入も最小限で済む。当然のように集まってくる。Ｂクラスも似た傾向で、想像よりも早く定員に達しそうだった。そして残るＤクラスはゆっくりながらもグループを作り始める。

　Ｄクラスの様子を注目していたのは、オレだけじゃないだろう。神崎や柴しば田たなどの主要な生徒はもちろん、多くの生徒が観察していた。龍りゆう園えん翔かけるが現時点でＤクラスにとってどういう存在なのか、それを知りたかったからだ。

　ＢクラスからもＣクラスからも、Ｄクラスは未いまだ全く信用されていない。

　龍園という存在が、これまで幾いく度どとなく罠わなを仕掛けてきていたからだ。無理もない。

「清きよ隆たかはどうするつもりだ？」

　啓けい誠せいと明あき人とが、そんな確認をしに来てくれた。

「２人は？」

　オレは悩んでいる様子を見せながら、聞き返してみる。

「俺は啓誠に合わせようと思ってる。頭を使って考えるのは得意じゃないしな」

「……Ｃクラスの固まるグループは魅力的だ。ただ、正直平田のやり方には不満がある」

「と言うと？」

　分からない明人が聞き返す。

「平田は勝つことよりも、仲間を守ることを優先している。それが悪いことだとは言わないが、結局勝つ確率も下げることになる。事実、池いけや鬼おに塚づか、外そと村むらは平田のグループ入りを希望している。役に立つ立たないはもちろん試験の内容による。俺より点数が取れるかもしれない。でも、想定される試験内容じゃ取れない可能性の方が高い」

「まあ、それはそうか……」

「Ａクラスは烏う合ごうの集まりじゃないからな。山やま内うちが足を引っ張ったとしても、平田グループが勝てるかは懐疑的なものがある。避けられるのは道連れだけだ。それなら俺はあえて少数のグループに入って、少数精鋭で勝ちを拾いに行くべきだと思う」

「平均点の勝負になるなら、それが手堅い方法だってことか」




　１年全体で、男子は80人。

　それぞれのクラスに20人ずつ。それを上う手まく分けていくとこうなる。





　Ａグループ（14人Ａ、１人Ｃ）＝15人

　Ｂグループ（12人Ｂ、１人Ａ、１人Ｃ、１人Ｄ）＝15人

　Ｃグループ（12人Ｃ、１人Ａ、１人Ｂ、１人Ｄ）＝15人

　Ｄグループ（12人Ｄ、１人Ａ、１人Ｃ、１人Ｂ）＝15人






　残った20人（Ａクラス３人、Ｂクラス６人、Ｃクラス５人、Ｄクラス６人）。

　この20人で２つのグループを作ることになるだろう。

　だが、ほぼすべての生徒が各クラスの代表格の思惑通りにチームを結成する中、そうはいかない生徒も存在した。

　その代表格は、間違いなくＤクラスの龍りゆう園えん翔かけるだろう。この試験に最初から参加する気などないかのように、誰だれとも絡からもうとせず、一人時間が過ぎるのを待っている。

　だが、単なるボッチというわけじゃない。誰にも相手にされず、寂しくこの時をすごしているわけではなく、堂々と孤高を貫いているといった様子だった。

　しかし、グループが全すべて決まらないことには、事態は前に進むことは無い。

　必然少数グループのどちらかが、必ず龍園を拾わなければならないのだ。

　同じクラスの石いし崎ざきたちすら声をかけない状況で、動ける生徒がいるとすればオレは一人しか思い当たらない。

「龍園くん。良かったら僕たちのチームに入らないかな？」

　そう声をかけにいったのは、もちろんオレのクラスメイトの平ひら田ただ。既にクラス戦を半ばリタイアしている龍園にしてみれば、強制的な参加を強しいられる試験に対し、うっとうしいと思っているに違いないが、一方で下手に反抗することもしないだろう。

「待てよ平田！　龍園を仲間にとか冗談じゃないぜ！」

　平田グループに入ろうとしている生徒たち全員が反対する。

　誰が好き好んで、一番の爆弾を抱え込みたがるのか。Ａクラスに上がるための戦略に、龍園翔はもっとも不要な存在だ。

　この学校のＡクラスの座を争う戦い自体には、生徒たちも一定の理解が出来る。

　ただ、それと同時に湧わき上がってくる疑問もある。

　それは『Ａクラス以外』で卒業した場合だ。

　もちろん、どこへなりと進学、就職させてくれるという夢のような制度は受けられないが、そうでない場合にどれほどの評価を得ることが出来るのか、ということだ。

　その疑問は入学を果たした生徒たちの間で尽きない。

　良い情報と悪い情報が同時に交こう錯さくしているような印象だ。

　デメリットとしては『勝ち上がれなかった生徒』というレッテルを貼はられるケース。進学先や就職先がそう判断し採用を見送ることがあるんじゃないかと言うこと。

　しかし一方で、高度育成高等学校出身者を買っている層も少なくないだろうという意見もある。実力主義の中で３年間揉もまれ貴重な経験をしている点、政府主導の学校という点も高く評価されているはずだ。つまり、高望みをしなければ卒業する価値、つまりメリットは十分にあると判断できる。

　つまりＤクラスであろうとＣクラスであろうと、Ａクラスに上がれないといって悲観しすぎることはない。

　２年は既に南な雲ぐもが圧倒的強さと支持をもってＡクラスに君臨し、Ｂクラス以下を大きく引き離している。まだ１年猶ゆう予よがあり逆転の余地があるとはいえ、下位クラスは厳しい。そして３年生も似たような状況だ。２年ほど圧倒的ではないにしろ、堀ほり北きた兄が所属するＡクラスが一度もトップを譲ることなく、ひた走っていると聞いた。

　少なくとも現在Ｄクラスに沈んでいる２年、３年のクラスは、逆転の目はほぼ無いに等しい。ウルトラＣ……クイズ番組の最終問題でこれまでの点数がひっくり返るような仕掛けでもない限りは無理だろう。

　まだ全体像が掴つかめていない１年生はさておき、退学になっても構わないと考える生徒はまずいないと思われる。

　戦いに敗れて退学した生徒を、進学先や就職先が歓迎してくれるとは思えない。

　責任者による連帯責任の制度などは、あくまでも抑止力のためのもの。

　強引な方法で退学者を出させないために作られたルールだ。が、それでも警戒心を持つことは大切だ。退学しても構わないと思う生徒が存在する可能性もあるし、万が一責任者が退学することになったなら、容よう赦しやなく誰だれかを道連れにするだろう。

　つまり責任者以外の生徒は１点でも多く良い成績を収め、道連れの対象外になっておく必要がある。そして責任者の恨うらみを買わないことも大切だ。

「俺を抱え込もうなんて大したもんだぜ平ひら田た。だが、話がまとまることはないようだな」

　そう、このグループ決めは反対者が出る限りグループは絶対１つにはならない。

　平田が説得したところで、須す藤どうたちは絶対に首を縦に振らないだろう。

「なあ啓けい誠せい。少数精鋭も相当リスキーじゃないか？」

　残ったメンツを見て明あき人とが呟つぶやく。

「……思った以上にな」

　それは啓誠も感じているようで、呆あきれたようにため息をつく。

　Ｃクラスで残った５人は、オレと啓誠に明人、博士はかせに鬼おに塚づか、そして高こう円えん寺じだ。

　博士と鬼塚は平田グループに入りたそうだったが、単純に人数オーバーで溢あふれた形。高円寺に関しては万年マイペースというか、話に参加している素振りすらない。

　この５人で固まりたいと主張することも出来るが、残る10人グループは２つ。つまり他クラスも同じような手を打つことは出来ない。

　しかも積極的に責任者の役割を務めようとする生徒は殆ほとんど残っていないため、時が止まったように生徒たちの動きが硬直化する。

「俺は龍りゆう園えんとさえ同じグループでないならいいぜ」

　Ｂクラスの生徒の一人が、そう言って一歩主張をしてきた。

「俺も龍園は避けたい」

　隣にいる啓けい誠せいも同意見のようで、誰だれもが龍園と組むことだけは避けたいようだった。何をされるか分かったものじゃないということだろう。

　唯一、グループを組める可能性のあった石いし崎ざきたちも、今や龍園が遠ざけている状況だ。屋上での騒動に直接かかわっておらず、龍園に悪い印象をあまり抱いていない可能性のある椎しい名なひよりは、女子のためこの場に影響を与えることは出来ない。

「簡単には決まりそうにありませんね」

「Ｄクラスのグループに入れてもらうことが、一番の最善策だ」

「そう出来ると良いんですが、今はどうにも難しい状況でして」

「……仲なか違たがいした、という噂うわさは聞いた。だが、それを安易に信じられる材料は少ない」

　神かん崎ざきが、いや、この場のほぼすべての生徒がそう疑うのは無理もない話だ。Ｄクラスは龍園を意図的に遠ざけ何かをさせるつもりである、という状況に見えているだろう。

「神崎くん。僕は本当に龍園くんが困っているなら何とかしてあげるべきだと思う」

「何とかする、というのはＢクラスやＣクラスで龍園を助ける、ということか？」

「うん」

「Ｄクラスが救われても、それは２つのクラスを犠牲にするということでもある。結局のところリスクを天てん秤びんにかければ、招き入れるのは得策じゃないだろう」

　神崎が正しい。どこかが龍園を受け入れることでリスクを負うのなら、それは本来所属するクラスが負うべきものだ。自ら必要のない苦労を背負う必要はない。たとえ金かね田だや石崎たちが嫌がっても、他クラスに押し付けるほうが無理難題なのだから。

　もしこれがペアの勝負であれば、恐らく平ひら田たは迷わず龍園と組んだだろう。だが、今回グループは10人以上の生徒から形成される。１人の善意だけで全すべて決められるものじゃない。

　それから不意に訪れた沈黙は、このグループ決めが思いのほか長引きそうなことを暗示していた。龍園を排はい除じよし、結果的にすぐに作ることが出来た３つのグループ内からも疑心暗鬼のようなものが生まれてきたようだった。
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「ひとつ提案させて欲しい。今問題になってるのは龍園の存在で、龍園がどこに入るかでグループの結成が揉もめているんだろう？　だったら、龍りゆう園えんを引き受ける代わりに俺がそのグループの責任者になってもいい」

　そう発言したのは、傍そばで状況を静観していた明あき人とだった。言葉を続ける。

　ただ、誰だれも受け入れたがらない龍園を受け入れると表明するも、不審がられる。

「何を企んでんだよ」

「簡単な話だ。見返りに１位を取った時の成功報ほう酬しゆうも多く貰もらいたい」

　反発の声がなかったわけではないと思うが、龍園を抱えることの方が危険度が高いことは全員分かっている。ただ明人の場合報酬目当ての行動とは思えなかった。誰も龍園を引き受ける生徒がいない以上、何かしら引き取る理由を付けただけのように見えた。

「どういう提案だ。もし責任を取らされることになったとき、誰か道連れにする気なんじゃないのか」

「露骨に足を引っ張らなきゃ、そんなことはしない。そもそも出来ないルールだろ」

　明人のハッキリとした物言いに、仮グループのメンバーは黙り込んだ。

　こうして紆う余よ曲きよく折せつあったが、ついに１年男子が６つのグループに分かれることになる。

　そしてオレのグループも同様に決定する。




　Ｃクラスからは『高こう円えん寺じ』『啓けい誠せい』『オレ』の３人。

　Ｂクラスからは『墨すみ田だ』『森もり山やま』『時とき任とう』の３人。

　Ａクラスからは『弥や彦ひこ』と『橋はし本もと』の２人が。

　そしてＤクラスは『石いし崎ざき』『アルベルト』の２人。合計10人のグループ。




　同じクラスの生徒で大半を固める４グループとは明らかに異質だ。

　とは言え、それは明人が率いることになったもう一つのグループも同じか。

　しかし、オレの入ったこのグループにはこのグループで問題が残っている。

　それは唯一責任者が決まっていないことにあった。積極的に責任者を望むような、リーダーシップを発揮するタイプの生徒は誰一人としてこのグループ内にはいないように見える。

　率先して話をまとめる人間も不在のため、グループ内には何とも言えない空気が充満していた。ともかく、今はグループ結成の報告を学校側に報告するのが先だ。責任者の選定はその後でもいい。６番目のグループとして、オレたち10人は報告へと向かう。

「龍園は避けられたものの、ちゃんとした平均点を取れるかは怪しいグループだ」

　啓誠の不安そうな言葉。Ｃクラス以外の生徒は正直、優劣が良く分からない。オレとしては石崎やアルベルトと同じグループになることは避けたかったが、この際仕方がない。

　石崎は露骨にオレを避けるように視線を向けてこないが、それで第三者が何かに気づくということはないだろう。単に眼中にない、という印象しか受けない。

「高こう円えん寺じも問題児だしよ」

　真面目にやれば学力も身体能力も申し分ないが『真面目にやれば』という限定付き。

「いくら高円寺でもマイナスを取る真ま似ねはしないんじゃないか？　道連れにされたらお終しまいだからな」

　のらりくらりと平均以上には点を取ってくれそうな気がするが。計算を立てさせてくれるような存在ではないことだけは確かだ。

　高円寺がやる気を見せないようであれば、どうなるかは予測がつかない。

　報告を終えたところで、先に外へ出たはずのＡクラスを中心としたグループが残っていたことに気づいた。最初は残り５グループの編成がどうなったかを探るためかと思ったが、どうやらそうではないらしい。２年生や３年生の生徒の姿もあったからだ。何より、２年の中では圧倒的存在感を放っている、生徒会長南な雲ぐも雅みやびの姿もあった。

　１年全員がグループを早々に作り終えたのを確認し、声をかけてきた。

「もう少し時間がかかると思ったが、意外に早かったな」

　２年や３年も、ほぼすべての小グループを結成し終えたようだ。

「おまえたち１年に提案がある。これからすぐに大グループを作らないか？」

「南雲先輩。それは今日の夜に決めることじゃないんですか？」

「それはすぐに小グループがまとまると思っていなかった学校側の配はい慮りよ。偶然にも全学年が小グループを作り終えたんだ、このまま移行してしまったほうが得だろ？」

　教師サイドにしても、こうなることは想定範囲外ではあったようだ。

　大グループを作る動きが出たことを察知した教師たちが慌しく動き始めた。

　生徒会長直々にそう提案されて、他の生徒たちに断れるはずもない。

「構いませんよね、堀ほり北きた先輩」

「ああ。こちらもそのほうが都合がいい」

　そんな短いやり取りが行われた後、南雲を中心に話が展開されていく。

「どうスかね。ドラフト制度みたいなので決めるのも面白くありませんか。１年の小グループの中から代表者６人がじゃんけんして、指名順を決める。勝った順に２年と３年の小グループを指名していけば、大グループの完成です。公平かつ短時間で決まりますよ」

「１年の持つ情報量は少ない。公平性に欠けていると思われる」

「公平に決めることなんて不可能です。結局持っている情報に差はあるんですから」

　南雲と堀北兄との短いが重要なやり取り。１年に口を挟めるはずもない。

「１年はどうだ？　このやり方に不満があるなら言ってくれ」

　言い返せないと分かっていながら、南雲はそう聞いてきた。

「僕らとしては異論はありません」
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　Ａクラスの的まと場ばが、１年を代表するように答えた。

「そうか。だったらすぐにでも始めようか」

　南な雲ぐもは一度笑みを見せると、自らの作り上げたであろう小グループに合流する。そして２年生と３年生は分かりやすく６つのグループに分かれて見せた。

　１年の中で５つの小グループからは責任者がそのまま話合いの場に出てくる。

　そんな様子を見て、南雲は子供でも見つめるかのように穏やかな顔をしていた。

「あとそこのグループだけだ」

　オレたちの小グループだけ責任者が決まっていないため動きがなく、率先してじゃんけんに加わろうとする生徒はいない。オレは悟さとられない程度に、啓けい誠せいの背中を軽く押す。一瞬怪け訝げんそうな顔をしたが、啓誠が仕方無さそうに手を挙あげた。

　小グループの代表者６人が集まり、円を描くようにしてじゃんけんを始める。

　結果啓誠は４番目に上級生のグループを指名することになった。

　指名１番目はＡクラスの的場中心のグループ。２番目はＣクラス中心の平ひら田たのグループ、３番目は金かね田だを代表とするＤクラスを中心としたグループだ。

「どのグループを選ぶか、相談しあってもいいからな」

　指名の目玉と言えるべきグループは、２年Ａクラスのリーダーにして生徒会長南雲の滞在する南雲グループ、３年の堀ほり北きた兄を中心としたグループの２つか。ただ、平田のように学年を超えて知り合いや友人の多い人間なら、パッと見は分からない隠れた優秀なグループも見抜けるかも知れない。

　１番である的まと場ばは迷わず３年生、堀ほり北きた学まなぶが属する小グループを選んだ。それを受け、２番手の平ひら田たはジッと11あるグループを一つずつ観察して行く。

　そして出した結論は、もう一つの目玉グループではなかった。

　オレの知っている人間が皆無の３年生グループ。

「おい平田、本当にそれでいいのかよ。生徒会長とかのグループがいいんじゃねえの？」

　そう池いけが口を挟むのも無理はない。

「うん。これでいいんじゃないかな。優秀な人たちは魅力的だけど、その分抱える問題は必然的に大きくなるし。それに僕が選んだグループの先輩たちも負けてないよ」

　そう言って自信有りげに頷うなずいて見せた。

　平田がそう判断したのなら、と池も深くは食い下がらない。これまで培ってきた信頼の大きさだろう。次いでＤクラスのグループ。金かね田だはクラスメイトに相談、というよりどのグループを選ぶかの希望を伝える。反論が出なかったようなので、すぐに指名に入った。

「こちらは２年生の郷ごう田だ先輩のグループでお願いします」

　またも南な雲ぐものグループは選ばれず、違うグループを指名した。

「どうして南雲を避けたんだろうな」

　素朴な疑問をオレが呟つぶやくと、傍そばにいた明あき人とが補足してきた。

「そりゃ、南雲先輩以外のメンツが微妙だからだろ」

「そうなのか」

「まぁ全員微妙ってわけじゃないが、ＣクラスとＤクラスが多いな。２年のＡクラスが多いグループは金田が指名した」

　つまり金田も無意味に南雲を避けたわけじゃないということか。それどころか、手堅く強力な仲間を選んだということになる。

　ただ、気にかかるのはどうして南雲がＡクラス中心のグループを形成していないかだ。もちろん南雲が２年全体を掌握しているのは知っているが、それでも自身のクラスで固めておく方が試験は手堅いはずだ。そして４番目、啓けい誠せいの出番がやってくる。

「俺が決めていいのか？」

　啓誠がグループに対して素朴な疑問を投げかける。

「俺は別にどこでもいい。どうせわかんねーしな」

　石いし崎ざき以下Ｄクラスは啓誠に任せるようだ。Ａクラスも特に意見を出さない。意見を言っていなかったＢクラスだったが、考えた末に結論を出す。

「南雲先輩のグループを選んでくれ」

　メンバーこそＣクラス、Ｄクラスが多いらしいが、生徒会長である部分を高く評価したのだろう。その意見を受け啓けい誠せいは南な雲ぐもの率いるグループを選択した。その後も話し合いは続き、２順の選択が終わる。やがて６つの大グループ分けが完了した。

「堀ほり北きた先輩。偶然にも別々の大グループになったことですし、一つ勝負をしませんか」

　そんな南雲の提案に、堀北は鋭い視線を向けた。

　一方で３年生周辺からは、やや呆あきれたため息のようなものが漏れ聞こえてきた。特別試験を前に、苦言を呈する形で３年生の藤ふじ巻まきが一歩前に歩みを進めた。以前、体育祭の時にも仕切っていたことからそれなりの発言力を持った生徒であることが分かる。

「南雲。これで何度目だ、いい加減にしろ」

「何度目とはどういうことでしょうか？　藤巻先輩」

「おまえがそうやって堀北に対して勝負を挑むことに、これまで口出しすることはしてこなかった。だが今回は１年を含めた規模の大きな特別試験だ。おまえ個人のオモチャにするような行為を認めるわけにはいかない」

「どうしてッスかね。この学校では１年も３年もありませんよ、誰だれが誰に対して宣戦布告することもおかしな話じゃないでしょ。特別試験のルールブックにも禁止とは書いてなかった」

　体たい躯くの大きな藤巻相手にも怯ひるまず、それどころか南雲は挑発行為を続ける。

「基本的なモラルの話をしている。書かれていなくともやっていいことと悪いことがある、当然のことだ」

「俺はそうは思いませんけどね。むしろ同じ学年の争いだけを望んでいる先輩たちこそ、在校生の伸びしろを阻害する邪魔者じゃないスか？」

「生徒会長になったからといって、何でも許されるわけじゃない。おまえこそ越権行為だと自覚しろ」

「そう思うなら自覚させてくださいよ。なんなら藤巻先輩も相手にしましょうか？　一応３年Ａクラスのナンバー２ッスよね」

　ついで、という扱いを露骨に見せながら南雲は横柄な態度でポケットに手を入れる。

　安い挑発ではあったが、一部の３年生にとっては屈くつ辱じよくに映ったようだ。数人の生徒が前に出ようとしてくる。しかしその動きを堀北が制止する。

「俺はこれまでおまえの要望を断ってきた。それが何な故ぜだか分かるか？」

「そうッスねぇ。友人たちは俺に負けるのが怖いからじゃないか？と言うんですが、流石さすがにそれはないでしょう。堀北先輩は俺が見てきた人間の中でも最も優れた人だ。負けることを恐れたりしないし、そもそも負けるなんて思っちゃいない」

　南雲の言葉に耳を傾ける２年には、どこか南雲を崇拝するような様子さえ見られた。

　友人、恩人、そんな視点だけじゃない。ライバルでもあり嫌いな相手でもあり、そして尊敬する相手でもある。とにかく様々な感情が南雲に向けられている。

　学校に入ってからの２年間で、この男は常人には出来ない方法で多くのことを成なし遂とげたのだろう。それがどれほどのものであるかを３年生すら理解できていない。１年には、更にわかりようがない。

「単純に藤ふじ巻まき先輩と同じ。無益な争いを望まないからッスよね」

「おまえの好む争いは他人を巻き込みすぎる」

「それがこの学校のやり方であり、醍だい醐ご味みだと思うんですが……。まぁ見解の相違ですね。何にせよ、俺は体育祭のリレーでなら、逃げ場のない勝負が先輩と出来ると思ったんですが、惜しくも実現しませんでした。こっちは欲求不満のままなんですよ」

「２年と３年で勝負することに意味のある試験だとは思わない」

「そうでしょうね。先輩はそういう人だ。だけど俺は、あくまでも元生徒会長と現生徒会長の個人的な戦いを希望しているだけです。あなたはもうすぐ卒業していなくなってしまう。その前にあなたを超えることが出来たのかどうか、それを試したいんスよ」

　渇かつ望ぼうは止やまないらしく、南な雲ぐもの要求は留とどまることを知らない。

「何をもって勝負とするつもりだ」

　一瞬３年生が驚いたような気配を見せた。堀ほり北きた兄が南雲からの挑戦を受けそうな流れだったからだ。

「どちらがより多くの生徒を退学させられるか、というのはどうですか？」

　南雲の一言に、１年と３年からどよめきが起きた。

「冗談はよせ」

「面白いと思うんですけど、今回はやめておきましょう。真面目に提案させてもらうなら、どちらのグループがより高い平均点を取れるか。シンプルですが分かりやすいかと」

「なるほど。それならば受けても構わない」

「ありがとうございます。先輩なら引き受けてくれると思ってましたよ」

「ただし、あくまでも俺とおまえの個人的な戦いだ。他を巻き込むな」

「巻き込むな、ですか。しかし特別試験の方法からしても、相手グループの足を引っ張るよう仕向けるのはひとつの作戦だと思うんですが」

「それは試験の本質とは程遠い。あくまでもグループでの結束力を問われるもの。間違っても相手のグループの隙すきを突き、かき乱していくものではない」

「……つまり、どういうことなんだ？」

　石いし崎ざきが、なんとなく啓けい誠せいに聞いてきた。

「正々堂々と実力勝負する以外には認めないってことだろう。分かりやすく言えば、龍りゆう園えんみたいな、相手を蹴け落おとす戦略はなしにしろってことだと思う」

「……なるほど」

　２人の小さな会話を他よ所そに、堀北兄と南雲の会話は続く。

「俺の言った条件が呑のめないのなら、この話を受ける気はない」

　堀ほり北きた兄が否定するのは相手を陥おとしいれる行為。

　恐らく南な雲ぐもが得意とする工作を封じようという狙ねらいだ。

「勝つために堀北先輩の駒こまを攻撃する方法はなし、ということですね。それでいいスよ」

　悩むかと思われたが、南雲は意外にもすんなりと応じた。

　しかし堀北兄は更に言葉を繋つなげる。

「こちらのグループに限らずだ。他の生徒を転がすようなやり方は認めない。おまえが何かしらに関与したと判明した時点でこの勝負は無効とする」

「さすが先輩。見逃してはもらえませんね。堀北先輩のグループ以外に協力を求めて、攻撃を仕掛けさせる、という手も考えていたんですが……」

　そう言い、不敵に笑う。

「分かりました。勝負を熱望しているのは俺だけのようですし、ある程度の条件は呑みます。あくまでも正々堂々、どちらがよりグループの結束力とやらで高い点数を取るか。その勝負をしましょう。先に言っておきますが、勝った負けたにペナルティを設ける必要はありませんよね？　あくまでもプライドだけを賭かけた戦いということで」

　その点に関して、堀北兄は肯定も否定もしなかった。

　恐らくプライドすら賭けるつもりはない、ということだろう。





　　　　４






　長い前座が終わり、オレたちの小グループは南雲に呼び止められる。

「先輩たちはいなくなったが、少し時間を貰もらおうか。おまえたちは責任者が決まってなかったみたいだからな」

　南雲の指摘に、啓けい誠せいが少し慌てたように応対する。

「え、どうして分かったんですか」

「じゃんけんをするように言った時、明らかに動きがおかしかったからな。もしグループが出来た段階で責任者が決まってたのなら、そいつがすぐに出てきたはずだ。ところが、あの時おまえらともう一つのグループだけが反応が遅かった。もうひとつ言うなら、責任者の決まってないグループは３クラスか４クラス混合のバランスグループだろう」

　１年の一人一人までは知らないであろう南雲だが、推理によってグループがどのように分けられているかを言い当てる。

　それほど難しい推理ではないとは言っても、誰だれもが気づけることじゃない。本当に僅わずかに遅れただけのこと。事実オレは、啓誠の背中を押してすぐにじゃんけんに参加させた。話し合いを持てば責任者不在がバレる。そういう弱みになりうる要素を自ら露ろ呈ていする必要はないと思ったからだ。そんな試みも無駄に終わってしまったが。

「責任者は後で決めても構わないそうなんですが」

「そうだな。だが１年の責任者が誰だれか俺たちも把は握あくしておきたい。それに責任者には、少しでも早く果たすべき役割に気づいてもらいたいんだよ。後になればなるほど、責任者としての自覚が遅れる上に、押し付けられた不安がのしかかってくる」

　どこまで的を射ているかは微妙なところだが、南な雲ぐもがこの場で責任者を決めさせたいのは間違い無さそうだ。

「……どうする？」

　オレを除き、大して仲良くもないグループに声を投げかける啓けい誠せい。啓誠自身も、こうした進行を務めるようなことはしたくないだろう。

「決め方は何でもいい。この場で責任者を決めてくれ」

　生徒会長直々の指示とあれば、不良を気取る石いし崎ざきやアルベルトにも反論の余地はない。

「立候補なんて誰もしないだろ。これもじゃんけんでいいんじゃないか」

　石崎がやっつけで言い、握り拳こぶしを出す。その流れに乗るようにオレも出した。

　９人、９つの拳が円を作るように並べられる。

　あと一人、足りない。じゃんけんの手を出そうとしていない生徒がいる。

「おい高こう円えん寺じ」

　やや離れた位置で窓の外を見つめる高円寺に声をかける啓誠。

　しかし高円寺はこちらを見ようともしない。

「そこの金髪、早くしろ」

　２年の中から、ちょっとした怒気を含んだ声が飛ぶ。

　それで高円寺もやっと自分が呼ばれていることに気が付き振り向いた。

「フフフ。私の髪は目立つ美しさだろう？」

「なに？」

　じゃんけんに関する言葉じゃなく、あくまでも髪に反応しただけ。

「高円寺、真面目にやれよ」

「真面目とはなんだね。じゃんけんに参加することが真面目なのかな？」

「１年……高円寺、って呼ばれてたな。おまえ、俺たち上級生を舐なめてるのか？」

　当然、目を付けられる。そんなことは最初から分かりきっていたことだ。

「舐める？　いいや、私は何も舐めてなどいないさ。私は最初から君たちには何の興味もないよ。安心したまえ」

　他人を舐める行為はしていない、そう答えたつもりだろうが完全に逆効果だ。

「私はじゃんけんには参加しない。責任者とやらに興味がないのでね」

「興味がないのは俺も、他のヤツも同じだ。ただ、そうするしかないだろ」

　呆あきれながら啓けい誠せいがそう説得するが、高こう円えん寺じは全く応じる様子がない。

「おかしなことを言うねボーイ。興味がないのなら、参加する理由は無いだろう？」

「いや、そういうルールなんだよ」

「それはグループ内の誰だれかが責任者にならなければならない、というルールだ。なら私以外の誰かがなればいい」

「ふざけんなよオイ。この場でそんな勝手が通るかよ」

　一度龍りゆう園えんを交まじえ、高円寺と揉もめたことのある石いし崎ざきが突っかかるように詰め寄る。

「フフフ。なら私を勝手にグループの責任者にでもしておけばいいんじゃないかな？」

　そう言い高円寺は前髪をかき上げた。

　その思わぬ提案に、石崎の動きも止まった。

「じゃあおまえにやってもらうからな。いいんだな」

「責任者を私に押し付けるのは自由だ。いちいちそれに反論するつもりもないさ。不在のままであればグループが罰を受けるのだろう？　それが怖いのならそうすればいい」

　だがこの後高円寺に続けられる言葉に、この場の全員が呆れることになる。

「私はやると決めたことはやる。しかし、やらないと決めたことは絶対にやらない。つまり誰が直じか談だん判ぱんしてこようともその意思が揺らぐことはない、ということだよ。当然責任者としての責務も果たさない。試験すらボイコットするかも知れないねぇ。結果平均点を下回ることになっても、誰を道連れにしてしまうことになっても、だ。オーケー？」

「……それは……んなことすれば、テメェも退学だろうが！」

「フッフッフ。そうなるねえ」

　まるで退学を恐れていない。そんな態度を見せる。

「しかし、本来このような話は愚問なはずなのだがね。仮に私が全すべての試験で０点を取ったとしても、君たちが奮ふん闘とうすれば平均点がボーダーを下回ることはまずない。堂々としていればいいのだよ」

　そう言って高円寺は髪をかきあげた。だがボーダーを下回らない保証はなく、話には一切の根拠が無い。それほど厳しい試験じゃないという高円寺の勝手な読み。あるいは参加したくないがための出任せに過ぎない。が、高円寺の異質さは十分に伝わっただろう。

「なんつーヤツだよ。こいつ頭おかしいんじゃねえか」

　そう石崎が一歩引きながら呟つぶやくのも頷うなずける。

　しかし、オレはこの高円寺の会話に一つの矛盾点を見つけた。とは言え、この場にいる石崎たちには、絶対にその矛盾点に気づくことは出来ないだろう。何な故ぜなら高円寺の態度そのものに嘘うそはないからだ。

　もし高円寺が意図的にその矛盾を作り出しているのだとしたら……。

　それを確かめるには試験当日を迎えなければならない大きなリスクがあるが。

「どうせ０点なんて取る勇気ありはしねえよ、押し付けちまおうぜ」

　出来ることなら面倒かつリスキーな責任者を、強引に高こう円えん寺じに押し付けたいだろう。もちろん、他クラスにしてみれば２倍のポイントを得るチャンスを失うことになり、道連れを食らう可能性もあるため複雑なところだろうが……。しかし高円寺が本当に０点を取る行動を取れば、その時は悲惨な末路が待っている。

「止やめとけ石いし崎ざき。そんなことすればおまえが道連れを食らうぞ」

　敵に塩を送るような形で、橋はし本もとが石崎を抑える。

「けどな……くそ、ゴネ得が許されるなら、俺だって絶対やらねーからな」

「ま、そうなるわな」

　呆あきれながらも橋本は納得するように頷うなずいた。

　このグループが一位になれるとは、誰だれも思っていない。だから責任者を自らやりたがる生徒など、基本的には現れない。

　もしかしたら、オレたちのグループは想像以上に苦しい状況に置かれるかも知れない。このまま最後まで高円寺が高円寺のままであれば、かなりの点数が失われる。得られるはずの『最低点』すら入ってこないのは２年や３年にとっても大きな計算外の事態だろう。

　だがこの高円寺の異常な態度に、割って入る存在が現れる。

「おまえの噂うわさは俺の耳にも届いてるぜ、高円寺」

　意外も意外な人物……高円寺と接点のなさそうな南な雲ぐもが、興味深いものを見つけたように近づいてきた。普段関かかわり合うことのない２人。

「私も君のことは知っているよ。新しく生徒会長に就任した人物だろう？」

　生徒会長相手にも臆おくすることなく、いつもの高円寺が応対する。

「ふざけた態度をとるのはおまえの勝手だけどな、本当に退学しても構わないと思ってるのか？」

　弱みを見せない高円寺に対して南雲はそう問いかけた。

　そして言葉を続ける。

「この学校は厄介な制度がある。にもかかわらずおまえは今日までのらりくらりとそんな態度でやり過ごしてきた。それは学校を卒業するためだ。なのに、ここで責任者を押し付けられるリスクを平然と背負い、しかも試験をボイコットする？　嘘うそだ。おまえは単にＡクラスに上がる努力をしたくないだけで、この学校を辞やめるつもりなんてないのさ」

「フフフ。中々面白いことを言うねぇ。どうして嘘だと言い切れるのかな？」

　恐らく正解だ。高円寺は入学して間もない頃、Ａクラスを目指す意志があるのかをクラスから問われた時に答えたことがある。興味ない、と。ただ学校を卒業するだけだと。

　退学にはなりたくないが、上を目指す必要はない。オレがこの学校に求めているものと酷似している。つまり試験に対して適度に手を抜いても問題ないスタンス。だから強気。

「おまえの顔にそう書いてあるのさ」

　南な雲ぐもがからかうように言うと、高こう円えん寺じは愉快そうに笑った。

「ブラボーブラボー」

　パン、パンと拍手する。そして南雲の適当な理由に対して素直に答える。

「責任者になりたくなくてつい嘘うそを言ってしまった。訂正させてもらおうかな。私はＡクラスを目指すつもりはないが、退学になるつもりもない。つまり、このままのらりくらりさせてもらえるのが一番だと思っているのさ」

　白状するかのように、高円寺はそう答えた。

　それに全員が納得するかのように思えたが、南雲はそうではなかった。

「Ａクラスに興味がない、か。それも嘘だな？」

「おやおや、私は既にライアーな存在にされてしまったかな？」

「嘘でないなら、ちょっとした不明点が出てくるぜ高円寺。おまえは現時点で、Ａクラスで卒業するための確実な方法を手に入れているんじゃないのか？」

　俄にわかには信じられないようなことを、南雲が言った。石いし崎ざきやオレたち１年が驚いただけじゃなく、２年や３年にも同様の驚きが走った。

「ほう？　なかなか興味深いことを言うねえ君は。良ければそのロジックを聞かせてもらえないかな」

「いいのか？　俺がここでそのロジックを説明すれば、おまえのその『確実な方法』は使えなくなる。いや、使えなくするぜ？」

「フフフ。構わないさ、私は君が私の考えを読んでいるのかどうか、それが知りたくなったのさ」

　南雲からの追及に高円寺は怯ひるむどころか、うれしそうに笑った。

「２０００万ポイントを使いＡクラスへと昇級する。誰だれもがそれを一度は作戦として考え、そして実行しようとする。実際にはそれだけのポイントは簡単には貯ためられないようになってるんだが、それでもけして不可能な話じゃない。おまえは入学早々、３年生が卒業時に残ったポイントがどう精算されるのか、まずそれを探ったのさ」

「続けたまえ」

「卒業時、プライベートポイントは学校の外でも使えるよう『現金化』される。その価値は当然ポイント時よりも落ちるが、破格の制度であることに変わりは無い。おまえはその現金化される価値よりも高くプライベートポイントを買い取るつもりだったんだろ？」

　南雲の説明を受け、当然周囲は動揺、驚きを隠せない。

　指摘を受けた高円寺は満足そうに頷うなずき口を開いた。的確な言葉に高円寺も答える。

「その通りだよ。私は入学直後にその結末を知り、真理に辿たどり着ついた。在学中どれだけ地に落ちようとも、最終的、かつ合法な手段でプライベートポイントを手に入れれば、呆あつ気けなくＡクラスで卒業できるとね。そしてあまりに簡単に攻略法を思いついてしまったものだから、急激に学校が退屈になったものだよ」

　金持ちだからこそ出来る、ミラクルな一手、ということか。

　Ａクラス行きを諦あきらめた生徒、あるいは既に勝利が確定した生徒、そして卒業が近づいた生徒からプライベートポイントを高く買い取る。学校卒業後にポイントを買い取る保証があれば、多くの生徒が譲渡したとしてもおかしくはない。

　しかし通常であればその点が極めて難しい。

　仮に現金と同じ価値で買い取るとなれば２０００万円。高校生の一存で用意できるものでもなければ、払うといっても信用してもらえるような話では到底無い。

「幸いにも私は、この学校に入る前に企業のホームページで、次期社長として顔写真やプロフィールを載せていたからねえ。数千万動かすだけの力は簡単に持っているのさ。信用してもらうのは比較的簡単だったのだよ」

「ああ。実際２年の中には、おまえにポイントを売る予定だった生徒が何人もいた。３年生の中にもかなりの数が紛まぎれてるだろ。口止めしてたようだが、２年の中には俺に対して全幅の信頼を置いてくれている生徒も少なくない。おまえの口車に乗ってもいいのか相談してくれた生徒もいたのさ。もちろん、俺はひとつの案として賛成しておいた。リスクがないわけじゃないが、おまえは相当な金持ちらしいからな。だがそれも今日までだ」

　そう言って南な雲ぐもは２年、そして３年へと視線を向ける。

「実際に金持ちだろうと、見ての通り高こう円えん寺じは信用できる男じゃない。必要とあれば平気で嘘うそをつく生徒だ。間違ってもプライベートポイントを売買しないほうがいい」

　そう言って、更に一言付け加える。

「念のため、このことは俺から学校側に上げておく。プライベートポイントを卒業前に買い取るなんていうのは、恐らく本来認められるべきことじゃないからな」

「構わないさ。私はあくまでもＡクラスに上がるための準備をしていただけで、実際にそれを実行するかどうかは決断していなかったからね」

　あくまでも高円寺は、一つの作戦として想定していただけに過ぎないらしい。

　しかしとんでもない話だ。まぁ、現実に２０００万なんて大金を用意することが出来なければ、高円寺以外の何者にも実現出来ない唯一無二の戦略だしな。

「……変なヤツだとは思ってたが、領域外からの一手か。お見事だな」

　橋はし本もとが感心するような、呆あきれるような呟つぶやき。

「その一手を自ら放棄するような真ま似ねをして、高円寺はどういうつもりだ？」

　複数の視線が高円寺と同じクラスメイトであるオレや啓けい誠せいに向けられるがそんなこと分かるはずもない。いや、正確にはひとつだけ思い当たる節がある。

　それは高円寺にはＡクラスで卒業する理由が無いこと。『学校を卒業すること』しか求めていない高こう円えん寺じにしてみれば、仲間と協力し合うことの無意味さを感じているはずだ。

　攻略法を見つけたものの、無理して行使する必要はない。

　だからバレても問題なかった、ということか。あるいはまた別の攻略法を見つけることに楽しみを見み出いだしたか。南な雲ぐもの高円寺に対する洞察力、情報は中々のものだった。

「高円寺が言いくるめられるところ初めて見たな」

　そんな啓けい誠せいの呟つぶやきに、オレも同意しようと思った。

　だが……。

「しかし生徒会長。これで私はじゃんけんに参加する理由が明確になくなった。すべてを曝さらけ出だした上で、責任者を受けるつもりがないとだけ言っておくよ」

「……なるほどな」

　確かに高円寺にはある種の算段があったかも知れない。しかしスタンスは変わらない。

　むしろ算段という唯一の付け入る隙すきを自ら露ろ呈ていさせ放棄した。

　これで高円寺に、責任者を強引に押し付ける方法はなくなったとも言える。

　高円寺は超のつく金持ちで、万が一退学になっても先が暗くなるわけじゃない。そんな人間が退学を恐れるとは到底思えないわけだ。

　もちろん強硬策に打って出て高円寺を責任者に据すえることも出来るが、そんな勇気のある生徒はこのグループ内にはいないだろう。高円寺の道連れにされたらたまったものではないからだ。

「もうなんか、俺が引き受けた方がいいのかもな……」

　諦あきらめるように啓誠が挙手した。

　それを皮切りに、一度は他クラスの生徒も反応を示したが、グループの抱える生徒が高円寺、石いし崎ざき、アルベルトと一癖くせも二癖もある生徒であること、そしてその他のグループと比べて勝てる見込みが薄いことを理由に、競るように立候補してくる生徒はいなかった。

「決まりだな」

　南雲は責任者の決定を見届け、この集まりの解散を指示する。

　その後オレたちは学校側の指示に従いこの体育館を離れることになった。
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「これは……思ったよりもずっと古い感じだな」

　小グループ別に、寝泊りする部屋へと連れて来られた。部屋の中はそれぞれ、木製の２段ベッドが設置されているようで、人数に合わせてそのベッドの数が増減するのだろう。すぐに石崎が部屋の奥の２段ベッドへと歩いていき、上段に登るための梯子はしごを使って上へと上がった。

「俺はここにする」

「何勝手なこと言ってんだ。おまえだけズルいだろ」

　石いし崎ざきの先行した行動に弥や彦ひこがやや怒りを含ませながら言った。

「こう言うのは早い者勝ちなんだよ」

　石崎は鼻で笑い飛ばしながら横になろうとした。弥彦を見下ろしながら。

「誰だれがどこを使うかは話し合いで決めるべきだ」

　勝手な行動をさせまいと、責任者になった啓けい誠せいも注意する。弥彦と同じように、石崎は聞く耳を持たないつもりだったのだろうが、啓誠の隣にいるオレと一瞬だが目が合った。極力視線を合わせないように無視していたんだろうが、どうしても同じグループ内だと避けきれない部分はある。

「っ……」

　一瞬の慌てるような怯おびえるような石崎の変化。慌ててベッドから飛び降りる。

「話し合いって……具体的にどうやって決めんだよ」

　石崎の突然の心変わりに、啓誠が不思議そうに首を傾かしげた。

　どうやら啓誠からの注意を、オレからの注意と捉とらえたのかも知れない。だとしたらそれは、行き過ぎた被害妄想だ。ベッドの占有を早い者勝ちで決める、というのもおかしい方法ではないとオレは思ったからだ。もちろん、話し合った上でスムーズに決まるのなら、それに越したことはないが。

「フフフ。その場所が不要なら、私が遠慮なく頂くことにしようか」

　そう言って高こう円えん寺じが石崎の占有していたベッドの上に、跳躍して飛び乗った。

「おい何勝手やってんだ！」

　石崎が我に返り、上段で寛くつろぐ高円寺に吼ほえる。

　しかし相手は常識の通用しない高円寺。全く聞く耳を持たず、ものの数秒で既に自分の部屋のように快適に過ごしていた。

「ちくしょう、話し合いなんてやってられるか」

　高円寺を皮切りに一部の生徒がベッドを占有していく。石崎も高円寺と争うのをやめ、再び別のベッドの上段を取った。どの生徒にも共通することだが、優先的に上段から希望していく。唯一体格が大きく上段に上がることに苦労しそうなアルベルトは、文句も言わず石崎の下を確保して重い腰を下ろしていた。

　もはや話し合いで決めるなんて雰囲気ではなくなっていた。

「俺がいくしかない、か」

　そう言って啓誠は誰も取りたくないと思われる高円寺の下を確保する。周囲は気づきにくいが、誰もやりたくないことをやってくれる仲間がいるというのは意外と大きなことだ。ちなみに、結果オレも下段ベッドを使うことになった。上段は、Ａクラスの橋はし本もとだ。

「よろしくな。えーっと……」

　上段から手を伸ばし、挨あい拶さつを求めてきたが、こちらの名前が分からないらしい。

「綾あやの小路こうじだ。よろしく」

「橋はし本もとだ」

　仲良くやっていこうという約束みたいなものを軽く握手で交わす。

　この日は、これ以降完全な自由時間となっている。そのため、グループとしての機能は果たさず、それぞれが好き勝手を始める。平ひら田たのようなリーダーシップを持った生徒がいれば、ここから親密になるための一手を進めるのかも知れないが……。

　オレとしては他クラスの生徒と仲良くなる機会がなく残念なような、ちょっと面倒なやり取りがなくて楽なような、複雑なところだった。

「なー、素朴な疑問なんだけどさ。アルベルトって日本語喋しやべれるのか？　日本語は通じてるんだよな？」

　上段ベッドの橋本が、そんな風に石いし崎ざきとアルベルト本人に対して疑問を投げかける。

「当たり前だろ。なぁアルベルト」

　石崎が橋本に答えるようにして、上段から身を乗り出し下のアルベルトを見下ろす。

　しかしアルベルトは何も答えずじっと正面を見続けていた。

「……もしかして通じてねえのか？」

「同じクラスメイトだろ？」

　笑いながら橋本が言うと、石崎はちょっとムッとしたように付け加える。

「仕方ないだろ。普段は龍りゆう園えんさんが指示してたんだからよ」

「龍園さん、か」

　石崎の何気ない『さん』付け呼び。しかし、今となってはおかしな矛盾を生み出す。

「おまえらと喧けん嘩かしてリーダーを降ろされたって話、本当なのか？」

「っせぇな本当だよ。今のは……つい前の癖くせが出ただけだ」

　グループの結束力を強めていくどころか、早くも腹の探り合いが始まりそうだな。龍園が一線を退いたという話は、誰だれもがその信しん憑ぴよう性せいを疑っている。

　そんな早くも始まった争いを横目に、オレは建物の中を歩いてみることにした。
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　初日の食事、つまり朝バスを降りてから初めて女子たちと接触できる時間が来た。

　広い食堂は相当な人数を収容することが可能なようで、階段を上がれば１階を見下ろすことも出来る作りになっていた。目を通した資料では約５００人を収容できる場所らしく、かなりの数の生徒でごった返している。

「携帯もないんじゃ、誰だれかと合流するのも楽じゃないな」

　恐らく堀ほり北きたや恵けいはオレを探しているだろうが、オレはあえて動かない。この場合両者がオレを見つけてもその反応は真逆になるだろう。堀北は遠慮なくオレに声をかけてくるが、恵は見送る。こちらから探している素振りがない、つまり今は接触する必要がない、ということを理解しているからだ。

　初日は特に様々な生徒との接触が予想される。オレに多数のマークがついているとは思わないが、坂さか柳やなぎや南な雲ぐもといった生徒は目を光らせている可能性も高い。平ひら田たたちが同伴していたとは言え、オレと恵が一緒だったところも南雲は把は握あくしている。

　下手な接触は避けておきたいところだ。

　オレは単独で、他の連中が誰と接触しているかをある程度観察させてもらおう。

　ただ、その前にまずは食事だ。１時間という限られた時間は貴重だからな。

　食事のトレーを持って、一人腰を下ろす。

　通常の学校生活であれば学年別である程度エリア分けされそうなものだが、グループ分けされている今回に限ってはあらゆる学年の生徒が混じり合い、食事を取っている。グループで固まることが多いが、情報収集のために動いている生徒も少なくない。

　唯一女子と接触できる場というのも大きい。

　単純にカップル同士が仲良くできる限られた時間でもある。

「はあふううううう」

　近くで、ドーッと疲れたような、されど可愛かわいらしい声が聞こえてきた。

　１年Ｂクラスのリーダーを務める、一いち之の瀬せ帆ほ波なみだ。

　彼女の周りには男女問わず多くの生徒が詰め掛けている。

　オレは空いていた近くの席に腰を下ろし会話を聞かせてもらうことにした。

　こんな時、オレは比較的周囲には気づかれない自信がある。

「……自分で気配が薄いと自慢するのも情けない話だが」

　ともかく、近くに座っても一之瀬たちが反応することはなかった。

　まぁ、食堂には５００人近い生徒がいる、いちいち周辺の生徒が誰かまでは気にしていないだろう。

「お疲れ様帆波ちゃん。大変だった？」

「にゃはは。大変じゃなかったかと聞かれると大変だったかなぁ。もっとすんなりグループが決まると思ったんだけどねー。揉もめる時は揉めるんだねえ」

「仕方がないよ。他のクラスは敵同士なんだし」

「でもさっき神かん崎ざきくんに聞いた話じゃ、男子の方は早々に決まったらしいよ」

「えぇ～ほんと～？　私たちなんてお昼過ぎまでかかったのにね」

　男子もけしてすんなり決まったわけじゃないが、女子の方は更に揉めたようだ。初日に授業がなかったのも教師がそれを予見していたためか。

「ねえ。もしかして今回の試験って、誰だれか退学になったりするのかな……？」

「絶対大丈夫、とは言えないよね。私たち１年生は今のところ退学者は出てないけど、油断しちゃダメだと思う」

　しっかりと危機感を持って、この特別試験に挑むことは出来ているようだ。

「もし道連れにされちゃったりしたら、どうしよう……」

「大丈夫だよ麻ま子こちゃん。真面目に取り組んでさえいれば、そんなことにはならないから」

「そう、かなあ……」

「それに、もしもの時にはみんなで助け合えばいいだけなんだから」

　そう言って一いち之の瀬せは落ち込む麻子を慰なぐさめる。

　メンバーの中では一之瀬が一番疲れていそうな様子だったが、気丈に振舞っていた。

「疲れたぁ」

　ぐてっとテーブルに上半身を倒す一之瀬。

　それが災いしてか、少し離れたところに座っていたオレに気がついたようだった。

「綾あやの小路こうじくーん、やほー」

　一之瀬か、気がつかなかったな。なんて答えるのは逆に不自然さを生む。

　距離からしても十分に声が聞こえてきたことを踏まえると、素直に話したほうが良さそうだ。
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「盛り上がってたな」

「女子はお喋しやべりすることが、パワーの源だったりしたりしなかったりするかも」

　よく分からないことを言いながら、一いち之の瀬せは再びぺたっとテーブルに倒れる。

　普段気の抜けた態度を見せることがないため、ちょっと意外な光景だ。

「あ、こうしてちゃダメかな？」

　そう言って上半身を起こそうとするので、止める。

「疲れたときはそうやっているのが普通だ」

「ごめんねー。ちょっと不快にさせちゃって」

　全然不快じゃない。言葉には出来なかったので、心の中で言っておいた。

「よっぽど大変なグループになったんだな」

「今のグループになるまでが大変だった、と言うべきかな。女子は好き嫌いがハッキリしてるって言うか、あの子とは嫌って面と向かって言う子も少なくないから。その点男子はそういう個人的な感情はちょっと濁しがちな人が多いんじゃないかな」

「龍りゆう園えんは露骨に嫌われてたけどな」

「笑っちゃダメだけど、それはさすがに仕方がないよね。だけど龍園君もつらかったんじゃない？　誰だれからも煙たがられるって体力使うはずだし」

　その考えは間違ってないが、龍園には当てはまらないだろう。背負うものがなくなったことでのんびりすごしているように見えたからだ。

「気負いすぎずにな」

　長居は無用だと判断し、オレは席を立った。

「大丈夫大丈夫。私元気だけが取り柄だからさ。またね綾あやの小路こうじくん」

　一之瀬はひらっと手を振りながら見送ってくれた。一日一時間、女子と接触する機会を設けている今回のルール。男女は互いに直接手出し出来ないが、明らかに情報共有を目的とした時間であることは想像出来る。

　恐らくこの場で情報を集め、指示をし、戦っていくことを狙ねらいとしている。

　コミュニケーション能力に長たけ、そして信頼されている生徒が強いフィールド。

「全くの不向きだ」

　無人島の時と同じく、基本的な部分ではオレに出来ることはない。






○試される人間性









　朝６時過ぎ。室内に軽快なＢＧＭが鳴り響いた。室内に備え付けられたスピーカーから流れてくるもので、起床を知らせる合図であることは考えるまでもなかった。

　室内はまだ暗く薄いカーテンの向こうからは差し込む日の出も見えない。

「んだよ……っせぇなあ」

　そんな石いし崎ざきのボヤキが朝の第一声だった。音楽を聴いても目覚めない生徒もいたが、パラパラと上半身を起こしたりメガネをかけたりと、ゆっくりと活動を始める。

「今日からこの時間に起きるのが続くんだろうな」

　ため息をつきながら、ベッドの上で橋はし本もとが呟つぶやいたのが聞こえてきた。

「とりあえず、全員起きた方がいい。多分誰だれか一人でも欠けていたら減点対象になりかねない」

　啓けい誠せいが上半身のジャージに袖そでを通しながら、そう呼びかける。同室で生活する以上、連帯責任は免れない。

「おい高こう円えん寺じがいないぞ」

「やあおはよう諸君。私を探しに出かけるところだったかな？」

　額に薄っすらと汗を浮かべながら、爽さわやかな笑顔で登場する高円寺。どうやらオレたちよりも早くに起きていたようだ。

「トイレ、って感じじゃないな」

「フフ。今日は良い目覚めでね、朝のトレーニングを積んでいたのさ」

「何がトレーニングだ。今日からどんな課題が待ってるかも分からないんだぞ。無駄に体力を使うのは賛成できないな」

　啓誠が注意するも、聞く耳を持つような男じゃない。それどころか笑みを浮かべ反論する。

「たとえトレーニングをした直後でも、私は桁けた違いの体力を保持しているので心配はナッシングさ。それに、もしも体力の消費に関し賛成できないのなら、昨日の段階でその点をグループに注意しておくべきだったんじゃないのかな？」

「それは……トレーニングをするなんて思ってもみなかったからだ」

「いやいや、君に限ってはそれは通じないよ。以前クルージングの最中、私と同室だったことは覚えているよ。私が常にトレーニングを欠かさない男であることは、記憶の片隅くらいには残っているんじゃないのかな？」

　そんなことも覚えていないようじゃ、論外だ、と高円寺が吐き捨てる。

「いつまでも調子に乗ってんじゃねえぞ高円寺」

　啓けい誠せいを擁護するわけじゃないだろうが、石いし崎ざきが高こう円えん寺じの前に立つ。グループ責任者を決定するくだりからここまで、高円寺は自らを貫き通している。

　グループ内から強い反論が出るのは無理もないことだ。もはや不穏分子として扱われているだろう。

　今は時間がない。初日の遅刻は一番避けたいところだ。

　本来なら平ひら田た辺りが、そうジャッジし上う手まくグループを導く。

　しかし、明確なリーダー不在のグループでは、そういった流れにもならない。

「いい加減、俺たちに協力することをここで約束しろ」

「協力の約束とはどういう意味かな？　君こそ、この即席のグループに対して忠誠心のようなものを抱いているということだろうか。とてもそうは見えないねえ」

「俺だって協力なんてしたくねえよ」

　ぐるりと見渡す石崎。その最たる理由は、オレに他ならないだろう。思わずこちらで視線が留まる。

「Ａクラスだからって理由で気に入らないのか？」

　ちょうどオレの隣に降りてきた橋はし本もとが、その視線を拾ってくれた。

「ちっ。Ａだけじゃねえ、全部だ」

　そうひっくるめ、再び石崎は高円寺に向き直った。

「君はレッドヘアーくんに似て、不良街道を突き進んでいるようだねぇ。見ている分には愉快なのだが、直接関かかわると食しよく傷しよう気味になるねえ。私に構うよりも、早く集合場所に向かうべきじゃないのかな？　無能さを露ろ呈ていしてしまう前にね」

　唯一、事態を把は握あくできているのが高円寺というのも、状況的に火に油を注そそぐ。煽あおるような言葉をつければ、石崎に怒りの火がつくのは明白。

「上等だコラァ！」

　叫ぶ石崎。そして、高円寺の発言で気がついた啓誠が時計を見て慌てる。

「集合までもう５分もない。揉もめるのは後にしてくれ」

「関係ねえなあ、遅刻すんのはこいつのせいだ！」

　もはや石崎の怒りの火はちょっとした水では消えない。むしろ勢いを増したくらいだろう。

　啓誠は状況がある程度見えているし、発言も出来る。ただ、相手の心までを察し、包み込むような行動は取れていない。

「単細胞だな。そんなんだからＤクラスに落ちるんだろ」

　更に燃料を投下するような発言が、今度は弥や彦ひこから飛び出す。

　このほか、Ｂクラスの生徒は気配を殺してこの場が治まるのを待っている状況だ。

「悲惨だな。こんなグループでやっていけるのかどうか」

　オレの隣の橋はし本もとは、ため息をつきながら状況を嘆いた。

「ま、仕方ないか」

　そう橋本は言い、傍観者を続けるかと思ったが、ベッドの木製部分を拳こぶしで叩たたいた。

　その音に高こう円えん寺じを除いた生徒が全員反応する。

「ちょっと冷静になろうや。揉もめて殴り合いってのも悪いとは言わないが、場所とタイミングが最悪だろ。もし使ってる備品が壊れたら当然責任問題にもなる。顔を腫はらしていけば何があったかも問い詰められる。そうだろ？」

　声以外の音で沈黙を作り出し、伝えるべきことを伝える橋本。関係ないとわめき散らした石いし崎ざきも、今ここでするべきことじゃないと理解しただろう。

「そこのメガネくん、名前なんだっけ」

「幸ゆき村むらだ」

「そう、幸村くんの言うように、時間がない。とりあえず怒りは腹の中に納めておいて今は集合しないか？　で、朝飯食べて、それでも怒りが治まらないなら、改めて殴りあいで解決するかどうか判断すればいい。それがグループってヤツだろ？」

「……良かったな高円寺、命が少しだけ長引いて」

「いやぁ本当に良かったよ。私は平和主義だからねえ」

　何を言っても、流石さすがはＡクラスと言った所か。橋本のクラスカーストの位置は分からないが、状況を上う手まく切り抜けさせた。

　依然火はついたままだが、何とか爆発までには至いたらなかったようだ。バチバチと火花を飛ばし続ける導火線付きの爆弾を抱えたまま、オレたちは部屋を出た。

　そしてグループ分けされた各学年の生徒たちが１つの教室に集まってくる。

　その人数は40人前後。１つのクラスが出来上がったようなものと言えるだろう。

　一年全員が軽く、２年と３年に朝の挨あい拶さつを済ませておく。

　ほどなくして教室に教師がやって来る。

「３年Ｂクラス担当の小お野の寺でらだ。これより点呼を行った後、外に出て指定された区画の清掃を行う。その後校舎の清掃となっている。これは毎朝の日課だ。雨が降った場合には外での清掃は免除となるが、校舎の清掃に倍の時間を使うため清掃時間が短くなることはない。それから今日からの授業には学校の教師だけではなく、様々な課題を担当する方々も来ている。しっかりと挨拶し丁寧な接し方を心がけるように」

　そんな短い説明を受け、オレたちのグループは清掃へと向かった。
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　敷き詰められた畳から、い草の香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　どことなくノスタルジックな気分にさせてくれる空間が、目の前に広がっている。

　教師によって案内された場所は、広々とした道場のような空間だった。

　他グループの一部とも同時に課題は行われるようだ。

「今日から、ここで朝と夕方に座禅を行ってもらう」

「座禅なんて、人生で初めてでござるなぁ」

　向かい側にいた何気ないそんな博士はかせの一言だったが、それを聞いていたこの課題を担当する男性が近づいてきた。

「な、なんでござろうか？」

　威い圧あつ的とも取れる無言の圧に驚いた博士が、見上げながら問いかける。

「その口調は生まれついてのものか？　あるいは故郷が関係しているのか？」

「そういうわけではござらんです……」

「なら、貴様は室町時代の人間や江戸時代の人間でもないんだな？」

「は？　もちろんそういうわけではござらんが……」

「そうか。どんなつもりで使っているのかは知らないが、ここではそれも減点対象だ。これを機にふざけた口調を矯正し一つ大人になることだ」

「な、なんですと？」

「初対面の相手におまえのような口調で話しかけられたらどう思う。それとも、その観点からも説明をしたほうがいいのか？」

　博士がどうして奇妙な喋しやべり方かたをするのかは分からないが、それが意図されたキャラクター調のものであることはオレにも分かっていた。社会で……少なくとも厳格な場で許される口調でないことは確かだろう。

　それはルールや義務ではなく『モラル』『マナー』といった領域の話。

　もちろんこれが自分の個性だと、拒否することも出来るが、それで成功できる人間はごく少数だろう。

「いいかよく聞くように。自分という存在を認めてもらうため、周知させるため、そして自分自身が特別であることを示すため、相手のことを考えない態度や言葉を使う人間は少なくない。若者に限らず老人でも、そういったことが間々ある」

　担当は厳しい口調でグループ全体へと勧告する。

「社会の前では無個性でいろ、ということではない。個性を出すのは自由だが、社会に出るからには相手を思いやる気持ちを絶対に忘れてはならない、ということだ。ここではそういったメンタルに影響を及ぼす授業を行う。そのひとつが座禅だ。言葉を、動作を止めることで一体化し、集団に溶け込む。相手を配はい慮りよし、そして最後に考える。自分はどんな人間であるか、どんなことが出来るのか」

　いいな？と担当は念入りに博士へ視線で訴えかけ、離れていく。

「こ、怖いでご……気をつけないと」

　すぐにキャラ付けした口くち癖ぐせが抜けることはないかも知れないが、今後博士はかせは座禅を繰り返すことでわが身を振り返るのかもな。どうして自分が、今の口調に至いたったかを。

　グループは各自座らされ、この部屋での簡単な説明を受ける。

　この座禅堂と呼ばれる場所では、歩く時だけではなく立っている時にも、左右どちらかで握りこぶしを作り、それを反対の手で包む。そしてみぞおちの高さに持っていく必要がある。叉しや手しゆと呼ばれる姿勢だ。流派によってはどちらで包み込むか決まっていたりするものだが、この場ではその流派には捉とらわれないのだろう。

　そしてもう一つ、座禅の説明も受ける。

　座禅とは瞑めい想そうのひとつに過ぎないこと。

　頭を空っぽにして座禅をするのではなく、イメージをすること。

　そのイメージを湧わかせるための方法に、十牛図というものがあること。

　禅の悟さとりに至る道筋を牛の十枚のイラストで表したものだ。

　オレ自身座禅は初めてで、経験したことがない。

「あぐらを組んだ後、それぞれの足を太ももの上に置いてもらう。試験ではこの結けつ跏か趺ふ坐ざも結果に影響するので極力出来るようになっておくように」

「いつっ……マジか。片方乗せられないんだけど……」

「最初から出来ない場合には、片足だけで組む半はん跏か趺ふ坐ざもある」

　そのやり方も、担当が見本を見せる形で実演する。オレの方は問題なく組めたので、結跏趺坐をすることにした。見える範囲だと意外にも出来ない生徒が多い様子だった。

　何となく気になった高こう円えん寺じは……余裕そうに座禅を組んでいた。薄く笑みを浮かべて、既に一人禅に入っている様子だ。その姿勢には指摘するところなどなさそうで、先行してやっていることを担当は問題にしなかった。

「あいつ、やれば出来るんだな」

　同じく結跏趺坐が出来た隣の時とき任とうが、小声でそう言ってきた。

「こういうことは嫌いじゃないらしい。ひとまず安心だ」

「間違いない」

　強こわ面もての担当だが、高円寺なら物もの怖おじせず行為そのものを拒絶してもおかしくない。

　一通り生徒たちが理解したところで、座禅の時間が始まる。

　説明に費やした時間も長く、初回は５分という短い制限時間で始まった。
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　朝の清掃と座禅を終え、朝７時を迎えたところで朝食の時間になった。

　昨日の夜に利用した大きな食堂ではなく、外へと案内される。そこには広々とした食事スペースが用意されており、複数の調理場まである。既に幾いくつかのグループも到着していた。

「今日のところは学校側が提供するが、明日から晴れの場合、朝食は全すべてグループ内で作ってもらうことになる。人数や分担方法は全体で話し合って決めるように」

「マジかよ。飯作るとかやったことねえんだけど」

　石いし崎ざきがこぼすが、そういう決まりであれば避けることは出来ない。

　明日以降の調理方法など説明を受けながら朝食の準備が進められていく。

　朝献立は決まっており、作り方などは資料が配られるようだ。何を作ればいいか分からない、ということはないらしい。

「うげ、これだけかよ……」

　食事の内容はシンプルな、日本の朝、一汁三菜を基本とした内容だった。

　だが食欲旺おう盛せいな生徒にしてみれば、物足りないと感じるのも無理はない。

　一応ご飯のお代わりは出来るようだが、各自自分で用意する必要はありそうだ。

「無人島を経験してて良かった。アレに比べれば俺はこっちの方がいい」

　どこか安あん堵どしたように、啓けい誠せいは食事を口に運ぶ。

「平等にやるなら、各学年が１回ごとに交代ということでどうだ？」

　食事の最中、３年生の責任者らしき男が、南な雲ぐもに向けて朝食のローテーションの提案をする。

「そうスね。こっちは異存ありませんよ。１年生からってことでお願いします」

「どうだ１年。異論あるか？」

　この状況で異論がある、なんて一人も言えない空気だ。残る期間全てが晴れだと仮定して、朝食を作る回数は６回。作る順番が違うだけで、不平不満を言うほどじゃない。後輩として当然なんて言わないが、黙って受け入れても構わない話だろう。

「分かりました。それでお願いします」

　責任者となった啓誠が、それを受け入れる。

「飯作るってことは、明日の起きる時間は何時になるんだよ」

「……余裕を持って２時間は早く起きたいな」

　啓誠の提案に、石崎がムリムリと否定する。２時間早めるということは、４時過ぎには起きて外に出る準備をしなければならないからだ。

「それでもやるしかないだろ。朝食の準備が出来てないとなったら、大変だぞ」

「だったらおまえらがやれよ。俺は寝てるからよ」

　普段、龍りゆう園えんの下で発言権のなかった石崎だが、このグループでは上位のカーストに来る。立ち位置が変わった途端に、このような発言をするから面白い。龍園を退けた功労者の一人として持ち上げられているのも、その一つかもしれないが。

　事情を知っていることもあってか、強気な姿勢を見せ続ける石いし崎ざきを責める気にはオレはなれない。偶然にもオレと同じグループになってしまったことも重なり、その精神的内面は酷ひどく荒れてしまっているだろうからだ。発言をするたびに他人を傷つけるだけではなく、自分自身も傷つけている。石崎やアルベルトはリーダー格や参謀向きではない。３番手付近で、それ以外の生徒をまとめあげる方が向いている。実際に龍りゆう園えんもそういう位置に置いていたはずだ。

　一方で、啓けい誠せいや弥や彦ひこも似たようなもの。石崎ほど猪ちよ突とつ猛もう進しんじゃないが、やはり人を導くというポジションには不適格。Ｂクラスはもっと積極的に関かかわってくると思っていたが、ここまで非常に静か、静観を続けている。神かん崎ざきや柴しば田たなど一部の生徒を除き、積極性は思ったよりもないのかも知れない。

　こうなると、やはり橋はし本もとがこの中ではグループをまとめる一番の適任者になる。Ａクラスという地位の高さと状況を見通す能力、そして相手のこともある程度考えた発言が出来るのは、グループにとってキーと言える。ただし、自らグループを率いるという意思は感じられなかった。
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　朝の質素、いや健康的な食事が終わり本格的な授業が始まる。大グループ全員が、高度育成高等学校よりも少し広めの教室に集められることになった。作りは大学の教室に似ているだろうか。特に定められた席順はなく誰だれの隣、どの場所を取っても良いルールになっていた。ほぼ必然的に同じ学年の小グループで固まることになる。

　一人で教室の隅に座ることも出来るが、そうなれば他学年からも注目を浴びるし、場合によっては注意を受けることもあるだろう。２年や３年の小グループもまだ来ていないようで、オレたち１年に場所の選択権があるようだ。

「この場合……やっぱり前の方に座ったほうがいいのか？」

「いや、座らずに待ったほうがトラブルは少ない。先輩たちが座ってから、空いたところに座るべきじゃないか？」

　自由気ままに後方の席を取ってしまい、後で文句を言われるリスクを啓誠は避けたいようだ。

「勝手なことはするなよ高こう円えん寺じ。おまえ一人で適当なところに座りかねないからな」

「席が自由なら、私は好きに座るべきだと思うがね」

　そう言いつつも身勝手にどこかへ座るという真ま似ねはしないようだった。すべてのルールを無意味に破る男、というわけでもないらしい。普段の授業は大人しく聞いていることも多いし、その辺り高こう円えん寺じの中に自分のルールが存在するのだろう。

「苦労してるようだな１年」

　そんなオレたちを見て、２年の一人が声をかけてきた。

「もし困ってるなら力になろうか？」

「いえ、大丈夫です……」

　年上からの助け舟という名のプレッシャーに、啓けい誠せいが軽く頭を下げる。

「はあ……なんで責任者なんてやらなきゃいけないのか」

　２年、３年との一つ一つの受け答えも、責任者がやるような流れが出来上がっている。

　それゆえに、過度なストレスを受けているようだ。

　このまま放っておくと……時間の問題かも知れない。
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　昼からは体育の授業、と言っていいのか基礎体力作りが始まる。説明によれば持久走がメインで、最終日には駅伝も行われる予定だと聞かされる。試験項目の一つだろう。数日の間はグラウンドで練習し、そのあとコースに出るようだ。

「はあ、はぁっ」

　荒い息の啓誠。

　朝から体力を使うような項目が多く、苦戦している。

　勉強などの知識面であればアドバイスをするなどして助けられることもあるが、基礎体力がモノをいう内容では見ているだけしか出来ない。

　一方、石いし崎ざきやアルベルトはタバコを吸わない不良なこともあってか、一般生徒よりも体力があり難なく課題をこなしている。

「……朝から分析ばっかりだな」

　何となく、今の自分の状態にも疲れそうだ。

　自分が活躍するかどうかは別として、グループが脱落候補にならないための底上げはしておきたいという、感覚を持っているせいだろう。

　最下位を取り、学校側が設定したボーダーを下回ることになれば啓誠は退学処分を受ける。道連れにオレが選ばれる可能性は限りなく低いが、それでも絶対ではない。苦労しているのを尻しり目めに、助けの手を差し伸べなかったという恨うらみを買うこともあるからだ。

　赤紙を貰もらうことのないように最低限のバックアップにとどめるか、それともグループを軌道に乗せるためにある程度動くか。

　それとも自発的に解決することを願って、静観を続けるか。

　頭の中で、静観することを早々に除外する。

　高こう円えん寺じの存在は、恐らく今後も不安材料となる。早めに動いておくか。

　オレは速度を落とし、後ろをのんびりと走る高円寺に合流する。

　こちらが近づいても、高円寺は全く視線を向けてこない。

　ノックしない限り自分の世界から一歩も出てこないようだな。

「なあ高円寺。もう少しマイルドに接してやれないか？」

「それはグループとやらに対してかな？　綾あやの小路こうじボーイ」

「ああ。他の生徒も混乱してる、誰だれも彼もおまえみたいに凄すごいわけじゃないんだ」

「ハハハ、確かに私は唯一無二の存在だ。しかし、だからと言って有象無象に足並みを揃そろえるのは愚かの極みだと思わないかい？」

「さあ……何が正しいのかオレには分からないが……」

「君はどうしたいと思っているのかな？」

「グループがそれなりの成績を残せれば、とは思ってる。退学は避けたい」

「そう願うなら君が奮ふん闘とうするしかないだろう？」

「一応、その奮闘のつもりでおまえに声をかけたんだが」

　二人の足。グラウンドの土を踏む音が聞こえる。

　高円寺はすぐに自分の世界に戻ってしまったようで、言葉は戻ってこなかった。

　やっぱり無理か。

　高円寺に対して、中途半端な脅おどしや懇願は無意味だろう。

　これまでの学校生活を見ていれば、それくらいは分かる。

　たとえ生徒全員、あるいは教師が説得に応じても、自分がノーだと思えばノーを貫く。

　そういうタイプだ。
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　授業内容は初日ということもあってか、持久走の練習こそ体力的に大変ではあったが、その他の授業はこの学校の説明やこれから１週間の間で行われること。そう言った類の説明に大半費やされた。ただ、その中でこれから学んでいくのが『社会性』を身につけるための授業であることも明白になる。

　社会性と言われても、１年の生徒はピンと来ないだろう。上級生は落ち着いた態度を見せており、１年２年の経験の差は如何ともしがたそうだ。

「うう……」

　午後最後の授業である座禅が終わったが、啓けい誠せいがその場で崩れて動かなかった。

「大丈夫か？」

　座禅で締しめくくられた１日目。

「大丈夫、と言いたいところだが足がしびれて……少し待ってくれ」

　どうやら啓けい誠せいにとっては思いのほかハードな授業内容になっているようだ。２分ほど硬直して動かないまま、足の痺しびれが取れるのをこらえて待っていた。他の生徒では、石いし崎ざきも座禅が上う手まくいかなかったのか、前のめりになって悶もだえていた。

「くそぅ、飯食って風ふ呂ろだ、風呂っ。手を貸せアルベルト」

　無言で近づいてきたアルベルトが、石崎の腕を掴つかんで引き起こす。

「ぐええ！　もっと優しく起こせよ！　放せ」

　ドスン、石崎が崩れ落ちる。

「ぎえええ！」

　そんなやり取りを見て、ちょっと楽しそうだなと思ってしまった。

　しかしグループ内の他の生徒は、石崎たちを厄介者としてしか認識していない。

　啓誠も無視して出ようとするため、オレはあえて踏みとどまる。

「面白い連中だよな」

　あえて、そう言って啓誠の注意を引く。

「清きよ隆たか、相手にしないほうがいい。あいつらはバカをやってるだけだ、目を付けられたくないなら、あまり直視しないほうがいいぞ」

　啓誠がこちらの視界を遮さえぎるように、そう声をかけてきた。

「須す藤どうほどじゃないにしても、石崎も口より先に手が出るタイプだ、場合によっちゃ龍りゆう園えんの二の舞ってこともあるぞ」

「そうは言っても、同じグループだ。ある程度の接触は向こうも容認してるんじゃないか？」

　オレが指差す。その先ではこちらの動向に気づいた石崎が睨にらんできていた。一瞬怯ひるむ啓誠だったが、石崎はアルベルトを連れさっさと道場を出て行った。

「な？」

「……意外と図太いな清隆」

　実際は石崎たちの内情を全すべて知っているからだが、ここは気にしすぎるのは悪手だということを間接的に伝えておきたい。啓誠が責任者である以上、他クラスの生徒をある程度コントロールする必要がある。

「啓誠、この林間学校でオレたちはもう一ひと皮かわ剥むける必要があるのかもしれない」

「一皮？　どういうことだ」

「石崎やアルベルトたちとも、ある程度親しくなる必要があるってことだ」

「それは無む茶ちやな話だな。確かに俺たちはグループが一緒になったが、根本は敵同士。どうやったって親しくなることなんて出来やしない。これが最後の特別試験じゃないんだからな」

　仲良くなれる道理はない。そう啓誠が言い切る。

　オレも入学当初はそう思った。事実、この学校はそういう戦いを強しいている。

　しかし、最近はそれ以外の方法もあるのではないかと思い始めた。

「生徒会長の南な雲ぐもは、クラスの垣かき根ねを越えて仲良くしているらしい」

「それは───カリスマ性というか、特殊な存在だからだ。俺にはそんな才能は……いや、他のクラスの誰だれにも真ま似ねできないことだろ？　第一、南雲先輩のやり方が最後まで通用するかは卒業まで分からない。どんな考えがあるのか知らないが、仲良くやったところで最後に笑うのはＡクラスで卒業を決めた生徒たちだけ。他のクラスは泣くことになる」

　啓けい誠せいは、そう言って道場を後にした。
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　夕食を終え、一足先に部屋に戻ろうとした時だった。

　廊下でちょっとしたトラブルでもあったのか、数人の男女が集まっているのが分かった。

「悪い悪い。大丈夫か？」

「ええ……心配要りません」

　ウチのクラスの山やま内うちが申し訳なさそうに手を差し伸べる。転んだ相手は、１年Ａクラスの坂さか柳やなぎ有あり栖すのようだった。坂柳は山内の手を取らず、自分で起き上がろうとする。

[image: ]

　自力では立つことが出来ないようで、転がった杖つえを掴つかむ。そして、壁に背を預けるようにしながらゆっくりと立ち上がった。転んで立つだけの僅わずかな時間。されど、周囲に注目されながらのこの状況の中では、坂さか柳やなぎにとっては非常に長い時間に感じられたことだろう。山やま内うちはどことなく居心地悪そうに手を引っ込めると、一言残す。

「じゃあ、えと、行くけど？」

「ええ。どうぞお気になさらず」

　坂柳はちょっとだけ笑みを浮かべ、山内から視線を外した。

　男子や女子も、騒動にはならなかったことに安あん堵どし散り散りになっていく。

「いやさ、坂柳ちゃんって可愛かわいいけどさ、どんくさいよな」

　山内は自らの不注意でぶつかった、という可能性を微み塵じんも考えていなかった。

「大丈夫か？」

　なんとなく視線が合ってしまったため、オレは坂柳に近づいて声をかけた。

「わざわざご心配ありがとうございます、でもたいしたことではありませんよ」

「後で山内には少し言っておく」

「彼も意図的ではなかったわけですし、たかだか一度転ばされただけ」

　そう言い薄く笑う坂柳だったが、目は全く笑っていなかった。

「それでは失礼しますね」

　グループが違うためか、いつもそばにいる神か室むろはいなかった。

　女子がどのような戦いをしているのか、今のオレには知る由もないし興味もない。

　しかし立ち去りかけた坂柳は、立ち止まり振り返った。

　オレが見ていたことに気づいたのか？

「ひとつ、綾あやの小路こうじくんにお話しすることがあったのを思い出しました」

　杖を一度カツンと鳴らし、薄っすらと笑みを浮かべる。

「Ｂクラスは、確かに結束の固いクラスです。それは一いち之の瀬せ帆ほ波なみさんが、これまで仲間の信頼に全力で応えてきたからだと言えるでしょう。ただ、彼女を信頼しすぎるのはどうなのか、と私は思うんです」

「オレには関係の無さそうな話だな」

　だが、坂柳は気にした様子もなく話を続ける。

「以前こんな噂うわさがありましたね。彼女は大量のポイントを保有している、今のところ特別試験で大きな功績を挙あげたわけでもない彼女が、学校側から調査を受けるほどのポイントを有しているのには正直驚きました。ですが、普通そのようなポイントを稼げるでしょうか？　恐らく、Ｂクラスの金庫番のような役割をしているのではありませんか？」

「さぁ。それが分かるのは一之瀬本人か、あるいはクラスメイトだけだろ。こんな話をオレに聞かせて何の意味がある？」

「私が言いたいのは……本当に彼女にプライベートポイントを預けておいて良いのか、ということです。たとえばミスによって自分自身が窮きゆう地ちに陥った時にその大量のポイントを使って身を守ったり、あるいはクラスメイトを救済する行為に集めたポイントを使うことは、恐らく誰だれにも責められませんよね。そのための金庫番とも言えますし」

「恐らくそうだろうな」

「しかし……巨額のポイントを好き勝手、快楽のために使ったなら、それは詐さ欺ぎとして学校側も動くかもしれません」

　何にせよ、その話はオレではなく一いち之の瀬せ以外のＢクラスの生徒にすべきことだ。本当に金庫番をしているのなら、不平不満を言う権利があるのは預けている生徒だけ。

「一之瀬が自己満足のためにプライベートポイントをつぎ込むとは思えないけどな」

「ええ、そうでしょうね。少なくとも今はまだ誰も疑ってはいないでしょう」

　つまりこの先、疑う者が出てくる、と言いたいのか。

「この試験が終わって、学校に戻ってからが楽しみです」

　一通り好きに話して満足したのか、坂さか柳やなぎは振り返ることなく歩いていった。
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　消灯時刻の午後10時まであと１時間ほどに迫った共同部屋では、各自特に話をするでもなく静かな時を過ごしていた。仲良くなるきっかけとは意外と難しいものだ。

　突然別のクラスの誰かに話しかけても、何ちょっと頑張ろうとしてるんだみたいな空気が出てしまいそうで話しかけづらい。誰かが率先して話題づくりでもしてくれればいいのだが、どうにもそれは望めそうにない。

　そんな時、扉が軽くノックされる。来客らしい。

「こんな時間に誰だ？」

　特に思い当たる節はなんにもないらしく、みんなが不思議そうに扉を見る。

「もしかしたら教師かもな」

　興味なさそうに石いし崎ざきが言う。確かにその可能性はある。啓けい誠せいは上半身を起こすと、扉の方に誰かを尋ねながら歩き出す。

　その正体はあまりにも意外な人物だった。

「まだ起きてたか？」

「南な雲ぐも生徒会長、何か御用でしょうか？」

「同じグループとして様子を見に来たのさ。入ってもいいか？」

　そう言われて断る勇気を持ち合わせている１年生などいないだろう。啓誠は二つ返事で承しよう諾だくし部屋の中へと南雲を招き入れた。どうやら一人で来ているわけではないらしく副会長の桐きり山やま、そして３年生の生徒も２人同行していた。津つ野の田だというＢクラスの生徒と、もう一人もＢクラスの生徒石いし倉くらだ。部屋に入ってくるなり南な雲ぐもは周囲を見渡す。

「やっぱり部屋の作りは先輩たちと同じようですね」

　南雲はにこやかに石倉へと話しかける。

「そうみたいだな。それで１年生の部屋にまで俺たちを連れてきてどうやって親しん睦ぼくを深めるつもりだ？」

　そう問われた南雲に、事態を飲み込めていない啓けい誠せいが南雲に聞く。

「親睦、ですか」

「言っただろ？　グループとして様子を見に来たって。この学校にはテレビもパソコンも携帯もない、正直娯楽らしい娯楽はない。けど全く遊ぶものがないわけじゃない」

　そう言って南雲はジャージのポケットから小さな箱を取り出した。

「トランプ、ですか」

「今時トランプなんてと思うよな。ただこういう合宿じゃ定番中の定番だ」

　適当に空いているところに腰を下ろす南雲。

　そして未開封の箱のビニールテープをはがし開封する。

「先輩方もどうぞ座ってください。１年には悪いがスペースがないからベッドにでもいてくれ」

　降りようとする１年を止めて南雲はそう言った。

「俺はやらない」

　津野田はそう拒否し、すぐに背を向けた。

「そう言わずにやりましょうよ。ここでしか聞けない話も出るかも知れませんし」

　引き止められ、津野田は仕方なくといった様子で座った。続き腰を下ろす石倉。

「これからゲームを盛り上げるために何か賭かけようと思うんだが、いいアイデアがあったら募集する」

　学年が上の先輩相手ということで緊張する１年からはすぐにアイデアは出てこない。生徒会長相手にどこまで言っていいのかわからないのも大きいだろう。１年が萎い縮しゆくすることを当然南雲は分かっている。

「朝食事当番を決めただろ？　あれを振り出しに戻してこの賭けで決めるというのはどうだ。もし連敗に次ぐ連敗をすれば最悪合宿の最後まで食事当番をすることになる。その逆に負けなければ一度も食事当番をしなくていいという話だ」

「おい南雲、それはグループ全体で話し合うべきことじゃないのか」

　石倉から待ったをかける声が飛ぶ。

「たかが朝食当番ですよ。これくらいの融通は利きかしてみせてくださいよ」

　この学校の生徒会長を務めるだけあって先輩相手にも遠慮のない物言いをする。

　対する３年生も南な雲ぐも相手には、あまり強く出られないらしい。堀ほり北きた学まなぶとの対決を知っているだけに下手な介入は場を乱すと思っているのだろう。

「分かった。トランプで決めよう」

「俺達もそれでいいよな？」

　啓けい誠せいはやや遠慮がちにこの部屋にいる１年生に向かってそう聞いた。石いし崎ざきや橋はし本もとらは承しよう諾だくするように小さく頷うなずいた。オレも、そして残った生徒も少し遅れてうなずく。

　たった一人高こう円えん寺じを除いて。

「高円寺、お前はトランプで決めることに反対か？」

　無視しておけばいいものを、南雲はあえて高円寺に話しかける。昼間の体育館、その時のやり取りが関係しているのかもしれない。

「賛成も反対もないさ。すでに多数決の答えは出ているようだしね」

「数の問題じゃない、お前がどう思っているかを教えて欲しいのさ」

「ではお答えしよう生徒会長。このやりとりに対して私は欠片も興味を抱いていないよ。賛成や反対、どっちかすら考えていない。これで満足かな？」

　またも問題になりそうな高円寺の発言。

　しかし南雲は愉快そうに笑うと意外な一言を高円寺に向ける。

「生徒会に入らないか高円寺？　お前みたいな面白いやつを迎え入れたい。聞くところによると学力や運動神経もかなりいいらしいからな」

　３年生を含めこの部屋にいる全員が驚く。いや高円寺だけは表情を変えない。

「あいにくだねえ。私は生徒会などに興味はないのだよ」

「そうだろうな。だからいつでも歓迎するとだけ言っておく、もし生徒会に興味を持ったらいつでも声をかけてくれ」

　南雲も高円寺が二つ返事で承諾するとは最初から思っていないようだ。

「それじゃあトランプを始めようか」

　南雲は高円寺から視線を外し、改めてそう提案する。

「トランプの内容はどういったものにするんですか」

「そうだな。シンプルにババ抜きでいいだろ。最後にジョーカーを掴つかんでた奴やつが負けだ。参加するのは各学年から二人ずつ、全６試合」

　トランプの遊びに詳しいわけじゃないが、ババ抜きならオレでも知っている。

「参加する生徒の交代は自由だ。ただしゲーム中の交代はやめてくれ」

　そう言ってから南雲はトランプをシャッフルし始めた。

　それが終わると今度は３年生に回す。細工ができないよう、当然１年生にも。啓誠はトランプを混ぜながら、もう一人の参加してくれる生徒を探す。誰だれも候補者がいなかったので、仕方ないといった様子で橋本が手を挙あげたようだ、ベッドの上から降りてくる。
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　こうして１年から３年までを含んだトランプのババ抜きが始まった。

　朝食を作るとなれば早起きをしなければならない。各学年２回出番が回ってくる予定だったので、ババ抜きを５勝１敗で乗り切れば得する計算だ。最悪４勝２敗でもいい。

「黙ってゲームをしても面白くないからな。適当に雑談をしながらやろう」

　そう提案する南な雲ぐも。

　啓けい誠せいが切り終えたトランプを受け取り、南雲はカードを配っていく。

「１回目は俺が配るが、２回目からは負けたやつがカードを集めてシャッフル、配る役だ」

　それに異論はなく参加者が頷うなずく。

　この部屋に来てから、南雲は一度たりともオレを見てはいなかった。冬休み中に接触はあったものの基本的に南雲はオレなど眼中にないということだろう。

「それからゲームに参加していない１年は、適当に過ごしてくれて構わない。いつまでも先輩相手に緊張していたら明日に影響するからな」

　とは言ってくれたものの、だからといって先ほどまでのように自由に過ごすこともできない。高こう円えん寺じこそ気にせず寝ているようだが……。

　下段ベッドにいるオレは、なんとなく試合を観察し続けることにした。

「いくらゲームとはいえ、簡単に１年生には負けられませんよ先輩」

「生あい憎にくと俺は運が良いほうじゃない。過度な期待をされても困る」

「大丈夫ですよ、先輩たちは比較的強い方だと思っていますから。一回戦や二回戦で負けるほど弱くはありませんよ」

　どう転ぶか分からないカードゲームの勝負だが、南雲は自信満々だ。

　その一回戦は順調に進み、ゲームも中盤に差し掛かる。

「あがりだ」

　３年生の石いし倉くらが手持ちのトランプ全すべてを吐き出すことに成功する。続いて副会長の桐きり山やまが、そして３番手に南雲が抜けた。早くも２年生が勝ちを決め、１年生にはプレッシャーのかかる展開となる。

「終わりです」

　橋はし本もとが３年生に会釈するように数字の揃そろった２枚を出す。これで残ったのは啓誠と３年生の津つ野の田だ。

　ゲームという割に空気は若干重たかったが、努めて冷静に展開を進める。

　啓誠の手元には２枚、３年生の手元には１枚。つまりジョーカーは啓誠が持っていることになる。３年生がジョーカーをつかめば、啓誠にも勝機はあるだろう。

　しかし……。悩んだ末津つ野の田だが選んだカード、それは当たりのカード。

「よし、これで終わりだ」

「負けました」

　１回戦目は啓けい誠せいが負けてしまい、１年の一度目の朝食当番が決まる。

「落ち着いていこうぜ、一回二回負けたって大したことはない」

　励ますように橋はし本もとが啓誠に声をかけた。

　頷うなずいて答える啓誠だったが、負けてしまったことを申し訳なさそうにしている。

　もし次負ければ、というようなことを考えているのかもしれない。

「さっき言っただろ、負けたやつがトランプを集めて配りなおすんだ」

「す、すみません」

　役目を忘れていた啓誠は慌ててトランプを集める。

　すぐに２回戦が始まった。オレの視界から３年生のうち、一人の手札が見えている。そこにはジョーカーの絵柄もあった。ゲーム中盤までジョーカーはずっと残っていたが、あるタイミングを境に別の生徒の元へと移動していく。

　そして……最後に残った二人は、桐きり山やまと啓誠だった。

　２連続となる一対一の対決に、啓誠はいやでも気持ちが高まって緊張しているようだ。しかも残った手札の枚数から、ジョーカーは啓誠の手元にあることがわかる。２年生の桐山は悩みながらもゆっくりと手を伸ばしカードをつかむ。表情を崩さないように啓誠は堪えていたが抜き取られるカードを見て小さくうな垂だれた。ものの数分の間に１年生の連敗が確定する。

　その状況を見守っていた弥や彦ひこが、啓誠に変わるよう合図してくる。

「代わった方がいいかもな」

　そんな南な雲ぐもの一言とともに啓誠は素直に弥彦にバトンタッチすることを決めた。

「こういう遊びは苦手だ、悪いが頼む」

　連敗という責任を負った啓誠は少し後ろで１年生の戦いを見守るようだ。

　もちろん弥彦だって先輩たちを前に緊張はしているだろう。しかし普段から[image: ]かつら城ぎを年上のように扱っていることもあってか、比較的落ち着いているように見える。

　とはいえババ抜きの勝敗にはさほど影響はないかもしれない。

　どれだけ実力が影響する遊びかはよくわからないが、ジョーカーを引かない強力な運は必要だろう。

「そろそろ１年生に華でも持たせてあげたいところですね」

　連勝したことで、南雲も少し申し訳ないと思ったのだろうか、そんなことを言う。

「ところで石いし倉くら先輩、最近部活の方はどうですか」

「バスケに興味なんてないだろう？」

「そんなことはありませんよ。サッカーほどではありませんけどね」

「今年は１年に動きの良い生徒が入ってきたからな、来年は期待できるかもしれない。今年は成績が振るわなかったからな。キャプテンとしては情けない限りだったが」

　１年生でも何人かはバスケ部に所属しているが、動きの良い１年とは十中八九須す藤どうのことだろう。須藤の頑張りは引退した３年生も買っていたらしい。

「それは楽しみですね」

「お前の方は生徒会一本に絞ったようだな。サッカーに未練はないのか？」

「プロを目指しているわけじゃないですし、サッカーはどこでも続けられますしね。この学校での生徒会長の方が魅力的だったというだけですよ」

「生徒会を頑張るのは結構なことだが、堀ほり北きたに喧けん嘩かを売ったのはどうかと思うぞ」

「喧嘩を売ったつもりはありませんよ。かつて憧あこがれた先輩に認めてもらいたい、そんな純粋な気持ちしか持っていません」

　石いし倉くらは一度南な雲ぐもを見てすぐにトランプへと視線を戻した。

「今回は１番だ」

　スムーズに手札をなくしていき、石倉が１番で勝ち上がる。

「揃そろいました」

　その直後、弥や彦ひこもカードが揃ったのか嬉うれしそうに最後の２枚を場に置いた。

　１年が勝ち上がるには橋はし本もとも勝たなければならない。

　手札は順調に減らしているようだが、結局のところ大切なのはジョーカーの行方だ。

「よし」

　３番手で２年の先輩があがると、それに合わせるように橋本も上がった。

「お、１年の初勝利が決まったようだな。おめでとさん」

「ありがとうございます南雲先輩」

　最後まで残ったのは、生徒会長の南雲と３年の津つ野の田だ。しかし有利なのは南雲だ。二分の一の確率で勝利が決まる。

「それじゃあ、お先に失礼します」

　そう言って南雲は、迷うことなく右側のカードを掴つかんだ。

　しかし掴んだのはジョーカー。

「悪いな」

　３年の津野田は南雲が差し出してきた２枚のカードのうち、南雲と同じように右側を選んだ。

「決まりだな」

　結果、南雲の手元にジョーカーが残り２年生の敗北が確定する。

「やられましたよ。じゃあ４戦目行きましょうか」

　特に悔くやしがることもなく、南な雲ぐもが４回戦の準備を始める。

「１年生に初勝利もやったことだし、また負けてもらおうかな。後輩として俺たちの当番も引き受けてもらいたいところだし」

　そう言ってトランプを配り始める南雲。

「確か須す藤どうはＤクラスだったな。この中にＤクラスの生徒は？」

　カードが配られている間、石いし倉くらはそう言って１年生を見渡した。

「あ、自分たちが須藤と同じクラスメイトです」

　啓けい誠せいはオレを見ながらそう言った。そしてすぐに付け加える。

「ただ、今月から自分達はＣクラスに昇級しました」

　よその学年の状況など普段は気にもかけないだろう。啓誠がそう言うと石倉は驚いたように感心した。

「ＤクラスからＣクラスに昇級したのか。それはすごいな」

「入学早々今年のＤクラスはクラスポイントを使い果たしたみたいですけどね」

「それでＣクラスにまで上がったんだから上出来だ。Ｂクラスとの差はどれくらいだ？」

　そう聞いたところで石倉は啓誠が答えようとするのを止めた。

「忘れてくれ。ここは全すべてのクラスが集うグループだったな、余計な火ひ種だねを持ち込もうとして悪かった」

　そう陳謝する。確かにここでする話題ではないだろう。オレたちに抜かれた石いし崎ざきたちＤクラス、そしてＢクラスにとって楽しい話題ではない。

　結局のところ、１年はほとんど会話に参加することもなく、南雲と３年生を中心に話は進んでいく。

　４回戦、６人のうち４人が上がったところで南雲がストップをかける。

「残ったのは１年のふたりか、決着はつけなくてもいいだろう」

　どちらが勝ったところで１年の負けであることに変わりはない。弥や彦ひこと橋はし本もとは残った手札を山札へと置く。

　南雲率いる２年生に１度土をつけたとはいえ、これで１年生は３敗。

　当初決まっていた朝食当番の回数は２度。その回数がこのババ抜きにより、増えると確定してしまう。次に負ければ負担は更に増える。

「変わってもらおうかな」

　橋本が別の１年生を求めて退く。

　この負けムードの中参加したがる１年は少ないだろう。

「無駄なことに時間を使いたくない誰だれでもいいから入ってくれ。そこのお前」

　南雲は、試合を観戦しているオレを見て手招きした。

　もちろん断りたかったが、そういうことができる雰囲気ではない。

　意図的にオレを呼び出したにしろ、適当に指名したにしろ引き受けておくべきだろう。

「悪いな綾あやの小路こうじ、任せた」

「ああ」

　すでに１年のうち３人が参加していることだ。オレに白羽の矢がたっても不思議ではない。それにこれはただの遊び、普通にゲームをして、普通に勝ち負けが決まるだけだ。

　入れ替わると同時に、弥や彦ひこにトランプを切ってくれと頼まれる。

　オレはカードをシャッフルさせながら、慣れない手つきでカードを配る。

「さて、これで５戦目だ。そろそろ３年生にも土をつけたいところだな、頑張れよ１年」

　そう発破をかける南な雲ぐも。

　オレは揃そろった手札を開き自分の状況を確認する。すると、何枚かは当然同じ数字のカードは揃っていたが、ジョーカーも手元に来てしまった。これを何とかして２年か３年に押し付けない限り勝ち目はない。

　オレはトランプについて詳しくないが、一つ気になることがあった。そういう意味では一番最初にジョーカーが来たことは良かったことなのかもしれない。確認が終わると同時にゲームが始まる。二順三順とゲームは進行していくがオレの手元のジョーカーは引かれる気配がない。時折先輩の指がジョーカーを掴つかんでも、すぐに離れていく。

　しかし五巡目、ついにジョーカーがオレの手元から離れた。掴んでしまった先輩の瞳が一瞬オレを見る。だがすぐに平静を装いゲームを進行させる。

　今回は一番最初に弥彦が上がり、そして同じ１年であるオレが二番で上がる。

「１年の勝ち抜けか。流れが変わったかもな」

　結局最終的に、一対一で残ったのは３年生の二人。

　南雲の望む通りの展開といったところか。

　残るは１戦。１年としてはこれ以上の敗北は避けたい。

「次で最終ゲームだな」

「配るぞ」

　石いし倉くらがトランプを切ろうとするところで、高こう円えん寺じは南雲に声をかけた。

「南雲生徒会長」

「なんだ高円寺。今更になって参加したくなったか？」

「少し好奇心が出てきましてねぇ。最終ゲームの結果、どうなると見るかね？」

　偉そうな言葉遣いを、南雲は気にせず中身だけ汲み取る。

「どうなるか？」

　南雲は配られていくトランプを見ながら、参加者を一度見回した。

「たとえゲームでも、場数を踏んでいるのは上級生だ。１年が負ける可能性は低くない」

　そう答えると、高円寺は満足したのか笑って目を閉じた。

　おそらくこの場にいる人間のほとんどが、高こう円えん寺じの質問の意図を理解していないだろう。

　状況を把は握あくしているのは上級生だけだ。

　オレはこの戦いをどうするか悩んでいる。

　純粋な運だけを頼りに参加すれば、敗北することはほぼ確定だ。

　しかし、それを避けるための行動をすれば南な雲ぐもに目をつけられるかもしれない。

　配られたトランプを確認する。

　その中には１枚、勝つためには絶対に捨てなければならないカードが混じっている。

　敗北を意味するジョーカーだ。

「１年としては、３敗で留とどめておきたいところだな。ただ４敗も十分あるぜ」

　偶然とは思えないような南雲の一言。

　時計回りに始まる最終戦。２枚ずつその場からトランプが消えていく。

　あと１、２分後には決着がついているだろう。
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「悪いな１年生、先に勝ち抜けだ」

　１番手に上がったのは津つ野の田だ。ついで桐きり山やまも上がりを決める。

　残ったのは１年二人と上級生それぞれの南雲と石いし倉くらのふたり。

　ジョーカーはずっとオレの手元にある。

　結局オレは、勝つことを放棄した。

　特に何も手を打つことなく、粛々とゲームを進めていく。

　弥や彦ひこが上がり、胸をなでおろしたように息を吐く。

　そしてその直後石倉も上がりを決め、ついに南雲との一対一だ。

「綾あやの小路こうじ、楽しそうじゃないな」

「そうでもありません。表情に出にくいだけです」

「そうか？　最初から顔色が悪いように見える、ずっとジョーカーは手元か」

　南雲の発言はおかしいものじゃない。

　一対一なのだから自分の手元にジョーカーがなければ当然それは分かる。

「もしかしたらそうなのかもしれませんね」

　口答えするのも面倒なので流されておく。

　南雲が引き出したいのはそういうことではないとわかっているからだ。

　要は高円寺のような言葉を引き出したいと思っている。

　オレは無言で２枚のトランプを差し出した。

　片方はジョーカー、片方は南雲の当たりのカードだ。

　十中八九、南な雲ぐもは当たりのカードを引くだろう。いやこの表情がわからない。

　南雲は笑みを浮かべながら手を伸ばす。

　そして───。

「よかったな綾あやの小路こうじ、お前にも活路ができたぞ」

　南雲はジョーカーを掴つかんだ。

「珍しいこともあるものだ。お前なら当たりを掴むと思った」

　石いし倉くらが隣で南雲にそう言う。

「トランプなんて所しよ詮せん運ですからね。オレも負けるときは負けますよ」

　一度両手でトランプをシャッフルし、オレに２枚のカードを突き出してくる。

「さあ好きな方を選べ」

　傍目に見れば単なる二分の一。だがこのゲーム、実はそうじゃない。

　未開封から開けたトランプだが、南雲は最初にディーラー役を務めた際に、ジョーカーへとマーキングしたのだろう、細工が施されてあった。一見しただけでは気づかないような小さな目印がつけられている。本来なら気づくことはない。

　オレがその謎なぞに気づけたのは謎の予言に似た的中率だ。

　これまでの５試合全すべての結果を南雲が試合結果が出る前に言い当てていた。もちろん何も知らない１年生も混じっているため確実性はない。だから言葉を濁しつつ勝率の高いチーム、低いチームを言い当てていただけだ。だがこのトリックに気付いている……いや、聞かされている上級生たちが圧倒的に有利。

　どちらにせよ気持ちの悪い話だ。

　オレから見て右側のトランプ、そこにはジョーカーの印がついている。

　急造で他のカードにつけることができる印ではないため、間違いない。

　ここでオレがジョーカーではない方を掴むとどうなるか。答えはシンプルだ。

　どうにもならない。単なる二分の一に当選しただけ。

「考えてもわからないので適当に引かせてもらいます」

　そう言って手を伸ばそうとすると南雲は一度トランプを引っ込めた。

「考えてから引いてくれ」

「考えてわかるものでもないと思いますが」

「それでもだ」

　半ば強制するようにオレに考えさせる。

「わかりました、考えてみます」

　そう言ってオレはトランプを見つめた。

　もちろんもはやトランプのことなど考えてもいない。

　２秒間沈黙を守った後、オレは当たりのトランプめがけて手を伸ばす。

「右が好きなので右を引きます」

　適当な理由。南な雲ぐもは今度は止めなかった。オレの手元には最後の当たりカード。

「お先に失礼します」

　そう言ってオレは揃そろった２枚のカードを重ね、あがりを宣言する。

「負けたな、南雲」

「そうですね。元々２回は朝食当番だったわけですし、構いませんよ」

　そう言って散らばったカードの束を集める。

「それなりに面白かったですね。やっぱり俺と石いし倉くら先輩は相性がいいのかも知れません」

「……どうだかな」

　南雲の好意らしき言葉を誤ご魔ま化かし、石倉は部屋を出た。

「朝食の順番は１年から順に消化していくということでいいだろ。明日から頼む」

「は、はい。今日はありがとうございました」

　啓けい誠せいは南雲にお礼を言う。

　トランプを片付け終えた先輩たちは、腰を上げ１年の部屋を出て行く。

「つか、全然交流になってねえよな」

　そう石いし崎ざきがつぶやくのもわかる。

　結果的に１年の負担が少し増えただけのゲームだった。






○敗北の予感









　学校生活では休みである土曜日も、この林間学校に滞在している間は授業がある。

　ただし授業とは言っても、平日とは多少異なる時間割だ。

　午前中で授業と呼べるものは終わり、その後は自由時間となっている。

　木曜日から幕を開けた特別試験も、早３日目。グループ内には不協和音が響き始めていた。それは早朝の５時を過ぎたところから始まる。

「あああ、クソ眠ぃい！」

　校舎脇にある屋外の炊事場で、石崎が叫ぶ。

「それは全員同じだ。あ、おい味噌の分量を間違えないように計りを使ってくれ」

　教師に渡された朝食用のメニューが載った紙をめくりながら、啓誠が注意する。

「っせぇな。そもそも何で俺まで飯作んのに参加しなきゃなんねーんだよ」

　手を動かし味噌を溶かしながらも、悪態をつくのをやめない石崎。

「仕方ないだろ。人数が揃っていないとペナルティになる可能性があるんだ」

「知るかよ、クソ……。あ」

「なんだ今の『あ』って」

「……なんでもねえよ」

「なんでもあるだろ。手に持ってた塩はどこにいった!?」

「全部入れたんだよ」

　どうやら、石いし崎ざきの担当していた味噌汁に大量の塩が投入されたようだ。慌てて火を止め、啓けい誠せいが味見をする。そしてむせ返る。

「入れすぎだ、げほっ！　飲めたもんじゃないっ……」

　そんな味噌汁を上級生に振舞ったら、強烈なバッシングを受けるだろう。そもそも身体からだにも悪い。

「作り直すしかないな」

「ふざけんなよ。作り直すんだったらおまえが一からやれよな。つか高こう円えん寺じは!?」

「俺が知るわけ無いだろう」

「同じクラスだろうが」

　やいやいと味噌汁の件で揉もめている２人を尻しり目めに、橋はし本もとはカセットコンロの上でフライパンを器用に操り上手に卵焼きを作っていた。

「器用なもんだな……」

「いつも飯は自分で作ってるからな」

　そう言って自慢するでもなく、橋本はテキパキと料理を進めていく。そんな橋本のもとに無言で近づいてきたアルベルト。手にはボウル、溶かした卵が入っていた。

「サンキュー。もし出来るなら野菜のカットも頼む」

　アルベルトは大きな見た目ながら、器用にまな板で包丁を振るい始めた。食べる人数が多いため、橋本は次から次へと卵を焼いていく。どうやら料理に関しては、この２人がエース級の活躍をしてくれそうだ。そんな一方、オレは生野菜や食器の用意をするという非常に楽なポジションを勝ち取れていた。

　とは言え野菜も用意する人数が人数なだけに、大量だ。焼き物は手伝えないが、野菜のカットくらいはオレも手伝ったほうがいい気がする。アルベルトの傍そばに立つと無言でこちらを見てきたので、何となく目で会話してみる。

『切れるのか？　おまえに野菜が』

『多分な』

　とかなんとか、適当な感じで理解しあいつつ包丁を手渡される。寮りよう生活になってから、多少なりとも扱っていて良かった。アルベルトの技量に合わせ野菜をカットする。

　にしても高円寺のヤツはどこに行ったんだろうな。トイレに寄ってから行くと言って既に30分以上経たっている。ＡクラスとＢクラスの生徒を１人ずつ探しに向かわせたが戻ってこないところを見るに、見つけることが出来てないようだ。

　結局高円寺は朝食まで戻らず、戻ってきても腹痛でトイレに篭こもっていたの一点張りで多くを語ろうとせず、石いし崎ざきと高こう円えん寺じの関係は完かん璧ぺきに悪化したと見ていいだろう。
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　そんな土曜日の午前の３時間目、教室で道徳の勉強をしている時だった。

　外から女子の元気な声が聞こえてくる。

　３階の窓から外を覗のぞくと、元気よく校庭をランニングする一いち之の瀬せの姿が飛び込んできた。

　初日はグループ作りに苦戦しているようだったが、元気そうで何よりだ。坂さか柳やなぎが一之瀬を潰つぶすと息巻いていたが、今のところその気配は見られない。表面上に限っては、だが。

　一之瀬のグループメンバーが誰だれであるか、上から見ることである程度把は握あくできた。

　ウチのＣクラスからは意外にも１人しか姿が見えない。Ｂクラスの生徒も一之瀬以外には知らない顔ばかりなところを見ると、男子と同じように４クラスを維持するための最低メンバーとしてＢクラスから選ばれたのか。ＡクラスとＤクラスの生徒は少し詳細が分からないが、体育祭の時に堀ほり北きたとの接触プレーに見せかけるため、龍りゆう園えんの策略で深手を負わされた女子もいる。幸いにも完治したのか、今は差し支えなく走ることが出来ているようだ。

　ちなみにオレと同じＣクラスの生徒は王美雨ワン・メイユイという名前の子がグループに参加していたようだ。
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　中国出身で、小学生の時に日本にやって来て、以降この国で生活しているらしい。

　そんな話をクラスのどこかで聞いたことがある。

　愛称はみーちゃん。親しくもない人間が呼ぶにはハードルの高いあだ名だ。あとオレが知っていることといえば、クラス内での成績は非常に良くて、特に英語を得意にしている……そんなイメージ。テストの合計点では多少の差こそあったが、学力は啓けい誠せいと同等と見てもいいだろう。そして不思議なことに、運動面でも啓誠とは似ている部分がある。

　必死にグループのメンバーに食らいつこうとしているが、ダントツの最下位だ。今にも倒れそうに空を見上げながら、息を吐き走っている。フラフラと危なっかしい。

　一いち之の瀬せはみーちゃんが遅れていることに気がつき、速度を緩ゆるめた。

　そして支えるように励ましながら一緒に走ることを決めたようだ。そして、少し遅れてもう一人女子が合流する。Ｄクラスの椎しい名なひよりだった。

　運動は得意そうではないが、笑みを浮かべ２人と並走した。龍りゆう園えんや周辺の口ぶりでは、椎名はＤクラスの女子リーダー的な役割を担っているようだった。仮にそれが事実だとすれば、今見ている女子グループには２クラスのリーダーが存在することになるのか。

　こうなると堀ほり北きたや坂さか柳やなぎが混じっていても不思議じゃないが、２人はまた別のグループらしい。

　どうしてこのメンバーになるに至いたったのか、その過程に少しだけ興味が湧わいたところで、オレは授業内容に集中するべく窓の外へ視線を外した。教師から発せられた言葉によって、教室の中に重たい空気が流れ始めたのが分かったからだ。

「これから、おまえたちには自己紹介をしてもらう。だが、これは単なる自己紹介ではなく授業の一環であることを覚えておいて欲しい。これから毎日、おまえたちにはスピーチをしてもらうことになる。学年ごとにスピーチテーマの詳細は異なるが、判断基準は４つ『声量』『姿勢』『内容』『伝え方』となっている」

　スピーチという単語はバスの中で読んだ資料にも掲載されていた。

　これがこの林間学校における試験科目の一つであることは疑いようがなかった。恐らくこの大グループの中で一人一人が考えたスピーチを披ひ露ろうしなければならない。コミュニケーションを不得意とする人間にしてみれば、地獄のような試験内容かも知れない。

　１年生は、この一年を通じて学校で何を学び、これから何を学んでいきたいかということをスピーチするよう通達される。２年や３年は進路や就職など、将来に関する内容を含んだものになるようだ。

「マジかよ。クソみたいな試験だな……」

　そう吐き捨てたくなる石いし崎ざきの気持ちも分からないではないが、少々声が大きい。

　教師の耳にも届いたようだったが、特に咎とがめられることはなさそうだった。真面目にやるのも不真面目にやるのも、結果は最終的にはグループに返ってくる。好きにすればいいということだろう。

　休み時間になると、一人の男が１年のグループへと近づいてきた。足を机の上に乗せていた石いし崎ざきだったが、その男の登場に思わず姿勢を正す。

　２年Ｂクラスの桐きり山やまという男で、南な雲ぐも雅みやび率いる生徒会の副会長を務めている。元Ａクラス出身で、南雲に敗れたことからその軍門へと下ったようだ。しかし内心では南雲の失脚を望んでいるようで、堀ほり北きた兄を通じてオレとも繋つながりを持った。

「もう少し授業に対する態度を改めた方がいいように思える」

「は、はぁ。いやでも、別に騒いだりはしてないッスよ」

「石崎だけじゃない。おまえもだ高こう円えん寺じ」

　失脚を望んでいるとは言っても、あくまでも普段は従順な副会長を演じなければならない。大グループ全体の評価に影響しそうな点は、修正しておきたいんだろう。

「この特別試験は、最終日に行われる試験そのもので評価されるのだろう？　授業を真面目に受けるか受けないかは、然程重要なことではないと思うのだがねえ」

「今回の特別試験は筆記試験だけではない。林間学校中の態度による印象点も加味される可能性があると考えることは出来ないのか。それに真面目に授業を受けず、どうやって試験で高得点を取るつもりだ」

「答えはシンプルイズベスト。私だからというべきかな？」

「なるほど。高得点を取ることは容易たやすいということか。しかし、おまえが本当に高得点を取れるかどうか分かるのは試験終了後だ。グループ活動である以上、周囲が不安にならないように務める必要があるんじゃないか？」

「私の行動ひとつで不安になるようなグループなど、グループとしての価値はないねえ」

「それを判断するのはおまえじゃない高円寺」

「では誰だれが判断してくれるのかな？」

「個人ではなく全体だ。この場にいる生徒全員で判断する」

　副会長の言葉に、堪えながらもニヤニヤと笑う石崎。高円寺をやり込めている様を見て喜んでいるんだろう。しかし高円寺はそんな『常識』が通用する相手じゃない。

「君たち全員が束になったとしても、私の方が人間としての価値が高い。目め利ききの出来ない人間に正しい判断など到底出来ないことさ」

「どうやらおまえは高校生と呼ぶにはあまりに無知であり、幼稚なようだな」

　全く怯ひるまない高円寺に対して、桐山も常識という武器で戦う。気がつけば２年の半数近くが１年の座る席を囲うようにして姿を見せる。石崎も笑ってばかりはいられず、強張った顔つきへと変わる。周囲からは、やや恫喝に似た言葉も聞こえてきた。

「それに高円寺だけじゃない。他の生徒にもチラホラと問題が見られる」

　問題のある生徒には当然石いし崎ざきも含まれているだろうが、後のメンバーは正直浮かばない。全員がそれなりに真面目な態度で授業に取り組んでいたはずだ。恐らく桐きり山やまは１年をひとくくりにして、気を引き締しめ直させる狙ねらいがあるのかも知れない。生意気な態度を取り続ければ上級生を敵に回すことになる、という圧力で抑え付けようというのだろう。高こう円えん寺じはあくまできっかけに過ぎない。

「そこまでにしておいてやれ桐山」

　３年生の石いし倉くらが、この状況を見かねて助け舟を出してきた。

「あまり行き過ぎた指導は、虐いじめと受け止められることもある。妙な噂うわさが広まれば困るのはお前たちのほうだぞ。１年は十分に状況を理解したはずだ、そうだな？」

　石倉からの確認に、高円寺以外のオレを含めた生徒全員が頷うなずく。

「お見事ですね石倉先輩。ちゃんと状況を分かってるじゃないッスか」

　一部始終を、会話に参戦することなく傍観していた南な雲ぐもが嬉うれしそうに話しかける。

「Ｂクラスにしておくには、勿もつ体たい無い人ですね。そもそも石倉先輩は運がない」

「運だと？　認めたくはないが、実力の差だ」

「俺はそうは思いませんね。先輩はＡクラスに堀ほり北きた学まなぶという天才がいたせいで、これまでずっとＡクラスに上がることができなかっただけです。３年間、大健闘してきたことは知っています。ＡクラスとＢクラスのクラスポイントでの差は３１２。卒業間近とは言え、肉薄していると俺は思っています」

「だったら、おまえがこのグループを勝たせてくれるとでも言うのか？」

「そうッスね。石倉先輩が俺に全すべて託してくれるのなら、この特別試験で勝つ、なんて小さな満足ではなく、Ａクラスに上がるための手伝いをさせてもらいますよ。堀北先輩を学校から排はい除じよすることだって出来るかも知れませんよ？」

「残念だな南雲。今回堀北は責任者についていないようだ。おまえも同様だろうがな。道連れに出来るような材料をあいつが作るはずもない」

「責任者がどうとか道連れがどうとか関係ないんですよ。潰つぶす方法は幾いくらでもあります」

　そう言って笑う。

「悪いが、おまえのことは信用できない。Ｂクラスの命運を託すなど到底な」

「それは残念ッスね」

　南雲はベラベラとグループ全員の前で口を開く。無邪気な無防備さか、それとも意図的に無防備さを曝さらけ出だしているのか。前者であるはずはないだろう。
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　その日の夕食。オレはこの日少し行動を起こすことにした。

　行動とは言っても、女子側の状況をより把は握あくしておくためのものだ。一いち之の瀬せと椎しい名なが同じグループであることが少し引っかかったからだ。他のグループがどうなっているのか、それだけでも理解しておくに越したことはない。

　恵けいはオレが接触しやすいよう、毎日似たような場所で食事をしていた。こちらから指示していたわけでもないのに、実に堅実な行動だ。

　対するオレは空いている場所を不特定に狙ねらい、食べる場所を固定しなかった。

　念には念を入れ、恵と露骨なやり取りを避けることを選んでいたからだ。龍りゆう園えんたち一部のＤクラスの生徒、それから２年副会長である桐きり山やまと、オレと恵の関係を知る生徒も少なくない。それに身内側にも警戒しなければならない存在がいるしな。

　オレはタイミングを窺うかがい恵の近くに腰を下ろす。

　あとはどうやってオレの存在を気づかせるか悩もうとしていると───

「んー」

　恵に小声で挨あい拶さつ？　のような言葉をかけられる。どうやら友人との食事を楽しみながらも、恵はオレが来たことには気づいていたようだ。

　なら、慌てず向こうが邪魔者を追い払うのを待てばいい。

　恵はゆっくりと食事を進め、友人に対して先に部屋に戻るよう誘導していた。

　もし、途中で別の生徒が接触してくるようだったり、友人が最後まで残るようなら接触の延期も視野に入れるつもりだったが、誘導は上う手まく行ったらしい。

　やがて周囲から恵とオレに目を向けるものがいなくなったところで会話を始める。

　もちろん誰だれかが来れば、会話は即中断だ。

「それで？　３日目にしてあたしの力を借りたくなっちゃったわけ？」

「そんなところだ。女子の情報がなさ過ぎる」

「まあ仕方ないんじゃない？　コミュ障のあんたに接触できる子は限られてるし」

　早速冷や水を浴びせられる。

　だが、それで恵がアドバンテージを取れ、関係維持に繋つながるのなら安いものなのだが、少しだけ意地悪してみることにした。

「ならオレのアドバイスがなくても、特別試験は切り抜けられそうなんだな？」

「あ、当たり前でしょ。あたしを誰だと思ってるわけ」

「そうか。なら心配無用だな」

「……あとで一応、あたしの状況が心配ないかどうかも分析しておいてよね」

　不安になったのか、恵はそう言った。

「とりあえず女子のグループ分けから聞かせてもらおうか」

「あ、話の前にひとつ気になってたことがあるんだけど」

「手短にな」

[image: ]

　長々と２人で話し込んでいれば、怪しむ生徒も出てくるかもしれない。

「結構大事なことって言うか……あいつ、龍りゆう園えんのヤツはどうしてるわけ」

「気になるのか？」

「そりゃあ、ね。女子の方でも話題になってるし。どうしてあいつがリーダーを辞やめたのか、本当のことは誰だれ一人分かってないみたいだけどね」

「借りてきた猫、って表現は龍園には合わないが、今は随ずい分ぶん大人しくしてるみたいだ」

「あんたのお灸きゆうが効いたってことか」

「お灸、ね」

　その強気な発言の裏には、恵けいの弱気な感情も見え隠れしている。自身の弱みを龍園に見せたことに対する不安から、どうしても様子が気になるのだろう。

「龍園のことは心配するな。あいつは不用意なことはしない。少なくとも恵に対して何かするってことは今後ないと言い切れる」

　安心させるためにそう伝える。

　しかし、恵からの反応が戻ってこない。

　警戒していたつもりだったが、誰か来たか？　そう思ったが違うらしい。

　オレはすぐに状況を察する。

「……ごめ、なんでもない」

　そう誤ご魔ま化かしてくる。

「なんでもないって様子じゃないだろ恵けい」

「な、なんでもないってばっ」

「恵、本当か？」

「……ちょっと待って。あんたわざとでしょ！」

　振り向きこそしなかったが、恵のドスの利きいた声。

　ちょっと弄いじりすぎたか。

「あぁもう。ほんと、下の名前で呼ぶのなんて許可しなきゃ良かった……」

「そもそも最初に呼び出したのはそっちだけどな」

「あ、あれは仕方なくだし」

　そんなことより、龍りゆう園えんのことが納得できたなら早く話を進めさせてもらいたい。

　喧けん騒そうに紛まぎれていると言っても、知る人間が見ればこの位置関係に疑問を抱く。

「一応、可能な限りは情報を集めてきたけど……話していい？」

「ああ」

「ってか先に言っておくけど、あんたの希望してたグループの全体把は握あくなんて全然出来てないからね」

「分かってる。おまえにそこまでは求めてない」

「なーんかむかつく言い方。さすがのあんただって、どのグループに誰だれがいるかなんて全部は分かんないでしょ？」

「さあ、どうだろうな」

「……何よ、まさか全員覚えてるとでも言うつもり？」

「一言もそうは言ってない」

「Ｂクラスの柴しば田たくんは？」

「神かん崎ざきが率いるＢクラス中心のグループ」

「Ａクラスの司つかさ城きくんは？」

「それも似たような感じだな。的まと場ばって生徒が構成したＡクラス中心のグループ」

「じゃ、じゃあ鈴すず木きくんは？」

「その名前のヤツなら、オレとは違う小数グループに配属されてたな」

「全部覚えてんじゃん！」

「名前を知ってるヤツ限定だ。ただ顔を見ればどの生徒が、どのグループになったかは覚えてる」

　この試験があってよかったと思ったことは、１年の生徒の名前を全員覚えようと決められたことだ。

　試験後には恐らくほぼ１００％、名前と顔を一致させることができるだろう。

　確認漏れや、勘違い等がなければ、だが。

「はー……どうやったらそんな記憶力良くなるんだか。あんたってメガネかけたガリベン君タイプだったとか？」

　残念ながら、恵けいの言ってることはよく分からない。

「それより本題だ。坂さか柳やなぎと神か室むろのグループはどうなってる」

「２人は同じグループでＡクラス９人の３クラス構成。最初にＡクラスが固まったのよね」

　説明を恵から受ける。Ａクラスは男子同様ほぼ固まってくる戦略を打ってきたか。

　しかし12人ではなく９人にしたか。

「３クラス構成ということは、どこかは参加しなかったんだな。あるいは坂柳が入れなかったのか？」

「Ｂクラスからは受け入れないってことで、最初から拒否してた。一いち之の瀬せさんは信用できないとか何とか。まぁ言ってたのは坂柳さんじゃなくて神室さんだったけど」

「信用できない、か」

「そりゃ別のクラスの生徒なんて誰だれも信用できないけど、名指しでそう言われたのは一之瀬さんだけなのよね。でもそれって変じゃない？　あたしでも彼女の良い評判は聞くし」

　もし１年の別のクラスで信用できる生徒を一人挙あげろといわれれば、間違いなくオレも一之瀬を挙げる。もちろん他クラスの人間ならば、[image: ]くし田だの名前を出す生徒も少なくないだろうが。

　ともかく一之瀬は学年では１、２を争う信頼度の高い生徒のはずだ。

　しかし３クラスかつ最小人数となれば報ほう酬しゆうも目減りする。

　絶対的な勝ちは拾えないが、絶対的な負けもない戦略。

「ずるいよね。Ａクラスは守ってればいいんだから。グループ作るのも強気強気」

「そうだな」

　堅実な手堅い作戦だが、この手を立案したのは十中八九坂柳のはず。

　攻撃的な性格のあいつが、守りスタンスの戦略を使うとは意外だ。

「それで、あたしはこの後どうしたらいい？　何か仕掛けたりしたほうがいい？」

「今回の試験では小細工じゃどうにもならないこともある。ただ、何人か監視してもらいたい相手がいる」

　そう言って、オレは主要になりそうな人物を数人ピックアップして伝える。

「ん、結構大変だけどやってみる」

　しっかりと教え命じられたことには素直に従う。それが恵の長所だ。

「でも今回の試験なんなわけ？　作法だとか道徳だとか本当に必要なものなの？」

「どうだろうな。これは物語的に言えば、マクガフィンみたいなものかも知れない」

「え？　マグカッ───」

「マグカップじゃないぞ」

「わ、分かってるわよ。で、それがなんなわけ？」

　全然分かっていないようだった。

「登場人物にとっては重要な『モノ』だが、物語上では対して重要じゃないモノのことだ」

「全然分かんない。清きよ隆たかが頭良いのは分かったから、分かりやすく説明しなさいよ」

「作法や道徳は必要なものだが、一つ一つはそれほど重要なものじゃないってことだ」

　食事の時間も残りが少なくなり生徒が散り始めた。

「しかし今回の試験は───荒れるかも知れないな」

「荒れるって……どういうこと？　清隆の思ってる方向に進んだら、ヤバイことになるってこと？」

「安心しろ。少なくともおまえに被害が出ることはない」

　今回、荒れるのは恐らく１年じゃないだろう。オレはトレーを持って立ち上がる。

「また必要があれば声をかける」

「了解」

　そんなやり取りを終え、オレは一度共同部屋へ戻ることを決めた。
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　それは３日目の夜。３度目の大浴場に入ったときのことだった。広い浴場の中、ある一角に数人の男子生徒が集まっていた。山やま内うちや池いけの姿だけではなく、柴しば田たなどのＢクラスの生徒も一部見えた。

　偶然一緒に風ふ呂ろ場ばへと入ってきた神かん崎ざきと顔を見合わせる。

「珍しい組み合わせ、のようだな」

　神崎も驚いた様子でその集団を見つめる。

「みたいだな」

「そっちのグループはどうだ。特にトラブルは起きていないか？」

「どうかな、あまり順調とは言えないかも知れない」

　素直にそう答えると、神崎は驚くこともなく納得した様子を見せた。

「少人数で４クラスの生徒が満遍なくいると、そんな傾向になりやすそうだ」

「それだけならいいんだけどな」

「森もり山やまたちから報告は受けている、全員が高こう円えん寺じには手を焼いているそうだな」

　そのあたりの事情は、当然想定の範囲内か。

「クラスメイトとして尽力してるんだが、全く制御できない」

「制御と言えば……龍りゆう園えんの様子は聞いているか？」

「いや、全く耳にしないな」

　明あき人とが龍りゆう園えんをグループに引きいれてから今日で３日目。

　風ふ呂ろやトイレ、食事時に姿を見かけることはあってもすれ違うだけだ。

「何か企んでいれば噂うわさのひとつも出てきそうなものだが、報告は全く上がってこない」

　Ｂグループのサブリーダー的立場の神かん崎ざきがそういう以上、そういうことなんだろう。すべての事情を知るオレにして見れば龍園が何かするわけがないのだが、周囲の疑いの心もついに薄れてきたのかも知れない。

　しかし、当面の間気を抜くことはないだろう。試験本番、その最後に仕掛けを打ってくることだって多いにあると予想できるからだ。

「もし困ったことがあれば相談してくれ。Ｃクラスとはこれからも良好な関係を続けたい。もちろん一いち之の瀬せもそう考えている」

「ありがたいことだな」

「一之瀬は堀ほり北きたを高く買っているようだ。能力、というよりは素直さの面をだが」

「素直さ……ね」

　堀北が素直な性格かと言われれば、正直なところ素直とは到底思えない。

　しかしここで神崎の指す素直という言葉は、オレの考える素直という言葉と少し意味合いが違うものなのだろう。

　約束したことをしっかりと守る、そんな律りち儀ぎさの部分じゃないだろうか。

　坂さか柳やなぎや龍園には、その面は全く期待できないだろうからな。

「おっ神崎！　こっちこっち！」

　入り口に立ち尽くして話し込んでいた神崎を見つけ柴しば田たが手を振る。

「綾あやの小路こうじ～おまえもこいよ～」

　そしてオレも似たようなタイミングで山やま内うちに捕捉され手招きされた。断るような流れでもないため近づいていく。

「どうした」

　神崎が柴田にそう声をかける。

「いやさあ、実はちょっと変なことで山内たちと盛り上がっちゃってさ」

「変なこと？」

「学年で一番アレが大きいのは誰だれかって話になったんだよ」

「アレ、とは？」

「決まってるじゃんココだよココ」

　柴田は笑いながら、白いタオルを巻いた腰もとの中心を指差す。

「……そうか。面白いことをしているな」

　そう言いつつ、神崎は柴田の子供のような競いに呆あきれたため息をついた。

「いや俺だってガキみたいだなって思ってるんだぜ？　けどさ、意外と盛り上がるんだよコレが」

　どこに盛り上がる要素があるのか、神かん崎ざき同様オレにもさっぱり分からない。

　互いに顔を見合わせ、タイミングを見て距離を置くことを決める。

　柴しば田たたちが談義を再開したところで神崎が離れた。

　オレも少し遅れてその場を離れようとする。

　しかし───

「今のところ、誰だれが暫定王者なんだよ」

　話を聞きつけたのか、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で現れたのは須す藤どう。

　がっちりとオレの両肩を掴つかんで聞いてきた。そのため逃げられなくなる。

「……さぁ、オレにはさっぱり」

　そうはぐらかす。

　大半の生徒が腰にタオルを巻く中、堂々とした姿を見せている。

「おぉ……さすが須藤」

　Ｂクラスの柴田が、固唾かたずを飲み込んだのが分かった。

「暫定王者はＤクラスの金かね田だだ」

「金田ぁ？　あんなヒョロメガネかよ」

　どけ、と柴田を押しのけ山やま内うちたちに合流する須藤。

　金田は参戦する気など全くなかったようで、居心地悪そうにしている。

「来てくれたか健けん！　おまえだけが頼りだ！」

「任せとけ」

　Ｃクラス代表として須藤が参戦する。

　争いに巻き込まれ、困惑する金田に須藤が立ち向かう。

「風ふ呂ろの中までメガネかよ」

「そうしないと、視界が悪すぎて歩けませんからね……」

「そうかよ」

　もちろん暴力行為などは一切無い。ただ、互いに隣に立ち合うだけ。

　勝敗が着くのは大抵一瞬だ。

「っしゃあ！」

　須藤が高らかに風呂場でガッツポーズする。声が響き渡った。

　やっとゲームが終わった、そんな様子で金田は逃げ出す。

　巻き込まれたのが災難だったな、としか言えないが。

「俺が王者で決まりだな」

　須藤の強さを知って挑む生徒もそうはいないだろう。

　これで無益な争いは終了か、そう思われたが……。

「王者？　笑わせるなよ須す藤どう」

　高らかに笑い続ける須藤に、弥や彦ひこが食って掛かった。

　しかし須藤は弥彦の裸を一いち瞥べつしただけで、相手にしない。弥彦は前を隠していないため、もはや戦うまでもなく勝負はついている。

「俺とおまえじゃ勝負にならねえよ」

「確かにな……だが、相手をするのは俺じゃない」

「誰だれが相手でも同じだ。王者はＤクラスの───」

「違うぞ健けん、ＣクラスだＣクラスっ」

「……そうだった。王者はＣクラスの須藤健様だ！」

「最下層から１つ上がっただけだろ。Ａクラスの[image: ]かつら城ぎさんに勝てると思うなよ！」

　どうやら戦うのは弥彦ではなく、その弥彦が慕って止やまない[image: ]城のようだ。

　その[image: ]城は椅い子すに座り、まさに頭を洗おうとシャンプーに手を伸ばしたところだった。

　シャンプーをどの部位に使うのか多少興味があるが、聞けるような空気じゃない。

「やめろ弥彦。俺はこんな下らない争いに興味は無い」

「そうはいきません。男のプライド、いえ、Ａクラスの威信にかけて勝たなければ！」

「下らん争いだ……」

「そうでもないんじゃないか[image: ]城」

　橋はし本もとが近づいてくる。弥彦は露骨に嫌悪感を見せる。

「弥彦の言うようにＡクラスのプライドがある。須藤に立ち向かえるのは、おまえの持ってるソレくらいなものなんじゃないか？」

　橋本は直接[image: ]城のソレと呼ばれるものを確認した。

　そして勝算があると見込んだのだろう、不敵に笑い勝利の可能性を抱く。

　一方の[image: ]城は立ち上がろうとしない。

「来いよ[image: ]城」

　挑発する須藤に対して、[image: ]城は静の態度を崩そうとはしなかった。

　しかし、周囲のボルテージは上がる一方。

　[image: ]城と須藤との戦いを見たいとはやし立てる。

「全く。このままでは落ち着いて頭を洗うことも出来ん」

　ということは、やはりシャンプーは頭に使うつもりだったのか。

「勝負は一瞬だろ[image: ]城」

「……好きにしろ」

　もはや勝負を受けることが最善の策だと、ゆっくりと立ち上がる。

　大きな身体からだに、周囲が感嘆の息を漏らす。

　そして相対する竜虎。

「こ、これは───!?」

　判定に回った山やま内うちが、しゃがみこむ。

　左右それぞれの戦力をチェックするが、その差はどうも僅きん差さらしい。

　判定待ちの間、須す藤どうは感心する。

「やるな[image: ]かつら城ぎ。Ａクラスの切り札と言われる理由に納得だぜ」

「くだらん……」

「判定結果は───」

　山内が立ち上がる。

「ドローだ！」

　引き分けなどあまりなさそうな戦いで、ドローのジャッジが下される。

　その判定に物言いをしようと池いけや柴しば田たたちも集まってくる。

　だが、山内の判断は的確だったのか、どっちが上だと断定できない様子。

「……もういいか？」

　見物されることに辟へき易えきした[image: ]城が、強引にもとの位置に戻った。

「認めたくは無いが、暫定１位２人っつーことで」

　誰だれも反論しないだろうと思われたが、事態はこれで収束しない。

「おまえらの死闘見させてもらったがよ、甘いな」

　そう言ったのはＤクラスの石いし崎ざき。

「はっ。笑わせんな石崎。おまえじゃ相手にならねぇよ」

　戦うまでもない、と須藤は笑う。石崎は弥や彦ひことほぼ同レベルだ。

「相手をするのは俺じゃねえ」

「なに？」

「バカが！　俺たちＤクラスには究極の切り札がいんだよ！」

「……まさか龍りゆう園えんか？」

「ちげえよ！」

　石崎が高らかに叫ぶ、その男の名前を。

「アルベルト、おまえの出番だ！」

　そう呼ばれた瞬間、周囲の男子がざわついた。誰もが一度は頭に過らせながらも、あえてアルベルトだけは外して考えていた。そんな暗黙のルールが破られた瞬間だった。

「おまえ、それはずるいだろ！」

　王者の風格を漂わせる須藤ですら、動揺を隠せない。

「抜かせ。学年一を決める試合ならアルベルトだって俺たちの味方だ！」

　まぁ話の流れから考えれば石崎の主張はもっともだ。

　ただ国を飛び越えての戦いが、不利なことは誰だれにも否定できない。

　日本のプロ野球もレベルは高いが、メジャーの試合を見れば、身体能力の差は火を見るよりも明らか。

　身体からだの骨格、遺伝子から違う外国人の肉体に驚かされるだろう。

　ぬっ、と静かに現れるアルベルト。須す藤どうや[image: ]かつら城ぎも恵まれた体格をしているが、その比じゃない。

　しかも風ふ呂ろ場ばなのにサングラスをかけている。普通は曇くもって前が見えなくなりそうなものだが、曇り止めジェルでも使用されているのか、アルベルトの動きに迷いは無い。

「くっ、でけえ……」

　アルベルトの腰には、バスタオルが巻かれている。

　どうやら須藤の呟つぶやきは体格に対してのもののようだ。

　こうして直に比べてみると良く分かる。

　中学生と大学生、それくらいの差がある。

　となると、当然互いの持っている武器の差も、ソレに等しいか。

　あるいは僅わずかながら、大した武器ではないことを祈るしか須藤には出来ない。

「かかってこいやあ！」

　恐れず、須藤は前へ。

　王者として、逃げるわけにはいかない。

　アルベルトはただただ、無言。

　そして威い圧あつ的。

　バスタオルを取る作業すら、石いし崎ざき任せだった。

　取り払われるヴェールを、王者須藤のみならず全員が見守る。

　ラスボスに相応ふさわしい武器が飛び出すのか。

　はたまた大番狂わせ、意外にも小物なのか。

　今、雌雄が激突する。

「いけ───アルベルト！」

　石崎も知らないのであろう、アルベルトの戦闘力が明らかになる。

「こ、これは───!?」

　まず真っ先に王者の目に飛び込んできた、秘められしアルベルトの正体。

　そして訪れる静せい寂じやく。




「負け───た」




　王者須藤の一声。

　膝ひざから崩れ落ちる、圧倒的敗北感。

　[image: ]かつら城ぎとの対戦のように、判定にもつれることすらない。

　それほどに強烈な差がそこにはあった。

「これがアルベルト……ラスボスの強さなのかよっ」

　山やま内うちや柴しば田たたちも戦意を失い、須す藤どうのように崩れ落ちる。

　もはや敵かなう相手などいない。

　絶望の風が吹き荒れる。

　アルベルトは巨体をゆっくりと屈めてタオルを拾い上げ、そのまま歩き出す。

　男たちは須藤に続くように膝をつく。

　敗北を認め、全員が諦あきらめかけたときだった。

「はっはっは。君たちはチルドレンのような愉快なことをしているようだねぇ」

　この重い空気を一瞬で両断する高こう円えん寺じの声。

　湯船の中から、この一連の騒動を見守っていたようだ。

「んだよ高円寺。おまえは悔くやしくないのかよ！　須藤のこの無様な姿を見ろよ！」

　叫ぶ山内。須藤は悔しさからまだ立つことが出来ないでいる。

「知っているさ。レッドヘアーくんにしては、健闘していたようだがねぇ」

「んだ、てめぇ、おまえならアルベルトと戦えるとでも言うつもりか？」

　瞳の色を失った須藤からの質問。

　高円寺の態度はいつもと変わらなかった。

「私は常に完かん璧ぺきな存在だ。男としても、究極体なのだよ」

「はぐらかすな。具体的にはどうなんだ」

　湯船から出ようともせず、高円寺は髪をかきあげる。

「争うまでもないことさ。私より優れた者がいないことを知っているからこそ、無益なことで血を流す必要はないのさ」

「そんなこと言って、アレはそうでもなかったりするんじゃねえの？」

　山内が針を刺す。

　しかし、高円寺の態度には全く変化をもたらさない。

「実に愚かだねぇ。しかしたまには君たちの遊びに付き合ってみるのも面白いか」

　挑戦を受けるつもりのようで、高円寺は再び髪をかきあげた。

「それで私の対戦相手は、アールベルトくんでいいのかな？」

　なぜ伸ばし棒をつけた。

「違う、[image: ]城さんだぁ！」

　弥や彦ひこが叫ぶ。

「いや、俺は関係ないだろう弥彦……」

「アルベルトと勝負して、高こう円えん寺じが勝てるわけないじゃないですか！　日本人代表として、お願いします[image: ]かつら城ぎさん、どうかあいつを倒してください！」

　弥や彦ひこも、高円寺と同じグループだからな。

　日々色々と思うことがあるのだろう。

　湯船にいたとはいえ、高円寺は恐らく須す藤どうたちの戦力を具体的には知らないはず。

　互角である[image: ]城なら十分勝機はあるだろう。

「……全く……。あと一度だけだぞ」

　呆あきれながら、日本人代表、[image: ]城が立ち上がった。ぶるんとアレが揺れる。

　その度に男子は、神々しいものを見るかのような目に変わっていく。

「や、やっぱりデケェ。アルベルトは無理でも、高円寺なら───」

「フフフなるほど。伊だ達てに一度は王者に上り詰めただけのことはある、ということだね」

「早く済ませてくれ」

「しかし、私の相手ではないね」

　それを見て、湯船から立ち上がろうともしない高円寺。

「おいおい、びびってんじゃねえのか高円寺。湯船に隠れたソレは飾りか？」

　石いし崎ざきからも煽あおりが飛んでくる。

「戦うまでもない相手に、刀を向けるほど愚かではないのさ」

「へっ。だったら完膚なきまでに心を打ち砕いてやるぜ。なぁアルベルト！」

　海外代表の男アルベルトも、[image: ]城の横に立つ。

　すると[image: ]城すら、小物に見えてしまうという現象が起こる。

　それを目の辺りにした高円寺の表情が初めて劇的に変わったのが分かった。

「ブラボー」

　パン、と手を叩たたく。

「なるほどなるほど。流石さすがは世界代表、伊達ではなさそうだ」

「分かったか高円寺。おまえがどんだけピエロだったかってことがよ」

「俺はもういいだろう」

　身体からだを洗い終えた[image: ]城は、高円寺から距離をとるように湯船へと入った。

　もはや全員[image: ]城に興味はなく、高円寺とアルベルトの戦いに興じる。

「本来、男には見せる主義ではないのだがね。一度きりのサービスだよ」

　高円寺はあえて、傍そばに置いておいたタオルを手にすると、武器を隠すように立ち上がり腰に巻いた。

　そして、ゆっくりと湯船から出てくる。

「や、やる気かよ高円寺」

　対たい峙じする究極の変人対王者。

「勝負は最初から分かっていることだがね。全員に生き証人になってもらうよ」

　高こう円えん寺じはポージングを決めながらヴェールに包まれたタオルを取り払った。

　その瞬間眩まばゆいばかりの光が目に飛び込んでくる。

　金髪に染め上げられた、ライオンのタテガミに覆おおわれた一本の剣。

　いや、それは剣と呼ぶにはあまりに巨大すぎた。




　アルベルトが傍そばで小さく呟つぶやくのが聞こえた。




『Oh my God』と。




「これで私が完かん璧ぺきな存在であることは証明されたようだね」

　生き証人とされた男たちからは、声すら漏れない。

「おまえ、本当に人間かよ」

　もはや国籍を超えた圧倒的なパワーの前に、須す藤どうはそう評するしかなかった。

　須藤や[image: ]かつら城ぎがライフル、アルベルトをバズーカとするなら、高円寺は戦車だ。圧倒的火力の前には、太刀打ちすることなど出来ない。その巨大さと装甲、火力でなぎ倒す。

　もはや、高円寺の道を塞ふさぐ者など現れることはないだろう。何な故ぜならこの大浴場には、アルベルトを倒すことの出来る生徒も存在しないのだ。

　そう、誰だれもが認めかけた時だった。

「クク。待てよ高円寺」

　声がかかる。

　高円寺が先ほどまでいた、湯船の中からだった。

「りゅ、りゅうえん……」

　誰かが正体に気づく。

　高円寺の近くのジェットバスで、身体からだを温めていた男、Ｄクラス元リーダー龍りゆう園えん翔かける。

　アルベルトや高円寺たちの戦いを見ていたであろう男の瞳には、色が宿っていた。

「まさか君が私の相手になれるとでも？」

「いいや、さすがの俺もおまえのソレには勝てないようだ。だが、良い勝負をするヤツが一人だけいるかも知れないぜ？」

　匂わせる表現をすると、一斉に生徒たちは見回す。

　しかしそんな存在などいるはずもない。

　それで直感する。

　今まさに、オレは龍園の罠わなにかかってしまったのだと。

「ほう？　ソレは誰だね」

　高こう円えん寺じも多少興味があるのか、龍りゆう園えんに問いかける。

「さあな。だが俺の勘違いでなけりゃ、この場で腰にタオルを巻いていて、その実力をひた隠ししているのは、あと一人だけみたいだけどな」

　そんな本当にやめてもらいたい爆弾だけを残し、龍園は湯船に入って背を向けた。

　幸いにも龍園の言葉を聞いていたのは数人だったが、どうしても視線は集中する。

　恐らくはこの浴場にいる全員のみならず、日本中の人間が注目している気がする。

「まさかおまえみたいなヤツが？　まさかなぁ」

　そう言って弥や彦ひこは、オレの傍そばに近づき睨にらみつけてきた。

「……あんなヤツの言葉を真に受けるのか？」

「そんなつもりはないけどな……。ただ、おまえだけずっと隠してるのは気になる」

「気になるも何も、オレは最初から参加するつもりはないだけだぞ」

　一歩下がりながら参加を拒否する。

「そうだろうけどな、一応チェックさせてくれよ」

　山やま内うちと弥彦がオレを挟むように近づいてくる。

　その時、龍園が不敵に笑ったのが見えた。

『おまえに敗北を味合わせてやるよ』

　そんな視線と笑み。

　やはり……。

　オレのがどうであるかなど知るはずのない龍園が、意図的にけしかけてきた。

　高円寺と対たい峙じさせ、どんな形でもオレを『負け』させたいらしい。

　なんとも龍園らしい意地の悪い戦い方だ。

　全力で浴場から逃げ出すことも出来るが、それはこの林間学校での入浴を全すべて否定することにも繋つながる。遅かれ早かれ、このヴェールは剥はがされてしまうだろう。たったひとつだけ助かる方法があるとしたら、向かってくる生徒全員を返り討ちにすることだが、それはもはや策略とは言えない。どちらにせよ負けみたいなものだろう。

　つまり、この理解不能な戦いを避けて乗り切る方法は皆無ということ。

　オレが微動だにしないでいると高円寺が笑う。

「はっはっは。恥ずかしがることはないよ綾あやの小路こうじボーイ。プロテクターがついていたとしても、それは日本男児の多くが持っているもの。保護してくれる大切なものさ」

「おまえは保護してないだろ高円寺」

「既に圧倒的な強さを身につけているからねえ。防具は不要なのさ」

　いや、まだ逃げ切る方法はあるはずだ。

　考えろ、探すんだ、活路を───。

「おまえらコールしてやれ、コールを」

　ドロップアウトしたくせに、湯船からそう生徒たちを焚たきつける龍りゆう園えん。

　策を打ち、こちらを逃がさない戦略を仕掛けてくる。

「外せ！　外せ！　外せ！」

　突如として沸き起こる、男子一同の外せコール。

　誰だれが焚きつけたなど男たちにとっては些さ細さいなことか。

　オレは龍園によって、そして男子全員によって絡からめとられた。

　ただ一日の疲れを癒いやすために入った、この浴場で。

「……分かった」

　時に、戦う必要があることは否定しない。

　そして今がその時であることも認めるしかないだろう。

　武器を手にする男として、戦えるのであれば、戦うべきなんだろう。

　大切なのは勝敗、いやプライドなどではないのだ。

「好きにしてくれ」

「介錯してやろうか？　綾あやの小路こうじ」

　近づいてくる須す藤どう。オレはそれを手で制する。

　オレは鳴り止やまない外せコールを受け、その腰に巻いたタオルを自ら外す───。

　続いていたコールが、ボリュームを一気に落としていく。

　そして先ほどまでのうるささが嘘うそのように、静せい寂じやくな時間が訪れた。

「ま、マジかよ綾小路のヤツ……」

「信じられない……」

　ひそひそ話をするかのように、誰かがどこかでオレのことを話す。

「これはこれは、正直感心したよ綾小路ボーイ。まさか日本人で私と互角の戦いを演じることが出来る人間がいるとは思わなかった。誤差数ミリなど私たちにしてみればあってないような差だよ」

「……まるでＴレックス同士の対決のようだな……」

　湯船から、感心するような呆あきれるような目でオレたちを見上げる男子たち。

「君たちは歴史の生き証人になったみたいだねぇ」

　全員に向かって、高こう円えん寺じはフフフと笑いながらタオルを肩にかけた。

「しかし厳密には私の勝ちだろうね。Ｔレックスにたとえて言うなら、獲物を食らってきた数、即すなわち経験値の差でね」

　もはや詳しく語るまでもないと、高円寺もざばりと湯船に身体からだをつけた。
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　夜中、オレは共同部屋のベッドの上にいた。

　既に消灯時刻は過ぎ、深夜１時。当然ながら全員寝静まっている。

　明日に備えて眠るべきタイミングで起きていたのには理由があった。

　それはオレの枕の下に置かれてあった一枚の紙。そこには25という数字が書かれていた。

　シンプルだからこそ考えられることは少ない。25時という合図が受け取れるメモだった。誰だれが置いたものかは見当がつかないが、それを確認するために起きていた。

　これが単なる悪戯いたずらや全く異なった意味のものであれば、それはそれでいい。

　この時間を使って、落ち着いて物事を考えることが可能だ。

　この特別試験の本質がどこにあるのか。特別試験の内容の全ぜん貌ぼうが少しずつ見えて来た。

　具体的に加点部分が説明されたわけではないため、憶測の部分も含むが、ほぼ確実に試験に絡からんでくるであろう項目がいくつかある。




『禅』

　座禅開始までの作法から、座禅そのものの姿勢などを採点。作法の間違いや、警策で叩たたかれたりした場合に減点されると予想できる。

　『駅伝』

　順位とタイムで競われるシンプルな判断基準になるだろう。




『スピーチ』

　大グループ内で１人１人がスピーチを行う。採点方法は既に開示されていて『声量』『姿勢』『内容』『伝え方』の４項目。




『筆記試験』

　道徳問題を中心とした筆記試験もあると考えられる。これは通常のテストと同じで点数の良よし悪あしがそのまま結果に直結するはずだ。




　他にも『清掃』や『食事』など気になる要素もあるが、今はまだ判断できない。

　遅刻の有無やグループ内におけるトラブルなども、場合によっては試験外だが査定の一つになっているかもしれない。

　この異質な特別試験の攻略に、多くの生徒が頭を悩ませているんじゃないだろうか。

　本質を理解することで見えてくる必要戦略。

　真っ当にグループ内の結束力を高め、カバーしあい、高い平均点を獲得する。

　言わば王道の戦略。簡単なようにも思えて、なかなかハードルが高いことはグループ作りの時から見ても分かる通り。普段敵対しあっている生徒と完全な形で協力するというのはとても難しい。

　ウチのクラスで言えば堀ほり北きたや平ひら田た、他クラスなら一いち之の瀬せや[image: ]かつら城ぎが選択する方法だろう。グループ内に強い影響力を持ち、統率力を発揮できるかで差が生まれてくる。

　メンバーの選定はもちろん重要だが、この特別試験の内容から活躍できる生徒を最初の段階で見抜くことはほぼ不可能だ。学力では申し分のない活躍が期待できる啓けい誠せいだが、初日の座禅では５分２セットすら苦しい様子だったし、足を組むことすら出来ない生徒もいた。今の段階では運動の出来る出来ない、勉強の出来る出来ないだけでは測れないものが大半で、これから先は、適応力を持った生徒が頭角を現してくるだろう。

　そして王道とは外れた戦略を打ってくる生徒も、少なからず存在すると思われる。

　学校側も趣向の変わった試験を用意するのに苦労していることが、今回のルール説明の時から窺うかがえている。初めての特別試験、無人島の時からそうだが、ルールには必ず虚を突く穴のようなものが存在する。暴力を禁止された無人島で、伊い吹ぶきと堀北が殴りあいをしたように、死角が存在するからだ。

　もちろん、その違反行為がバレた時のデメリットは大きい。即退学措置も用意されていることから大半の生徒は実行に移すこともしないはずだ。そもそも、違反行為をすれば勝てる、という単純なものでもない。

　僅わずかな死角、穴を突いて王道を出し抜く一撃を放てるかどうか。高いハードルを越えなければならない。

　オレはこれまで、特別試験では何かしらの手を加えてきた。

　無人島では堀ほり北きたをリタイアさせることでリーダーをすり替え、船上試験では携帯を使ったトリック、体育祭ではあえて目立つ行動を取り、ペーパーシャッフルでは[image: ]くし田だ封じをした。

　だが今回、オレは何もしないことを早々に決めた。

　情報は集めつつも、あくまでも傍観者を決め込む。それが、フェードアウトし、一般生徒として卒業するためのプロセスに必要な行為だと判断しているからだ。

　もし、今回のことでＣクラスが大きなマイナスを被こうむるとしても、何もしない。

　一定の関心をオレに寄せてきている坂さか柳やなぎや南な雲ぐもに、オレが戦う意思のないことをアピールする狙ねらいもある。効果のほどは、懐疑的だが。

　堀北兄も、オレが静観したとして責めることは出来ないからな。

　ただし、唯一こちらが取る手段があるとしたら、それは防衛だ。オレを退学させようとしてくる生徒がいれば、自衛させてもらうのは当然のこと。

　25時を過ぎた。特に変わったことは起きないようだ。

　だったらそろそろ眠ろう。そんな時だ。

　部屋と廊下を結ぶ扉の隙すき間まから、光が僅かに差し込んできた。モールス符号だ。

　光の点滅での通信。林間学校の夜中、廊下は非常に暗いため懐中電灯が部屋に何本か常備されている。恐らくそれを持ち出してのことだろう。オレを呼び出す合図だということは分かった。光は音もなく静かに去っていく。オレは上半身を起こし、静かに立ち上がる。部屋にはトイレがついていない。夜中にトイレに立つ行為そのものは、けして不自然なものではないだろう。
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　部屋を抜け出す。廊下は真っ暗だったが、僅かに足音が遠ざかっていくのが分かった。

　追いかけていく。その光の正体は、堀北学まなぶだった。

「あんたがオレに接触してくるなんてな。目立たないか？」

　オレのベッドにメモを仕込むには、オレが寝ている位置の把は握あくが必須だ。

　となれば、思い当たる人物はひとりだけ。

　初日にトランプを持って南雲と共にやってきた３年の石いし倉くらか津つ野の田だだろう。

　ヤツに聞けばオレがどのベッドを使っていたか分かっただろうからな。

「寝静まった夜中に、密会する生徒は少なくない。今回の試験では２つ３つ策略が動いているだろうからな」

　１年から３年までが勝つために知恵を振り絞っている。とは言え、こうして密会する連中の考えることは大抵ろくでもないことだ。

「何な故ぜ、このタイミングで呼び出したか分かるか？」

「南な雲ぐもの行動が不気味だから、って理由以外には見当たらないな」

「その通りだ。同じ大グループに含まれたおまえなら、何か掴つかんでいる可能性があると思って声をかけた。それにバスの中で送ってきたメッセージの返答を返したかった」

「先に言っておくが、期待はずれだ。南雲におかしな動きはない」

　幾いくつか気になる点はあるものの、オレは何も掴んでいないと嘘うそをついた。

　南雲は堀ほり北きた兄に勝負を持ちかけた。大勢の前で直接対決を持ちかけた以上あっさりと負けるのは同じ２年に示しがつかない上に、先輩や後輩からも今後懐疑的な視線で見られかねない。戦う以上絶対の勝算を持って挑むはずだ。だが、それが掴めない。正々堂々を堀北兄に注文された上での勝負となれば、大グループの授業に対する取り組み姿勢などを厳しく徹底管理していくと思っていたが、その気配もまるでない。

　それが堀北学まなぶに対して不安を与えているのだろう。

　そうでなければリスクを冒おかしてオレを呼び出したりはしない。

「では、南雲は何も策を打たないで本番の試験を迎えると？」

「さあ。第三者を巻き込まずに出来ることなんて限られてると思うけどな」

　私語や居眠りをしない、遅刻をしない、体調を崩さないなどの注意喚起は出来るとしても、それで飛躍的にテストの点数を向上させられるわけじゃないだろう。あくまでもマイナスになりうる要素を消す作業でしかない。

「現状、大グループの総合力はこちらが上だと見ている」

　堀北兄はそう冷静に分析していた。確かに１年からも、Ａクラス中心のグループを抱き込んでいる。このまま試験本番を迎えれば、勝ちの可能性は濃厚ということか。

　だからこそ何もしていない南雲に不気味さを覚えている。

「約束を反ほ故ごにする可能性は？　どんな形でも、あんたに黒星を付けたい可能性はある」

「確かに南雲は逆らう者には容よう赦しやしない。龍りゆう園えんのような反則紛まがいの行動を取ったことも一度や二度ではない。そしてそれが２年の異様な退学率にも繋つながっている。しかし、ヤツは一度口にしたこと、約束したことを破ったことはこれまで一度もない」

「第三者を巻き込まずに戦う約束をした以上、それは守ると？」

「そうだ」

　その点に関して、堀北兄は迷いなく頷うなずいて見せた。２年近く生徒会で共にしていたからこそ、見えている部分というわけだ。その絶対なる確信を聞き、オレは当初に抱いた疑問、その答えに辿たどり着つく。今目の前にいる堀ほり北きた兄も、そして恐らくは２年や３年の生徒全すべてに言えること。ここで、今ひとつのアドバイスを堀北兄に送ることは出来るかもしれない。しかし、恐らくそれはあまり意味を成なさないだろう。

　敵である相手を信じることでしか、攻撃を防ぐことが出来ないと判断しているからだ。

「どうやら時間の無駄だったようだ」

　背中を向け、部屋に戻るため歩き出す堀北兄。

「おまえの知りたがっていた件だが……生徒会は特別試験に対して発言力を持っている。ルールへの口出しやペナルティの一部変更など、生徒目線の意見を取り入れる形を採用しているからだ。ただし、好き勝手決めることが出来るわけではない」

「そうか」

　こちらの要望にはしっかりと答え、堀北兄は去っていった。

「負けるかもな」

　オレは気がつかないうちにそう呟つぶやいていた。

　いや、負けるという表現は正しくないか。堀北兄はミスをしない。

　徹底してグループを管理して上う手まく立ち回るだろう。抜かりはない。

　ただ……だからと言って、それが完全なものでないことは明らかだ。

　３学期開幕のこの試験を皮切りに、大きく何かが変わるかもしれない。






○女子たちの戦い前半　一いち之の瀬せ帆ほ波なみ









　と、以上な感じで３日間、男子の間では色々とあったみたいだけど、女子である私、一之瀬帆波がそんな事情を知るはずもなく。

　林間学校で、特別試験が始まることになる当日に話を遡らせてもらうね。

「とりあえずグループ分けも決まったことだし、ちゃんと仲良くしようね皆」

　就寝前。私はグループのメンバーたちにそう声をかけた。二転三転、紆う余よ曲きよく折せつ、波乱万丈な展開を繰り返しながらも、とりあえず試験に挑む仲間が決まった。

　私、王美雨ワン・メイユイさん、椎しい名なひよりさん、藪やぶ菜な々な美みさん、山やま下した沙さ希きさん、木きの下した美み野の里りさん、西にし野の武たけ子こさん、真ま鍋なべ志し保ほさん、西にし春はる香かさん、元もと土ど肥い千ち佳か子こさん、六ろつ角かく百もも恵えさんの合計11人のグループ。Ｂクラスからは私だけ、そしてＣクラスからも一人だけで、あとはＡクラスとＤクラスの生徒だった。真鍋さんや西野さんといった女の子は、クラス内でも問題児とされているみたいで、要ははじき出されてしまった人たちの集まりだった。

　女子はこういうところ、結構露骨にやるからなぁ。

　私や美雨さん、それから残る生徒たちはグループを埋め合わせるように集った生徒たちで、それぞれの繋つながりは凄すごく薄い。早く関係を構築していかなきゃいけない。

「よろしくお願いしますね、一いち之の瀬せさん」

「こちらこそだよ椎しい名なさん。仲良くなりたいってずっと思ってたんだ」

「そうでしたか、それは光栄です」

　だけどＣクラス……じゃなくてＤクラスの生徒とは殆ほとんど交流がもてなかった。

　龍りゆう園えんくんがバックにいると、どうしても仲良くなりきるところまでいけなかったから。

　まぁ、本当に一線を退いたのかどうかは、不透明な部分があるけど。

　とにかく、折せつ角かくの女子グループなんだし仲良くしたい。このグループが規定を下回って退学の処罰、つまり誰だれかが責任を取ったり、道連れにされるようなことだけは避けなきゃならない。最優先がＢクラスの仲間だとしても、こうしてグループを組んだ以上この場に限っては優劣をつけない。そう自分に言い聞かせる。

　王美雨ワン・メイユイさんは、積極的に参加しようとはしなかった。正確には参加したくても出来ない、という感じだった。もちろん、私が手を差し伸べるのは簡単だ。

　だけどこのグループはＡクラスとＤクラスの女の子たち中心に構成されてる。

　しかも、比較的自我の強い子たちが多い。

　私が迂う闊かつに飛び込んでグイグイ引っ張れば、不信感を持たれるかも知れない。

　だから少しだけ待つことにした。それで２つのクラスが率先して王美雨さんを助けてあげようとしなかったら、私が何とかする。

「王美雨さん……でしたね」

「は、はいっ」

　椎名さんが、傍そばに近寄り優しく声をかける。

　このグループでも率先して責任者を引き受け、とても頼もしい存在だ。

　私は今回、責任者としての立候補をしなかった。椎名さんがすぐに挙手してくれたこともあるけど、メンバー的に１位を狙ねらえるとは思えなかったからだ。

「凄すごく緊張しますよね。知らない人たちに囲まれると」

「え、えと、そんなことは、全然……」

「いきなり仲良くしましょう、壁をなくしましょうと言われても困惑するのは当然です」

「うんうん。椎名さんの言う通りだよ」

　他人と友達の間の壁なんてものは、乗り越えようと思って乗り越えるものじゃない。

　気がついたら乗り越えているものだ。

　意識ばかりしていたら、足元を見落として転んでしまう。

「あのさ。一之瀬さんって彼氏いたことあるの？」

　Ａクラスの女子が、私に対してそんな質問をぶつけてきた。

「いやぁ……お恥ずかしながら、恋愛経験ないんだよね」

「そうなんだー。超モテそうなのに、もしかして理想高い系？」

「そんなことはないと思うんだけど……どうなんだろ」

「じゃあさ、今好きな男子とかは？」

「えぇえええ～」

　いきなりそんなことを聞かれて、私は慌てるしかない。

「なんか噂うわさじゃ南な雲ぐも先輩と２人でいるところとか、結構見られてるけど……」

　確かに、生徒会に入ってからは南雲生徒会長と行動を共にすることは多い。

　まさかこんな風に噂が立つようになるほどとは思わなかった。

「私が好きとか嫌いとか以前に、生徒会長の眼中になんてないって」

「そんなことないよ、ねえ？」

「うんうん。一いち之の瀬せさんなら南雲先輩と付き合ってもおかしくないかな」

「どっちにしても、今好きな人はいない、かな……」

「今はってことは昔はいたってこと？」

　女子たちが一斉に沸きあがる。ちょっと言葉足らずだと危険な話題だ。

「違うよー。その、確かに憧あこがれてた先輩とかはいたけど、異性として好きだって自覚する前に卒業しちゃったし……」

　必死に否定していると、女子たちが目を合わせて笑い出した。

「なになに、なんか私、変なこと言った？」

「ううん。ただなんていうか、何でも真面目に答えてくれるんだなって」

「一之瀬さん素直すぎー。答えたくないことははぐらかしていいんだからね？」

「あ、てことは千ち佳か子こちゃんさっきの話はぐらかしてた？」

「ぎくっ」

　そんな感じで、再び盛り上がる夜の女子会。

　なんていうかいつまでも眠れないような空気が出来上がっている。

「私だって答えないことは答えないからね？」

「じゃあ、今までに告白された回数は？」

「え？　えーっと３回……あ、保育園入れたら４回、かな。それにあの件を入れたら５回か」

「ほら答えてる！」

「にゃー！」

　私は恋話というのが苦手だ。不慣れなことだからこそボロが出る。

「もしかして、一之瀬さんって嘘うそつけない人？」

「そうなのかもー」

　そんなことでも盛り上がる女子たち。

　だけど、その部分は否定しておいたほうがいいだろう。

「そんなことないよ。ほんとに」

「えー？」

「たとえば、特別試験とかになったらさ、駆け引きの１つや２つ必要になるじゃない？　その時には誤ご魔ま化かしたり嘘うそついたりすることもあるよ」

「じゃあ嘘つくことは平気なんだ」

「……んー。ちょっと違う、かな。誰だれだってそうだと思うけど、嘘なんて本当はつきたくないよ。だから可能な限り嘘をつかないようにしてる、って言うのが正解かな。いや、それも違うか。人を傷つけないための嘘は、苦手、かな……」

「それって変じゃない？　普通傷つけないために嘘を言うんじゃない？」

「そうだね。人を傷つけないための嘘は、きっとやさしい嘘だと思う」

　でも……私の場合は違う。

　そう。これは私が自分に課したひとつの試練なんだ。

「傷つけないために嘘を言うのは、先延ばしにしかならないって言うか……」

　その１つの嘘から、どんどんと悪いことは広がっているように私は思う。

　繰り返したくない。

　あのつらい日々を。

　あの、残酷な時間を。






○どこにでもあるもの









　日曜日はあっという間に過ぎ、試験５日目となる月曜日がやってきた。午前の授業４時間は全すべて運動にあてられる。試験当日に行われる駅伝のコース往復18キロを実際に歩いて走って、午後の授業までに戻ってくるという課題だ。試験はリレー形式、つまり駅伝のため、本番に一人当たりが走る距離は１キロから２キロほどとそれほど長くはないが、アップダウンの激しい山岳地帯。オレたちは体力を消しよう耗もうしながら５キロほど歩き続けていた。先日まではグラウンドで軽く汗を流す程度だったため、その落差が凄すごい。

「いつまで続くんだよこの坂はよぉ。バカじゃねえの。キツすぎだろ」

　イノシシ出没注意の看板を過ぎたところで、石いし崎ざきが更に悪態を吐く。

「イノシシつったら、あそこはデカイのか？　コイツのみたいに」

　そう言って、嫌な感じの目をオレに向けてくる。

「アレは凄かったな。いや、お見それしたぜ綾あやの小路こうじ」

　橋はし本もと、以下他の連中からも賛さん辞じの言葉を送られるが、オレにしてみれば不愉快極まりない。しばらくこのネタで遊ばれるのかと思うと、辛い気持ちになった。

　アルベルトなんてお手本のような軽快な音で拍手を奏かなでてくる。

　だが人をからかっている余裕もすぐになくなる。

　曲がりくねりながら山頂へと続く道は、車が通るように舗装されているものの、非常に傾斜角がキツい。単純に歩くだけでも足腰にきそうなレベルだ。

　しかも朝早くに起きて朝食作りをしている分、先輩たちよりも体力の消しよう耗もうが激しい。

　日曜日に休養を取れたのは学校側からの配はい慮りよということだろう。

「これ帰ってくるのにどんだけかかるんだよ……」

「人の平均的な歩行速度は４キロ。距離が18キロだから歩きだけなら大体４時間半だ」

「ふざけんなよぉ。んなもん、昼飯食う時間も残らねえよ」

「だったら走るだけだろ石いし崎ざき。走ればその分時間は短く済む」

　Ｂクラスの森もり山やまが、辛らつに言う。実際、大グループとして一斉にスタートしたものの２年や３年の大半はオレたちより早いペースで進んでいる。

「無む茶ちや言うな。18キロも走れるかよ」

「無駄話して体力を使うな……俺の作戦に賛同したから、ここにいるんだろ……」

　息を荒くしながら、啓けい誠せいが石崎たちを注意する。長距離やスタミナを苦としない生徒は序盤から走ってもいいだろうが、確かに18キロを走り続けるのは得策じゃない。そこで啓誠が立てた作戦は、前半９キロを歩いて折り返しに到達、そこから走るというものだった。折り返しになれば下り坂が主になることも計算に入れての提案だ。

「まだ走ってもねえのに、折り返しまで持つのかよ」

「うるさい……黙って歩け」

　運動を苦手とする啓誠は、既に足にダメージが来ているのか明らかに余裕が無い。残る13キロほどを規定時間内に戻って来れない可能性も、ないわけじゃないだろう。口数を最小限にして、歩くことだけに集中したいと思うのは当然の状況だ。とは言えこの授業を通じて、誰だれが走れるかはある程度見えてきそうだな。現状で苦しそうな弥や彦ひこや啓誠は不向きであることは間違いない。

　遅れて歩いている高こう円えん寺じなら頼りに出来そうだが、真面目に走るとはとても思えない。

「黙って歩けだと？　もうヘロヘロの癖くせに偉そうだな幸ゆき村むら」

　まだ石崎は続けるようで、口数が減る様子は無かった。

「責任者として、グループのために言ってるんだ。……喋しやべらせないでくれ」

「何が責任者だふざけんな」

　石崎は過度なストレスを抱え込んでいるためか、啓誠への口撃をやめない。それを見かねたＢクラスの生徒、森山と時とき任とうが石崎に対しても不満をぶつける。

「いい加減にしろよ石崎。今回の件は幸村が正しい」

　背中にあった気配が遠ざかっていくのを感じ振り返ると、高円寺が脇道を外れ森の中へと足を踏み入れて行くのが分かった。他の生徒は気づいた様子もなく一心に前だけを向いている。

　問題児は石いし崎ざきだけじゃないんだよな。

　単なる寄り道なんてものじゃないだろう。姿が見えなくなり戻ってくる気配が無い。

「仕方ないな……」

　黙って高こう円えん寺じを追いかけようかとも思ったが、オレまで道を逸それたと思われるだろう。

「高円寺が後ろの細道に入っていった。ちょっと呼び戻してくる」

「あ？　何やってんだよあの変人は！」

　石崎を止められる生徒が不在のため、声はどんどん大きくなっていく一方だ。

「あまり意識を取られるな石崎。高円寺はいないモノとして扱わないと損だぞ」

　啓けい誠せいは高円寺を空気同様の存在として対処するよう作戦を立てる。

　とは言っても、完全に無視するのも中々に難しい。

　あちこちでトラブルが発生する中、啓誠が申し訳無さそうにこう言った。

「……すまない清きよ隆たか、任せていいか」

　啓誠には後退して高円寺を探しに行く元気がないことは分かりきっている。

　オレは二つ返事で答える。

「高円寺相手だと手を焼くんじゃないか？　俺も手伝おうか」

　橋はし本もとがそう申し出てくれるが、オレはそれを丁寧に断る。

「誰だれが行っても連れ戻せないかも知れない。それなら、一人でも多く完走したほうが学校からの心証もいいはずだ。迷ったりするルートでもなさそうだし」

「そうか、そうかもな。連れ戻せないと思ったらすぐ戻ったほうがいいぜ」

　橋本からのアドバイスに素直に頷うなずき、オレは高円寺の後を追うことにした。積極的に動くつもりはなかったが、高円寺と２人きりになれる機会はそう訪れないことも考えてのことだった。話し合いを持っておくなら、こういう場所くらいしかないだろう。
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　細道は、舗装もされておらず地面は土のまま。

　足場の悪い中をペースを上げて進んでいく。高円寺が徒歩のままなら１、２分もせずに追いつける計算だった。しかし、ペースを上げてしまったのか追いつく様子が無い。

「面倒だな……」

　速度を上げただけならまだしも、道なき道に進んでしまっていれば厄介だ。オレは高円寺が歩いたであろう痕跡を探すようにしながらも、更にペースをあげる。そして１００メートルほど進んだところで高円寺の背中を見つける。

　その背中を見て思い出したが、無人島でも似たようなシチュエーションだったな。あの時は愛あい里りがいて高こう円えん寺じには振り切られてしまったが。

「高円寺」

　名前を呼び、オレは駆け寄るように高円寺との距離を詰めた。

「おや綾あやの小路こうじボーイじゃないか。ここは正規のルートとは違うはずだがね」

「連帯責任の可能性があるからな。どうしてこんな脇道に入ったんだ」

「イノシシの姿が一瞬見えたのだよ。興味があって追いかけているのさ」

　それはまた、随ずい分ぶんと思いがけない理由だ。見つけてどうするつもりなのか、あえて聞くのはやめておこう。

「安心したまえ、時間内には戻るさ。私なら30分もかからない」

　その言葉を信用するしかなさそうだ。

「ところで、まだ私に何か用かな？」

　立ち去らないオレに続きがあることを感じ取ったのか、高円寺が言う。

「試験当日のことだ。グループに力を貸してほしい」

「耳にタコが出来るほど聞き飽きた言葉だね」

　オレが見ていないところでも、繰り返し啓けい誠せいたちに説得されているに違いない。

　それでも高円寺は一切首を縦に振らないのだろう。

「際立った成績は残さなくていい。当たり前のことを当たり前にやってくれ」

「それを決めるのは君じゃなく私だ。知っているだろう？　ではまた後で」

　そう言って去ろうとする高円寺を、オレは腕を掴つかんで引き止める。それを気にした素振りも見せず踏み出そうとしたので、仕方なくオレは強く踏みとどまった。もっと強く抵抗されるのかと思ったが、何な故ぜか高円寺は力を弱めた。

「フフフ。なるほど、そういうことなんだね、綾小路ボーイ」

　高円寺はオレに腕を掴まれたまま、静かに笑い振り返った。

「なにがそういうことなんだ？」

「ドラゴンボーイを大人しくさせた人物の正体さ」

「ドラゴン……なんだって？」

「龍りゆう園えんというヤンチャな男のことだよ」

「その龍園と、どうしてオレに関係があるんだ」

「君はとぼけるのが上手なようだ。装うことに何の意図も感じさせない」

「どうしてそんな結論に至いたるのか、よく分からないんだが」

「こうして君が僕の腕に触れている。そこから伝わってくる熱量で分かるよ」

　只ただ者ものじゃないことは分かっていたつもりだったが、どうやら高円寺はオレの更に上を行く変わり者らしい。この掴んでいる腕が結論に至る過程か。

「悪いが、盛大な勘違いだ」

「そうかな？　私のグループ内にいる不良くんの君を見る目や、仕草。それに周囲の反応から見れば疑いようのない事実だと思うがね」

　高こう円えん寺じは物的証拠を何一つ持っていないが、自分の目に圧倒的自信を持っている。

　これ以上誤ご魔ま化かしを入れたところで無駄だろう。

「フフ。安心したまえ、君が隠していることを表に出すつもりはないさ。『それなりに優秀』だとしても私にとって見れば他愛の無い存在、雑多の中の１人さ。つまりこの話が事実であれ嘘うそであれ、私の口から公言されなければ問題はないだろう？」

「誤解を解きたい気持ちはあるんだが、それはどうなる？」

「残念だが諦あきらめたまえ。別の第三者が口を揃そろえて綾あやの小路こうじボーイが無関係だと言い切ったとしても、私がそう確信を持った以上、その答えは変わらないからね」

「なるほど……。じゃあ、本題に戻ってもいいか？」

「私にグループの一員としての務めを果たしてもらいたい、という話だったね」

「引き受けてもらえるか？」

「何度も言うが、断るよ」

　答えは変わらない。キッパリと言い切られる。

「私は私の思うがままに行動する。それが理念でね。試験を受けるか受けないか、成績をどう修めるか。それは全すべて私のその時の気持ち次第さ」

「……そうか」

　色々説得手段も考えてはいたが、ここで下手に仕掛けるのは逆効果になりそうだ。

　運うん否ぷ天てん賦ぷを持ち込むことになるが、それが結果的に一番被害が少ない可能性が高い。

　高円寺は退学という処罰だけを避けたいことが明白だからな。その部分に賭かけるしかない。オレはイノシシを追って姿を消す高円寺を見送るしか出来なかった。

「あの男は、誰だれにも動かせそうにないな」

　堀ほり北きた兄も南な雲ぐもも、そして仲間のことも関係ない。

　それが一年近く行動を共にしたクラスメイトとしてのオレの素直な感想だった。
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　高円寺を森の中に残し、オレはコースへと戻ってきた。

　外れていた時間は10分足らずだが、恐らく現在の順位は最下位になっているだろう。前にも後ろにもグループの生徒は見当たらなかったので、少しだけ飛ばして追いつくことに。

　程なくして歩いていた啓けい誠せいたち１年生の集団を見つける。

　こちらにすぐに気づいた時とき任とうを皮切りに、一度全員の視線が集まる。

「一応見つけるには見つけたんだが……」

「やっぱりダメだったか？」

　予想していた橋はし本もとが苦笑い。

　他の生徒も、特にオレを責めることはなく姿の無い高こう円えん寺じに文句を言い出した。

　高円寺の悪口に盛り上がりながら、何とか折り返し地点に辿たどり着つくと、茶ちや柱ばしらが腕を組んで待っていた。ここ数日見ないと思ったが、定期的に借り出されて色々と授業の手伝いをしているようだ。

「２年と３年は全員折り返した。あとはお前たちだ」

「時間は何時ですか、先生」

「ちょうど11時になるところだな」

　ということは、昼の休憩まであと１時間。

　これが平へい坦たんな道であればそれほど難しくない十分な時間だろう。しかし、既に勾配の急な上り坂を延々と９キロ歩き、相当な体力を消しよう耗もうしている。

　しっかりとしたペースで走らなければ昼休みに食い込んでしまうということだ。

「俺は先に戻るぜ。昼飯に遅れたくないからな」

「待て。その前に点呼を取るのが決まりだ、それぞれクラスと名前を言うように」

　ボードを取り出し、そこに折り返し地点に到達した生徒の記録をしているのだろう。

　それが済むと石いし崎ざきはグループメンバーを置いて踵きびすを返してしまう。

　ここからはグループ関係なく個人戦だと割り切ったようだ。アルベルトもそれに続く。

「行こう清きよ隆たか」

「先に行ってくれ。オレは少しだけ高円寺が来るかどうか確認して行きたい」

「それはいいんだが……あと１時間しかないぞ」

「足にはそれなりに自信がある。大丈夫だ」

「短距離と長距離は別物だぞ……まぁ、俺がとやかく言うことじゃないか」

　自嘲気味に笑うと、啓けい誠せいはぎこちない動きで走り出した。

「それじゃお先」

「ああ」

　残ってストレッチしていた最後のひとり、橋本も走り出した。

　この場に残されるのは、オレと茶柱の２人だけ。

「私に話がある、というわけではなさそうだな」

「高円寺を待ってるだけですよ。それと、最後尾から行かないと困ることもあります」

「困ることだと？」

　大したことじゃない。もし石崎のように体力のある生徒がさっさと先陣を切ってクリアしてしまえば、途中でリタイアしそうな生徒に気づけない。

　これはタイムアタックではなく所定の時間までにクリアすること。１時間で完走しようと４時間で完走しようと評価は同じだ。啓けい誠せいは体力こそないが、足を引っ張るまいと無む茶ちやをするのは目に見えてるしな。

　それから20分ほどして、やっとあの男が戻ってくる。

「ここが折り返し地点のようだねぇ」

　ジャージには葉っぱや土などが付着しており、なにやら動き回った形跡があった。

「おまえが最後だ高こう円えん寺じ。残りは40分だ」

「そのようだねぇ。もう少しゆっくりしても良かったんだが、イノシシとの触れ合いが思いのほか早く終わってしまったものでね」

「イノシシ？」

　突如理解不能なワードに疑問を抱く茶ちや柱ばしらだが、高円寺はさっさと折り返し、走り出しててしまう。

「点呼だ高円寺。失格とするぞ」

　そう声をかける茶柱に、高円寺は振り返らず名乗る。

「私の名前は高円寺六ろく助すけだ。しっかりと覚えておきたまえティーチャー」

　高らかな笑い声が野山に響く。

「いいんですか先生、クラス申告してませんけど」

「名乗った分、多少は大目に見よう」

「それじゃオレも行きますんで」

　オレが遅れて出発してから、どれくらい経たっただろうか。

　再びイノシシ出没注意の看板が見えてきたところで、２人の男子生徒の背中を捉とらえた。

　ひとりは、予想の範囲でもあった啓誠。体力の限界を迎えたというより、左足を痛めているようで隣の生徒に抱きかかえられるようにして歩いていた。

　そしてもう一人。最後尾から啓誠を抜きさって行っていただろうと読んでいた橋はし本もとだった。

　オレが駆け寄ると、その状態が明らかになる。

「挫いたのか」

「綾あやの小路こうじか。ああ、どうやらそうみたいだな。折り返しまでで足首は限界だったんだろうさ」

　啓誠の代わりにそう説明する橋本。人を抱えるのは相当な負担だろうが、それを気にした素振りはない。嫌がることもなくゆっくり寄り添そうように歩く。

「情けない……どうして、こんなことも出来ないんだ俺は……」

　そう悔くやしがるが、以前の啓誠とは考え方も変わってきているようだ。学生の本分は学業であって、運動やそれ以外の試験など理解しがたいと思っていたはずだ。

　どうやらストレッチして最後に走り出したのは、オレと同じ目的だったようだ。

「オレも手伝う」

　一人で抱えるよりも二人だ。橋はし本もとの反対側に回り込み啓けい誠せいを支えることにした。

「……待ってくれ。そんなことをしたら、二人まで昼休みに遅れる」

「見捨てたら無む茶ちやして走るだろ？　余計に足を痛める、試験で困るのは俺たちだ。昼休み一食抜くだけで怪け我がの具合がマシなら安いもんだろ。なぁ綾あやの小路こうじ」

「そうだな、そうかも知れない」

「しかし……」

「偶然２人が後ろから走ってきたんだ、遠慮するな」

　そう言ったところで橋本はひとつ訂正する。

「３人、だな。高こう円えん寺じのヤツは物もの凄すごい速さで下ってったか。化け物だなあいつ」

「体力は底なしのイメージだ。学年一は間違いないだろうな」

　持ち上げるわけじゃないが、素直に高円寺のポテンシャルを伝える。

「性格が最低なお陰で俺たちＡクラスは救われてるかもな。あいつが役立つどころか、Ｃクラスに迷惑をかけてることは今回のグループでよく分かった」

　確かに高円寺がそのポテンシャルを如何なく発揮すれば、脅威になりうる。導入できない秘密兵器を武器としてカウントして良いかは何とも言えないところだが。

　結局、負傷した啓誠を抱えて林間学校に戻って来れたのは12時40分ほどだった。その後すぐに啓誠は保健室で手当てを受ける。

　オレと橋本は廊下で待つことに。

　10分ほどして、手当てを終えた啓誠が戻ってくる。

「どうだった？」

　橋本が聞くと、啓誠は苦笑いをしながら答える。

「軽い捻挫だ。二人が手を貸してくれたお陰で、軽傷で済んだ」

　若干左足を庇うようにしてはいるが、普通に歩くことはできるようだった。

「試験までそんなに時間もない。悪化させないように気をつけないとな」

　橋本はそう言って、軽くポンと啓誠の肩を叩たたいた。

「助けておいてもらって何なんだが……」

　そう言いかけたところで、すぐに橋本は理解する。

「心配するなって。仲間内には黙っておく、そのほうが都合がいいだろ？」

　聞くまでもなく橋本は理解しているようで、ホッと啓誠は胸を撫なで下ろした。
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　昼食が抜きだったため、今日の夕食はいつもよりテンションが上がった。席を確保するなりオレはすぐに食事を始めた。

「きよぽん、隣空いてる？」

　そんな波は瑠る加かの声。振り返ると綾あやの小路こうじグループのメンバーが揃そろっていた。

「ここ数日、きよぽんが妙に見つけにくいところにいて苦労したんだから」

「……悪い。ちょっと広い食堂で、どうしていいか勝手が分からなかった」

　グループとしての行動が多い中いつものメンバーを揃えるのは楽ではなかったはずだ。

　席数が少し足りなかったので、オレが若干移動し５人が座れる場所へと移動した。

「な、なんか久しぶりだね清きよ隆たかくん」

　愛あい里りが、もじもじとしながら言う。確かに１週間近く言葉を交わさないのは珍しい。

　長期休み中でも、何かしら電話したり会ったりしてたからな。

「それより、みやっちの方は大丈夫なわけ？　龍りゆう園えんと一緒なんでしょ？」

　波瑠加もどこかで聞きつけたのか、明あき人とに問いかける。

「ま、何とかな。俺も警戒はしてるが特に変わった様子は無い。授業だって至いたって真面目に参加してる」

「座禅とか駅伝とかも？」

「ああ。怖いくらいに普通だ。むしろ下手なヤツよりよっぽどしっかりしてる。ただ、何度か話しかけたりしてみたが、誰だれかとつるむつもりは全くない様子だ」

「喧けん嘩かに負けたショックで、どこかおかしくなっちゃった感じ？」

「さあ、どうだろうな。あいつの場合、これまでがこれまでだからな」

　油断は出来ないと、気を引き締しめる明人。

「俺よりおまえはどうなんだよ。他の連中と上う手まくやれてるのか？」

「私？　私は別に。誰とも親しくならず、誰とも喧嘩せずってね。愛里と同じグループだからそれで平気だしね」

「波瑠加ちゃんがいてくれて良かった」

　どうやら二人は同じグループになっていたようだ。親しい仲間が一人でもいると、相当心強いことだろう。

「どうやら一番の問題は俺たちのグループみたいだな、清隆」

「かも知れないな」

「え、そうなの？」

　特に噂うわさも耳にしてない、そんな様子で波瑠加と愛里が顔を見合わせる。

「誰の指示にも従わない高こう円えん寺じと、ところ構わず噛かみ付つく石いし崎ざきがいるからな。アルベルトも一緒にいるせいか、制御が利かない。本気で頭が痛い」

「高円寺くんと一緒なんだ……大丈夫？　清隆くん」

「あいつは直接害があるわけじゃないからな」

「どっちかって言うと問題は石いし崎ざきって方でしょ。龍りゆう園えんくん倒したからって、調子に乗ってるんじゃないの？　ちょっと前まで舎しや弟ていだったのに」

　石崎の場合、オレと同じグループになったことが一つ悪い要因だったと感じている。ぶつけどころの無い怒りと悔くやしさを抱えている中、それをオレ以外に当り散らしているように思える。

「ともかく、俺も責任者として頑張らないとな……」

　足に爆弾を抱えつつも、啓けい誠せいは何とかしてグループをまとめようと必死だ。

「男子も大変よね～」

「な、なんだか私たちだけ場違いな感じだね」

「いいんじゃないか？　おまえらが気楽なら、それはそれで俺たちも安心だ。なぁ？」

　明あき人との言うことももっともだ。

　女子の状況は、恵けいから情報を仕入れられると言っても見えない部分は多い。

　こうして波は瑠る加かや愛あい里りが同じグループで、かつ進行形で問題を抱えていないのなら、その分こちらも自分たちだけに集中できる。
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　林間学校での生活も６日目の火曜日を迎えた。ともなると、男子からはちょっと変わった声が聞こえるようになっていた。




　異性が恋しい。




　そんな声だ。

　心なしか、夕食の時間を楽しみにしている男子が増えた気がする。

　確かに男子だらけだと落ち着きはするものの、華やかさには欠ける。

「あーくそー。男ばっかりといると気がおかしくなっちまいそうだぜ」

「男子校だったら死んでたな」

　グループ内からも例に漏れずそんな意見が出てくる。

「とにかく男だけだと臭ぇんだよな」

　どうしても汗臭いイメージがついてしまうのは仕方ないだろう。

　ただ実際は、汗臭い生徒は少ない。夏場じゃなかったことをありがたいと思った方がいいだろう。ただ、個人的には男だけだと落ち着くんだけどな。大切なことなので二度繰り返す。

「っ、腰が……」

　雑巾がけの途中、啓けい誠せいが悲鳴を上げるようにその場で蹲うずくまった。

　毎日、どんな授業があるにせよ清掃や朝食当番はしっかりとある。

　身体からだの丈夫じゃない生徒には、そろそろ限界が見えてくる頃だった。

　体力には自信がないと言っていた啓誠が、痛みを訴える。

　清掃範囲は広く、特にグループが少人数であるオレたちは一人負傷するとその穴埋めのために人一倍頑張らなければいけなくなる。

「何が腰が痛いだ、ちゃんとやれよ」

　啓誠のもとに詰め寄ってきた石いし崎ざきが、強引に腕を掴つかんで立ち上がらせる。

「わ、分かってる。ちゃんとやるから手を放してくれ」

「ちゃんとやれよ」

　吐き捨てて持ち場に戻る石崎。

　啓誠はすぐに清掃を再開しようとするが、身体が上う手まく動かない。

　特に捻挫した左足が上手く動かないことは見て明らかだった。

「く」

　小さく言葉を漏らす啓誠。

　痛みをこらえているようだが、無理をすれば明日にも響くだろう。

「少し休んでろ、オレが代わりにやる」

　ここは仕方がないと判断し、オレが啓誠の清掃範囲を掃除することを決める。

「すまない清きよ隆たか」

「困った時はお互い様だ」

　これで事態は解決したはずだった。

　しかし。

「お前、今自分でやるって言ったばっかりだよな」

　オレが手を貸そうとしているのが気に入らないらしく、石崎が口を挟んできた。

　あくまでもオレには視線を向けることをせずに。

「ここはオレがやるから」

　そう答えるが石崎は納得する様子を見せない。

　ひたすらオレをスルーしながら、啓誠に対して強い言葉を続ける。

「お前責任者なんだろ、掃除ぐらいで音を上げてんじゃねーよ」

「……分かってる」

　責任は感じている啓誠。強く責め立てられればそう答えるのは必然だ。

「わかってねえよ、今他人に任せようとしただろうが。こっちはそういうのが気に入らねえんだよ。自分でやると言えよ」

「……わかった、俺がやる」

「そういうことだ、絶対に手を貸すなよ綾あやの小路こうじ」

　ここで初めてオレに対して言葉だけを投げる石いし崎ざき。すぐに逃げるように距離を取った。

「結果的に啓けい誠せいが怪け我がをすることになってもか？」

「怪我で駄目になったらその時はその時なんだよ」

　どうやら、グループのためにならないとわかっていても、石崎は啓誠の手助けを認めないらしい。

　アルベルトが無言で石崎に近づき、何かを伝えようとしていたが聞く耳を持つ様子はなかった。

「悪いな清きよ隆たか、ここは俺が踏ん張るしかなさそうだ」

　そうしなければグループの空気が悪くなると感じたのだろう。

　おそらくここ数日、啓誠の態度が気に入らなかった石崎。

　ここに来て啓誠が誰だれかの手を借りようとするのが許せなかったんじゃないだろうか。

　そして、啓誠もそれが分かったからこそ、忠告を受けて自分でやることを決めた。

　とはいえ、ここでの無む茶ちやは大きな代償を支払うことになるかもしれない。

　今日持ったとしても、明日はさらにわからない。

　本番の試験では、座禅や駅伝など肉体を酷使する試験も複数ある。

　そうなった時に今以上に苦しむことになるかもしれないな。

　どうにか石崎にも理解を示してもらいたいが、簡単ではなさそうだ。

「おい石崎、ちょっと言いすぎだろ」

　状況を見かねた弥や彦ひこが、石崎に対して突っかかる。

「まともに掃除も出来ないこいつが悪いんだろ」

「そんなことは分かってる。だが、ならあいつはどうなる。同じように注意しろ」

　そう言って弥彦は、初日から今の今まで、一度も掃除する素振りすら見せていない高こう円えん寺じを指差した。

「あいつは日本語が通じねえ。ゴリラに説教するほどこっちは暇じゃねえんだよ」

　一度も注意していないわけではなく、石崎はこれまで何度も高円寺に突っかかった。

　その上で、全く行動しようとしない様を見せ付けられて諦あきらめたのだ。そういう意味では、啓誠と高円寺の違いはまともな会話が出来るか否かにあったといえる。

「文句あるなら、おまえが説き伏せろよ。時間の無駄だろうけどな」

「それは……わかった、行けばいいんだろ行けば」

　弥彦は手近な箒ほうきをひとつ掴つかみ高円寺の下に歩いていった。

「無駄だぜ見てろ」

　馬鹿にするように鼻で笑う石崎。弥彦は高円寺に食らいつくように箒を突きつけ、掃除するよう説得していたが、数分間粘った末、疲ひ労ろう困こん憊ぱいな様子で敗走した。

　数日間グループを組んだとは言っても、やはり敵同士。上う手まくいくはずもない。

　一刻も早くグループを解消したいとほとんどの生徒が思っていることだろう。

　しかし、重要なのはオレたちのようなグループばかりではないということ。たとえ表面上だけだとしても、まるで同じクラスメイトのように関係性を深めているグループが存在することも事実だ。それは一年だけじゃなく、クラス間の情勢の固まっている上級生にも同じ現象がみられる。

　協力したほうが自分自身のためになる、そう理解しているからだろう。

　先まで見通すことができる生徒と、この場での嫌悪感のみで行動する生徒。

　圧倒的な能力差でもない限り、勝敗の行方を想像するのは難しくない。

「あーあ、やってらんねー。バカらしすぎるぜ。なんで他クラスの連中と仲良しごっこなんてしなきゃなんねーんだよ。なあアルベルト」

　アルベルトは肯定も否定もしなかったが、石いし崎ざきは一人続ける。

「俺はこのグループが死ぬほど嫌いだ。ゴリラの高こう円えん寺じ、持久走もまともに出来ない癖くせに口だけはうるさい幸ゆき村むら、へらへらしたＢクラスに何もしねーＡクラス。アホらし」

　パン、と箒ほうきを蹴けり飛ばす石崎。

「俺らの悪口を言うのは勝手だけどな、掃除はしてくれよ」

「っせえな。高円寺もやってねーのにやってられっかよ」

「だったら幸村に注意する資格もないぜ？」

　橋はし本もとがそう説明するも、もはや石崎は聞く耳を持たず掃除を放棄した。

　トイレ、と一言言い残し去っていく。

　その姿を止めることも出来ず、悔くやしそうに唇をかみ締しめる啓けい誠せい。

「啓誠、一人で背負うのはやめておいた方がいい。残りの一日二日で何かを変えることはできない。今、判断を誤ると後々後悔するかも知れない」

　そうアドバイスを送る。いや、改めて再確認させようとする。

「そんなことはわかってるさ、でもやるしかないだろ。誰だれかに頼れば、石崎はグループからどんどん離れていく、かといって俺が何もしなかったらこのグループは最下位になる可能性が高い。だったら、無む茶ちやでもなんでもやるしかないじゃないか」

　選べる選択肢が、今啓誠の言った通りしかないのであれば確かに無茶する選択肢が濃厚だろう。選べる道がないのであれば、何とかして新しい道を用意しなければならない。

　しかし、今その新たな道、つまり選択肢が用意できるのは啓誠ではなさそうだ。

　このグループのことをもっと理解していて、他人のために動くことができる人材。

　黙々と清掃を続ける男、橋本をオレは見た。２日目に高円寺に食ってかかった石崎を止めたり、適切な距離でしっかりグループの関係を繋つなぎとめている印象だ。持久走で見せたフォローも完かん璧ぺきだった。坂さか柳やなぎや[image: ]かつら城ぎにどこまで買われているかは不明だが、能力の高い男だと思えた。敵として戦う前提の話になるが、好戦的な坂さか柳やなぎ、防戦的な[image: ]かつら城ぎよりも一手が読みにくく、やりにくい相手だ。

「一応、オレもいることを忘れないでくれ。困ったことがあったら協力はできる限りする」

「ありがとう清きよ隆たか、そう言ってもらえるだけで少し気が楽になる」

　それが啓けい誠せいにとって救いとなる言葉であるなら、投げかけるのは簡単なことだ。
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　その後の授業でも、お世辞にもオレのグループは良い状態だとは言えなかった。

　負い目を感じた啓誠は責任者としての指示を上う手まく出すこともできず、石いし崎ざきはアルベルト以外と話す素振りすら見せなくなった。

　唯一和わ気き藹あい々あいと出来る可能性を持った食事の時間でさえ、グループは集まろうともしない。一いつ旦たん男子のことは忘れるか。

　どうせオレが、このグループのためにできることは何もない。

　苦しんでいる啓誠や、葛藤している石崎にアドバイスは送れても、直接行動に移して助けるまでのことをするつもりはないからだ。

　フェードアウトのための一歩目で、深く踏み込むのは矛盾している。

　そこでオレは、波は瑠る加かや愛あい里りのことを思い出し、女子の動向を改めて探ることに。

　しかし、安易に恵けいと接触を繰り返すわけにもいかない。向こうには向こうでやらなければならないことがあるだろうし、似たような状況が繰り返されればオレたちの関係性に疑いを持つものができる。

　それに今欲しい女子の情報は、１年というよりも、上級生である２年生や３年生のほうだ。堀ほり北きた兄に勝負を挑んだ南な雲ぐもの真意。それを確定させておきたい。

　こうなると接触できる人物はさらに少なくなる。

　そのため、多少のリスクを負って桐きり山やまと接触、ヒントを得る繋つながりを残したわけだが、副会長の桐山は南雲と同じグループの人間だ。内心では恨うらんでいるとしても、今回の件で助言めいたことはしないだろう。

　別の方向から、南雲の想定の外から仕掛けたい。

　そこで引っかかっていた、ある１人の存在。

　２年のある女子に関する情報を、恵に探らせていた。




　その人物とは『朝あさ比ひ奈ななずな』。




　南雲雅みやびと同じＡクラスに在籍し、南雲とも個人的に親しくしている人物。

　オレはこの広い食堂で、友人と食事をしている朝あさ比ひ奈なを何度か見つけていた。

　そして今も、やや離れたところから朝比奈の動向を注視している。

　彼女は生徒会には属していないが、クラス内での発言力は比較的高く、南な雲ぐもに対する影響力も大きいらしい。他にも南雲と親しい男女は無数に存在するが、情報を得るために朝比奈を選んだのには２つの理由がある。

　１つは、ラフな外見や口調とは裏腹に、義理堅く恩義を忘れないことで評判であること、そして南雲を崇拝しているわけではない、という点。

　そしてもう１つは『偶然』の接点をオレと持っていたことだ。

　南雲の情報を探る上で難しいのは、２年生全体が、南雲を支持している生徒で溢あふれている部分。下手に接触してしまうと、こちらの情報が逆に筒抜けになってしまう。

　その点でも、可能な限り情報の漏れない相手に絞る必要がある。

　そのために『偶然』の接点は強い武器になるだろう。

　オレだけしか知りえない情報、朝比奈しか理解できない情報。

　偶然の生んだ産物を利用しようと思ったからだ。




　偶然、それは『お守り』だ。




　以前彼女が落し物をして偶然それを拾った事があった。その時は何も考えず届けただけだったが、思いのほか彼女にとってその落し物は大切なものだったらしい。

　それを裏付ける証拠が、この林間学校にもその落し物を持ってきていたことだ。

　大切そうに身につけ、肌身離さず所持していることも確認できた。

　偶然によって引き起こされる繋つながりは、意図的なものよりも時として強くなる。

　偶然を利用し、南雲の情報を引き抜ける存在になるかだけでも、確かめておくべきだろう。林間学校中だからこそ、接触もしやすい。

　残る問題は、どうやってその間接的な接点を直接的な設定に切り替えるか。

　露骨に朝比奈へと近づけば、彼女自身から直接でなくとも周囲の人間から南雲へと報告がいくかもしれない。それは極力避けたいところだ。

　そのタイミングをずっと窺うかがっていたが、朝比奈は夕食中のほとんどの時間を誰だれかと共に過ごしている。一人きりになるという時間を見つけることができないでいた。

　そして今日、ついに千載一遇のタイミングが訪れる。

「ちょっとお手洗い」

　朝比奈がそういう風に、食事の途中で切りだした。女子にしては珍しく他についてくる生徒もいないようで、オレは朝比奈の後をすぐに追った。トイレの妨害をするわけにもいかないので、戻ってくるのをおとなしく待つことにする。

　おそらく話せる時間は、長くても５分ほど。

　それ以上は朝あさ比ひ奈な本人が嫌がるかもしれない。

　その５分間でどれだけ彼女と距離を詰めることができるかは未知数だ。

　あくまでも偶然の出会いである部分を、強調しておかなければならない。

　程なくして朝比奈が戻ってきた。

　左の手首にはいつも通りお守りが身につけられていた。

　何気ないすれ違いざま。

「あれ？」

　朝比奈に声をかけたようにも、独ひとり言ごとのようにも聞こえる呟つぶやきをする。

　すると、朝比奈は思わず足を止め軽くこちらを振り返る。

　オレがそれに反応しなければ、朝比奈は独り言だと判断し歩いていってしまうだろう。

　このわずかな時間に、オレは行動を起こす。

「あ、すみません。ちょっと以前、見たことのあるお守りだと思ってしまったので。気にしないでください」

　そう言ってオレは立ち去ろうとする。

　返事が戻ってこなかったら、こちらから話しかける準備もしている。

「このお守り、もう学校に入荷してないんだけどな」

　うまく返事が返ってきたので、遠慮なく続けさせてもらう。

「そうなんですか。もしかして、以前そのお守りどこかで落とされませんでした？」

　そう口にすれば、朝比奈もすぐ理解するだろう。

「もしかして……私のお守りを拾ってくれたのって君？」

「どうでしょうか。この間、帰り道に拾ったんですけど……いつだったかな……」

　いつ、どこでとはあえて具体的に言わない。覚えていないととぼける。

「多分間違いないと思う。そっか、君だったんだ」

　朝比奈は嬉うれしそうに笑い、足を止めて近づいてきた。

「ありがとう。どこかで落としたって気づいて、凄すごく困ってたんだよね。それ以来なんか怖くなっちゃって、こうやって身につけることが増えちゃってさ」

　少し恥ずかしそうにしながら、手首を一度見る。

「このお守りはさ、入学してから買ったものだから、これ自体に何か強い思い入れがあるってわけじゃないんだよね。ただ、なんて言うか精神的支柱？　こういうのが手元にあると凄く安心できるっていうか。だから逆になくした時は悪いことが起こる予兆みたいに思えて不安でさ。誰だれかが拾って届けてくれたのを知って嬉しかったんだよね」

　元々お守りの役目というのは、そんなものだ。

「まさか拾ってくれた持ち主が君だったなんてね」

「オレのことを知ってるんですか」

「堀ほり北きた先輩とのリレーで注目浴びてたから知ってる。この間も雅みやび、じゃわかんないか。南な雲ぐも生徒会長に声かけられてたでしょ」

「もしかして、その場に？」

　もちろん本当は知っている。あの時は一いち之の瀬せも同席していたな。

「まぁね」

　今日以外のところでは、朝あさ比ひ奈なの存在に気づいてなかったことにしておく。

　下手に以前から知っていると伝われば、警戒心が強まりそうだからだ。

　あくまでもお守りを拾ったのが偶然であるように、このすれ違い、出会いも偶然のものでなければならない。

「オレは足の速さにはそれなりに自信はあったんですが、正直に言うとそれ以外の部分では全くで。何か勘違いされて、南雲生徒会長に目を付けられたんですよね」

　困ったように言うと、朝比奈は分かる分かると、繰り返し頷うなずいてみせた。

「あいつ堀北先輩を尊敬してたって言うか、目標にしてたところがあるからさ。あのリレーの時に自分が相手にされてないみたいで妬やいちゃったんじゃないかな」

　朝比奈の話す言葉には裏を感じられない。

　良くも悪くも、素直な性格ということだろう。オレはもう少し踏み込むことにした。
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「どうすれば南な雲ぐも先輩から目をつけられなくなりますかね？」

「何なら君が倒しちゃえば？　調子に乗ってる雅みやびの鼻っ柱を折って黙らせるとか。私としても雅にはちょっとくらい負けてもらいたいし」

　そう笑いながら言う。もちろん混じりっ気なしの冗談だろう。

　しかしオレは、あえてそれを拾ってみることにした。

「なるほど、それも一つの手かもしれませんね」

　答えると、直後に朝あさ比ひ奈なは一度呆然とした顔をしてこちらを見た。

　そして数秒後一気に吹き出す。

「あははは！　やだもう、冗談だって。わかんなかった？」

　泣きそうになるほど笑いながら、バシバシとオレの肩を叩たたく朝比奈。

「南雲を倒されたら、やっぱり困りますか」

　冗談だと思い続ける朝比奈に対し、オレは少しだけ強い口調を向けた。

　ここで朝比奈が引いて南雲に報告するような人物なら、どの道それまでだ。ここで報告されても生意気な一年生、というだけで終わる。

「マジで言ってるわけ？」

「先輩は冗談だったんですね」

「いや、ほら。１年生にどうこう出来る話じゃないし」

　そう言って冗談を口にしたことを詫わびる。

　だがオレはそのままの口調で構わず続けた。

「これまで見てきた２年生の中で、朝比奈先輩が一番まともそうですね」

「……一番まとも？」

「『南雲雅』に支配された２年から情報を得ることは難しいですから」

「随ずい分ぶん言うね。私だって２年生。雅とは結構『深い関係』なんだけど？」

「浅い深いじゃなく、どこまで染まってるか、という部分が大切なんですよ」

　どの道クラスが同じなら敵ということはまずあり得ない。

　南雲をどう思っていようと、クラスの不利益は望んでいないはずだ。

「似たようなものだと思うけど」

「まぁ１年の戯言、ですかね」

　そう言ってオレは頭を下げる。

「これで失礼します」

「あーちょっと待って。なんかこれじゃ、私が悪いみたいな空気じゃない」

　ふーっと息を吐いて笑みを消す。

「君が冗談を言ってるんじゃないのは分かった。だからお詫びも兼ねて、拾ってくれたお守りのお礼をさせて。聞きたいことがあるなら答えてあげる」

「いいんですか。南な雲ぐも先輩に弓を引くことになるかも知れませんよ」

「正直なところ、君に話をしたところで状況は変わらないと思ってるから」

　多少２年の状況をオレに教えても、大勢に影響が無いと確信しているようだ。つまり与えても意味の無い情報ということだ。

　そう思ってくれるのなら、こちらとしても非常にありがたい。

「２年生の女子で、特に南雲先輩と親しい人たちはどれくらいいますか」

「親しい女子？　ほぼ全員？　男子以上に雅みやびのこと信頼してるからねー」

　一筋縄ではいかない相手なのはわかっているが、範囲が広すぎるな。

「南雲先輩の手足として上う手まく動いてくれそうな主要メンバーは？」

「そんなことまで私が教えると思う？」

「先輩として、１年生に少しくらい華を持たせてくれてもいいんじゃないですか？」

「そういうこと言っちゃう？　生意気」

　そう言って笑う。だが嫌ではないようだ。

「まー私が言うのもなんだけど、２年は結束力が高いからね。正直、私たち２年生は１年や３年よりも早くにグループ分けに成功したんじゃない？　バスの中で説明を受けた後、雅の指示ですぐに他のクラスにも情報の共有が行ったから」

　本来敵対しあっているはずが、やはり半ば仲間のような状態らしい。

　各クラスの代表格の名前が朝あさ比ひ奈なの口から漏れ聞こえてくる。

　バスの中で４クラスは連絡を取り合い、ある程度の小グループを決めた。

　女子の方も同じように進んだらしい。

「１年や３年のグループと合流する時には？　その時も適当に決めたんですか」

　男子は１年がドラフト制で選ぶという、南雲の提案だった。

「え？　大半はね」

「大半、ということは一部違うと？」

　そこで朝比奈は考え込むように、腕を組んだ。

「……どうして、だろ」

　朝比奈に、疑問が浮かんだのが分かった。

　その引っかかりはすぐに解決しないのか、沈黙が続く。

「話してもらえませんか」

「いやね、２年の女子から少しだけ大グループを決める時の要望が出たというか、調整が入ったのよね。その時の小グループって、雅に頼りにされてるメンバーが固まってた」

　グループが南雲の指示で作られたものなら、特別な役割を与えられている可能性がある。２年生の内情を知らなければ辿たどり着つけない話だ。１年や３年の外野からは単なる仲良しの集まりにしか見えないだろう。

「その女子の存在する大グループに選ばれた１年や３年に、目立った人は？」

「そう言われても１年生のことは殆ほとんどわかんないし。ただ３年生は堀ほり北きた先輩の書記をやってた橘たちばな先輩がいたかな。あ、でも責任者は別の人だから。変なことにはならないって。そもそも雅みやびは正々堂々やるって言ったんだよね？」

「随ずい分ぶんと南な雲ぐも先輩を信頼してるんですね」

　堀北兄も、その南雲の言葉に一定の信頼を置いているように見えた。

　堀北兄や朝あさ比ひ奈なの話を信じるのであれば、この一連の不信感は『フェイク』ということになる。正々堂々すると約束しつつ、裏では別の手段を講じようとしていると疑心暗鬼にさせたり集中力を削そぐためにそれを使う。

「あいつは言ったことは守るから。汚い手は使わない。そもそも女子グループに何かを仕掛けたって、堀北先輩と雅の戦いには何にも関係が無いでしょ？」

「そうですね。それは間違いなく関係ありません」

　朝比奈の疑問はもっともだ。

　南雲が提案したのは、堀北兄グループとの勝負であって、女子は無関係。

　だから橘のいる大グループに南雲の親しい２年女子が多数混じっているのも、無関係。

　表と見せかけて裏、と見せかけて表と言うこと。

　同じグループの３年、石いし倉くら先輩への接触と意味深な言葉も、単なるフェイク、か。

　普通に探っていたら、幾いくつものピースが浮かび、はまっては消える感覚だろう。

　面白いやり方だな。

　坂さか柳やなぎや龍りゆう園えんとも違う、独特のスタイルの戦略。

「そういうわけで私に言えることがあるとしたら、気にしたほうの負けってこと」

「助かりました」

　無む茶ちやを聞き内情を話してくれた朝比奈に感謝を述べておく。

　もちろん朝比奈にしてみれば、それが雅への邪魔になるとは微み塵じんも思っていない。

　オレなどが相手になるとは考えてもいないだろうからな。

「まぁ頑張って雅に一泡吹かせてみて。ちょっとだけ期待してる」

「あぁそれと、一応もうひとつだけ」

「ん？」

　恵けいの情報と合わせればより正確性が増す、オレはもう少し深く突っ込むことにした。
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　グループの雰囲気が悪いまま迎えた６日目の夜。

　このままこの１日を終えれば、恐らくグループの明日は開かれないだろう。このままずるずると悪い関係のまま進行してしまうことが予想される。

　そして２日後に控えている試験で、高得点を残すことは難しくなる。

　入浴を終え、部屋に戻ってきても室内の雰囲気はかつてないほど険悪だった。

　石いし崎ざきは周囲に壁を作り、誰だれとも話そうとしない。

　啓けい誠せいも自分自身を強く責め、殻に閉じこもり口を開こうとしない。Ｂクラスの生徒は場を盛り上げようと雑談を繰り返していたが、周囲の重苦しい空気に耐え切れなくなりやがて沈黙してしまう。

　やがて消灯の時間が近づいたことを確認した弥や彦ひこが、部屋の電気を落とした。

　早く一日を終わらせるために。

「なぁ石崎。ちょっといいか」

　真っ暗な中、長く続く沈黙を破ったのは橋はし本もとだった。

「よくねーよ」

　橋本がベッドの上から声をかけるも、石崎は拒絶する。

　シーツの擦れる音から察するに、こちら側に背を向けたか。

「このままだと、多分このグループはかなり危うい。人数が少ない分有利な面もあるが、逆に不利な試験内容も幾いくつかある。最悪幸ゆき村むらと誰かが退学になるぞ」

　その時、道連れにされるのは石崎じゃないのか？という含みも持たせた発言。

「っせえな。だったら退学でも何でも上等だ」

「やれやれ……」

　橋本からの救いの手が差し伸べられたかと思われたが、石崎は拒絶。

　諦あきらめたように橋本はため息をついた。

「……ふー」

　暗闇の中、橋本の顔を見ることは出来ない。

　これでグループとしての機能回復は不可能になったか。

　そう諦めかけた時だった。

「俺は小、中とサッカーをやってた。世間じゃ名門校なんて言われるところで、毎年全国で争うようなチームだった。エースってわけじゃなかったが、レギュラーで試合に出てはいたし、それなりには上う手まくやってた」

　誰か特定の人物、ではなく室内の生徒全員へ向けた言葉が橋本から向けられる。

「おまえ今サッカー部じゃないだろ。怪け我がだってしてるようには見えないし」

　暗闇から弥彦の指摘が飛んでくる。

「ああ。今時流は行やらないのは分かってたんだけどな、タバコ吸ってた時期があるんだよ」

「バレて退部ってことか？」

「いや、上手く隠れて吸ってたからな。知ってたのはウチの家族くらいなもんだ」

「喫煙は最低にしても、サッカー辞やめる理由じゃないな」

　そんな弥や彦ひこの疑問はもっともだ。誰だれにもバレてなければ問題は生じない。

「疎外感みたいなのを勝手に感じてたのさ。全員一丸となって全国制覇を目指してる中、どこか冷めて見てる自分がいた。この場にいちゃいけないってな。あとはサッカーそのものが、それほど好きじゃなかったんだろ。だから俺はあっさりサッカーやめて、勉強することにした。元々器用な方だからな、勉強についていくのも難しくはなかったのさ」

「自慢かよ。聞かせんな」

　ここで石いし崎ざきからの嫌そうなツッコミが入る。

「良くも悪くも、世渡りの上う手まさだけが取り得なのさ。けど、たまに後悔することはある。グラウンドで練習に励む平ひら田たや柴しば田たを見てると、俺もあの場所にいたのかも知れないってな。そんなに好きじゃなかったはずなのに不思議だろ？」

　そう自重気味に笑う橋はし本もと。

「おまえは？　どんな幼少期だったんだよ、石崎」

「は？　なんで俺に振るんだよ」

「なんとなくな」

「は……俺は何もねえよ」

　語るものはないと、話すことを拒こばむ。

　暗闇での会話に、啓けい誠せいが口を開いた。

「俺は小さい頃から、勉強ばっかりしてきた。歳の離れた姉が教員を目指してた影響もあってか、いつも生徒役みたいなものをやらされたんだ。小学校の時からバカみたいに高い難易度の問題を出してきたり、結構無む茶ちやする姉だった」

「それで勉強が得意になったってわけか」

　橋本が啓誠の会話を引き出すように、そう聞いた。

「ああ。それに運動が苦手で、何やっても大体ビリ付近だったのもある。苦手なものを克服せず長所を伸ばすことにした。スポーツ選手にでもなる人間以外、運動能力なんて伸ばしても意味がないと思ったからだ。この学校に入学してからもいろんな疑問にぶつかった。何より勉強の出来る自分はＡクラスに相応ふさわしい能力の持ち主だと信じて疑っていなかった」

　その時を思い出すかのように、啓誠は一度口を止めて考え込んだ。

　啓誠の配属されたクラスはＤだった。その時の絶望は計り知れないだろう。

「その後も、納得のいかないことばかりだった。クラスの連帯責任なんて納得がいかないし、無人島の生活なんてもっと意味不明で……ウチのクラスじゃ須す藤どうが俺の対極に位置してた。スポーツは出来ても勉強は出来ない。最初はとんでもないお荷物と一緒にされたと思った。でも、無人島や体育祭じゃ、須藤の方が俺なんかよりもよっぽど役に立ってた。輝いている姿を、傍そばで見せられた」

　その声には、どこか悔くやしさのようなものを滲にじませていた。

「まだ納得できていない部分は、正直に言えばある。だけど段々理解してきたこともある。勉強だけが出来ても、運動だけが出来てもダメなんだと。この試験だってそうだ。両方出来ないと、好成績なんて収められない。違うか？　石いし崎ざき」

　ここで啓けい誠せいが石崎に話を振る。

「だから何で俺に───」

「俺は無人島や体育祭の時と同じ、屈くつ辱じよく感で一杯だ。グループの足を引っ張ってる。身体からだを痛めて、誰だれかの負担が増えることになるし、何より士気を下げてしまったからだ。文句を言いながらも人並み以上にグループで役割を果たしてる石崎に、何一つ示せてない」

　茶ちや化かそうとしていた石崎が、言葉を詰まらせる。

　何も見えない。相手の顔すら見えない暗闇だからこそ、曝さらけ出だせるものがある。

「すまない石崎……手本を見せるべき責任者が、こんな状態だ」

　押し殺してはいたが、啓誠が泣いているのが分かった。

　だけど、誰もそのことに突っ込むような野や暮ぼなことはしない。

　泣きたくて泣いているわけじゃない、悔し涙。

「ざけんな、んなので謝んなよ……って、責めたのは俺か……」

　そう自身を鼻で笑い、石崎も続ける。

「そもそも誰もやろうとしない責任者を、おまえが引き受けたんだったな」

　押し付けられても、拒否することは出来た。事実石崎は拒否した。

　それを受けた啓誠の誠意に、今石崎は気づいたのだろう。

「おまえに指示されるのはむかついてたけどよ、その指示がなかったら、グループはもっと酷ひどい状態だったんだろうな。飯作るのにしても、持久走にしても」

「それは違いない」

　笑いながら橋はし本もとが言った。

　勉強が出来る生徒、出来ない生徒。運動が得意な生徒、苦手な生徒。

　そんな十人十色の生徒が集まって、一つのクラスやグループが出来上がる。

　そこには、敵とか味方とか以前の問題があるんだろう。

　ぽつりぽつりと、弥や彦ひこや他の生徒も語り始める。

　この日この夜、オレたちのグループが初めて、グループらしさを見せた。

　そんな気がした。
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　７日目の林間学校の早朝。いよいよ今日でグループとしての一日は終わる。

　明日の朝になれば即試験。橋はし本もとの機転で、オレたちのグループは崩壊せずに済んだものの、試験終了と同時に、結束力の高まってきたこのグループとの関係も終了する。どこか名な残ごり惜しいと思う生徒も少なくないだろう。

　グループ内の大半の生徒は、高こう円えん寺じに対して嫌悪感を残しつつも、それ以外の生徒とはかなり打ち解けられたんじゃないだろうか。最も石いし崎ざきに関しては高円寺以上にオレを嫌っているだろうが、極力それを表に出そうとはしない。本当ならオレに詰め寄りたいところだろうが、それをすればどうなるか石崎はよくわかっている。

　すぐカッとなるところや口調の荒さなどは須す藤どうと似たようなものかも知れないが、場の空気を読む能力に関しては石崎の方が高い。相手をリスペクトし、認めるべきところは懸けん命めいに認めている、そんな印象だ。だからこそ龍りゆう園えんも傍そばに置いていたのだろう。

　ただ、だからといって須藤が石崎より下だということではない。

　身体能力の高さは圧倒的に須藤が上回っているし、恐らくだが現時点では須藤のほうが学力は上だろう。堀ほり北きたからの指導を受け続けている須藤は、今後も少しずつ学力を伸ばしていくだろう。タイプは似ていても、持っている武器はそれぞれ異なる。

「明日の駅伝について話しておきたい。話を聞いてくれ」

　全員がベッドにいながら、視線を啓けい誠せいに向ける。

「俺たちは10人しかいない、だから一人一人に大きな負担を強しいられることにはなるが、場合によっては逆に、優位に運べるかもしれない」

「どういうことだよ。人数が多いほうが走る距離が少なくて楽だろ」

「確かに15人で均等に分担すれば、一人当たりの負担は少ない。だけど足の遅い生徒も当然多く混じる可能性が高くなる。長距離が得意な生徒なんてこの学年では指折り数えるくらいだ」

「……確かにな」

「つまり、差を縮めるチャンスでもあるってことだ」

「けどそれはよ、うちのグループが全体的に運動神経が良いことを前提にしている話だろ？」

　石崎は周囲を見渡す。恐らくオレは運動神経が良い分類に入れられるだろうが、高円寺が数に入れられない以上、他にも走りが期待できるのは橋本くらいなものだ。けして圧倒的に持久走が強いグループとは言えない。何より……。

「情けない話、偉そうに説明している俺は力になれそうにない」

　啓けい誠せい自身が一番分かっているだろう。このグループの中で一番スタミナ、走力共に不安を抱えているのは啓誠自身だからだ。だが責任者として、策を口にする。

「駅伝の距離は18キロ。一人１・２キロ最低でも走らなければならないルールだから、15人グループだと全員が強制的に同じ距離、１・２キロを走ることになる。だけど10人グループならその配分を大きく変えることができる」

「怪け我がで不参加ってことにして、そいつの分まで走ることはできねえんだよな？」

「当日の怪我や病気による欠席はペナルティ扱いだからな。人数が不利になるだけじゃなく、大幅にタイムが加算される仕組みだ。そう甘くは無い。それと交代するポイントは１・２キロおきじゃないと出来ないことも重要になる」

　抜け道のようなものは、学校側は極力潰つぶしてくる。正当にやるべきものは正当にやらなければならない。足に自信のない啓誠、弥や彦ひこのふたりは最低ライン１・２キロの距離を走ることになるだろう。Ｂクラスの３人も最低ラインに置いておいてもいいかもしれない。アルベルトは足はそこそこ速いがスタミナに課題を抱えている。仮に全員を最低距離にした場合、残る４人で均等に走れば一人頭２・７キロ以上。持久走が得意な生徒ならば十分に距離を稼げる可能性はある。オレの考えていることを啓誠も口にしていく。それを聞き終えたメンバーたち。

「だったら俺が３キロ……３・６キロか、を走ってやるよ」

　自らそう宣言したのは石いし崎ざきだった。このメンバーの中では走れる人間の一人であることは疑いようがない。そしてもう一人も続くようにして挙手する。

「となれば、俺もやるしかないな。長距離は苦手じゃないんでね」

　そう言ったのは橋はし本もとだった。グループの代表格二人が素直に大きな負担を引き受けることを誓う。これで７・２キロ。

「ありがとう」

　啓誠は感謝するように頭を下げ、素直にお礼を言った。

　この流れなら、オレもある程度はカバーしなきゃならないか。

「じゃあ……オレも出来るだけやってみる。どこまでタイムを出せるかは分からないが」

「いいのか、清きよ隆たか」

「あまり過度な期待はしないでくれ」

　しかし肝心なのはこの先だ。最も高いポテンシャルを持ち、学年トップクラスの運動神経を誇り、須す藤どうすら敵かなわないであろう高こう円えん寺じ、この男の存在。

　高円寺が多く走るほど、他の生徒は大きく楽になる。

　最低単位の１・２キロは走るだろうが、それ以上の約束は今現在ない。何より本気で走るかどうかすらわからない。もしオレを含む９人が全力で走ったとしても、高円寺が歩くなどして真面目に取り組まなければ、絶望的だ。

「高こう円えん寺じ、お前にも走ってもらいたい」

　一番のお荷物を自覚しているからこそ、啓けい誠せいは今以上に低姿勢で高円寺に頭を下げた。

　その高円寺はベッドの上で自分の爪を見てにやにやとしている。

「高円寺」

　もう一度、啓誠は冷静に声をかけた。

「もちろん私も走るさ。しかし彼らのように長距離を走るのは気乗りしないねぇ」

　二つ返事で承しよう諾だくというわけにはいかなかった。

　石いし崎ざきは高円寺を睨にらむが、いきなり突っかかったりしない。ここ数日で高円寺の行動を理解し始め、多少のことでは意味がないことを学んだ。

「グループが最下位になるリスクを避けたいんだ」

「そうだね、君の言いたいことはわかるよメガネくん」

　爪から視線を外し、高円寺が啓誠を見下ろす。

「長距離は無理でも、せめて１・２キロを本気で走ってもらいたい」

　グループのメンバーすべての視線が高円寺へと向けられる。

「約束は出来ないねえ。仮にこのグループが総合で最下位になっても、私が退学になるわけではない。責任者である君が退学になるだけだ。同じクラスメイトである私を名指しで道連れにするような非道な行為を君がするはずがない。そうだろう？」

　もしも責任者が啓誠ではなく、石崎や弥や彦ひこであったなら高円寺は走ったかもしれない。

　だが同じクラスである啓誠であれば、道連れにすることなどありえないと踏んでいる。仮にここで、協力をしないなら道連れにすると脅おどしたならば、わずかながらに高円寺が走る可能性は出てくるが、それと引き換えに高円寺から金輪際協力は得られないだろう。

「……じゃあ聞かせてくれ。どうしたら協力してくれる？　もしプライベートポイントを払うことで走ってくれるというなら俺が払ってもいい」

　自分が足を引っ張ることが分かっているからこそ啓誠は自腹でそれを賄うつもりだった。

「一人で背負うなよ幸ゆき村むら。俺だって少しだがポイントは持ってる」

「俺も出そう」

　石崎に続き橋はし本もとも、そして弥彦たちもそれに合わせるように賛同する。チリも積もれば何とやら、９人からプライベートポイントを集めればそれなりの額になる。

　グループ全体からの圧力も込めた願いに対し、高円寺は───。

「生あい憎にくと私はプライベートポイントには困っていないのだよ。それに、ポイントが無ければ無いで充実した学校生活は送れるからねえ」

　結束を強めたグループの想おもいなど、全く届く気配がなかった。

　ちょっとした現金ではやはり高円寺は動かない。

　かといってクラスのために頑張ってくれと言ってもさらに無駄だろう。

　この数日間高こう円えん寺じを動かすために、オレを含むグループ内のあらゆるメンバーが知恵を振り絞ってきた。あるいは学年を超えて。そのどれもが全すべて失敗に終わっている。

「なら走ってはくれないということだな？」

「そうだねえ」

　少しだけ考える素振りを見せ、高円寺は言った。

「君たちの力にはなれそうにないね」

　そう言って、高円寺は断った。

　我慢していた石いし崎ざきが立ち上がり詰め寄ろうとするが、それを啓けい誠せいが止める。

「ただし一つだけ安心したまえ。必要以上のことをするつもりはないが、必要最低限のことだけはこなして見せようじゃないか。私にも流儀があるからね」

「つまり……人並みの結果は残す、と？」

「そういうことだねえ。もっとも私の場合、最低限でもそれなりに優秀な成績を取ってしまうだろうが。まぁそれは君たちにとって朗報だろう？」

　恐らくこの高円寺の言葉に、９人は感じ取ったはずだ。

　多少なりともグループとしての自覚が芽生え、仲間のためを思ったのだと。

　だが実際には全く違う。オレの分析してきた高円寺は、自身のためにしか動かない。

　これまでの試験全て、高円寺は破天荒な行動を繰り返してきている。

　だが、その行動のどれも高円寺を退学に追いやることが出来るほどのものではなかった。

　高円寺は99％、啓誠は道連れにしないと踏んでいるが、それでも可能性はある。明らかに悪い成績を残せば学校側にもその点を指摘される。道連れに選択されたときに逃げ場を失うのは明らかだ。そんなミスをこの男は犯さない。

「何が優秀な成績だ。普段から座禅すらまともにやってないおまえが出来るのかよ」

「フッフッフ。座禅など幼少期にマスターしたからねえ。ノープロブレムさ」

「どんな幼少期だよそれは」

　そんなツッコミを受けながらも、高円寺は愉快そうに笑い続けた。

　とは言え、それで啓誠にとっては十分だったのかもしれない。

　協力し合うなんて考えは高円寺にはないが、最低限の約束をした。この部分は大きい。同じクラスメイトだからこそ、高円寺のポテンシャルの高さには気づいている。座禅や筆記試験など未知数な部分も多いが、持久走等の体力系には信頼がおけそうだ。
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　一つの問題を解決させ、それからは朝の清掃時間。

　いつものように啓誠が掃除をしようとすると、石崎が雑巾を取り上げた。

「ちょっと休んでろ。駅伝当日に走れなくなったら、そのほうが迷惑すんだよ」

「いや、しかし───」

「休んでろ。その分、筆記試験は頑張れよ。１２０点くらい取れよ？」

「……ああ。１２０点は無理だが、１００点を目指す……」

　持ちつ持たれつを理解した石いし崎ざき。啓けい誠せいは感謝しながら傍そばに腰を下ろした。

「いい心がけだねぇ不良くん」

「うっせぇ殺すぞ高こう円えん寺じ。テメェは初日から今まで、全くやってないだろうが！」

「そうだったかな？　ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ」

　雑巾も箒ほうきも手にせず、高円寺は自然の散策に行ってしまった。

　２年や３年にも目を付けられている中、実に堂々とした立ち振る舞いだ。

「あいつは病気だな。あんなヤツ抱えてておまえら上のクラスにいけるのかよ」

　Ｄクラスにまで心配される始末だ。

「……自信はないな」

　常に上のクラスを目指す気持ちの強い啓誠だが、やはり高円寺は規格外のようだ。

　明日の本番、高円寺がどう動くかも大きな要素だ。朝の話し合いでは最低限の約束を取り付けたが、絶対の保証があるわけでもない。見えない部分でサボることだってありえる。

　もし、この掃除のように参加そのものを否定することになれば、最下位の可能性は極めて高くなる。今は見逃してくれている上級生も、突然牙を向けてくるかもしれない。

　オレ自身、高円寺はそんなことをしない打算的な人間だと思いつつも、その予想を裏切ってくるかも知れない非常識さを警戒している。

　啓誠の不安な様子を察知したのか、石崎が近づいてくる。

「心配すんなよ。俺たちでカバーすりゃいいだけだ」

「似合わないセリフだな。一日で随ずい分ぶんと物分りがよくなったよな」

「っせぇな橋はし本もと。文句あんのか！」

「文句はないな。グループの順位は俺のプラン設計にも影響する、１つでも上の順位で合格したい。そうだろ弥や彦ひこ」

「……まぁな。厄介なグループになった以上やるしかない。不ふ甲が斐いない成績を取れば、[image: ]かつら城ぎさんをがっかりさせるからな」

　[image: ]城を中心に考える弥彦に苦笑いしながらも、橋本は弥彦の肩を一度叩たたく。弥彦は弥彦で、持久走など運動面では足を引っ張ることを自覚している。あれこれ言いながらも態度は当初より随分と控えめになっていた。

「俺は坂さか柳やなぎの指示で、何度か[image: ]城と対たい峙じしたことがある。おまえには恨うらまれてると思うが、今回は正真正銘の味方同士だ。今だけはその関係を忘れてくれ」

「ふん。どうだかな」

　弥や彦ひこは声こそ荒らげなかったが、橋はし本もとに対する信頼度は低かった。これまで[image: ]かつら城ぎが同じクラスメイトの妨害を受けていたことに、許せない部分があるのだろう。

「今回[image: ]城さんを責任者に仕立て上げたのもおまえじゃないのか」

「俺は絡からんでない。あれは的まと場ばの方針だ」

　そう否定する橋本に弥彦は納得していなかった。

　それでも自制し、グループの一員として動いていることには一定の評価をしたい。
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　試験を明日に控えた、最後の夕食の時間。

　オレはトレーを持って歩く一いち之の瀬せを見かけ声をかけた。

　特に情報収集を目的としていたわけじゃない。

　ただ、何となくいつもの一之瀬らしくない雰囲気を感じたからだ。

「何か困ったことでもあったか？」

「え？　あ、綾あやの小路こうじくん。ううん別に、ちょっと今、色々考え事してるだけ」

「難しい問題に直面してるんだな」

　立ち去ろうとした一之瀬だったが、一度足を止める。

「明日はいよいよ試験だけどさ、今回の試験を綾小路くんはどう思う？」

「随ずい分ぶんとアバウトな質問だな」

「素直に感じてることを教えて欲しいの」

「今までの試験と違って、ちょっと厳しいかもな。退学のリスクが高い気がする」

「そうだね……。でも３学期になったし、難易度が上がるのも自然なんじゃない？」

「かもな」

「リスクと言えばさ。責任者って制度があるじゃない？　グループのリーダーになる」

「ああ」

「その責任者になることは、とてもリスクのあることだけど……勝つためには自ら責任者になることも、大切なことだよね？」

　オレは否定せず一之瀬の話に耳を傾ける。

「退学のリスクなんて言われても、何となく宙に浮いた話って言うか、実感も湧わかないし。……正直見えない部分は大きい。でも本当に怖いのは、それで失うクラスポイントでもプライベートポイントでもないと私は思う」

「……クラスメイト、ってことか」

「うん。仲間を失うことのリスクは、計り知れないよ」

「万が一クラスメイトの誰だれかが退学ってことになったらどうするつもりだ？」

「どうする、か」

　一いち之の瀬せはゆっくりと顔を上げると、薄く笑った。

「綾あやの小路こうじくんって、やっぱり頭いいよね」

「どうしてそうなる」

「だってさ、普通退学になったらどうするも何もないじゃない？　だけど『その先』があることを知ってる」

「単にメンタル的な意味での質問だったんだが……」

「メンタルの質問だったら『つもり』なんて表現使わないんじゃないかな。『どうなる』とか、完全に表現が違って『クラスは大丈夫か』とか」

「悪い。本当に買いかぶり過ぎだ。日本語がなってないだけだぞ」

「だとしても、それは尊敬に値する『直感』だと私は思う」

　話し込みすぎちゃった、そう言って、またねと距離をとった。一之瀬も一人で考えたいことは色々あるだろうからな。そんな一之瀬を見送っていると、他の生徒にも声をかけられていた。人気者の辛いところだな。一人で考え事をしようにも、周りが放っておいてくれない。いつもなら笑顔を見せる一之瀬だが、今日はどうにも違うらしい。

「うん……ごめん、ちょっと今、そういう気分じゃなくて……」

　明らかに元気のない一之瀬は、仲の良い２人の少女を無視するに近い形で歩いていく。

「ごめん。ちょっと色々あって、今日は一人になりたい気分だったんだよね」

　それが見せかけの演技でないことは明らか。

　林間学校が始まった時とは全くの別人と言ってもいい状態だった。

　それを見て悟さとる。坂さか柳やなぎが動き出したらしいな。

　今回の試験で波乱が起きるのは、男子ではなくやはり女子の方、なのかも知れないな。
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　試験前の最終日ともなると、状況は大きく変わっているものだ。

　食堂全体の空気こそいつもと変わらないが、笑う者沈む者がはっきりしてきている。要はグループとして成功したところとそうでないところの明暗が出ている。

　廊下に出ると、恵けいが食堂入り口の壁にもたれかかっていた。

　さりげなく、すれ違いざまに紙切れを一枚受け取る。恵はすぐに食堂の中へと入った。友人たちと合流して食事でもするんだろう。オレは恵と別れてから紙に目を通すと、細切れにして破り、校内各所に設置されたゴミ箱複数個か所しよに分けて捨てた。

　この１週間よく耐えたもんだ。だが、それもついに限界のようだな。

　オレは食堂から離れ、校舎の隅に移動する。

　恵けいにマークさせていた人物が、一人になる時間を求めて彷徨っているからだ。

　この林間学校で一人きりになれる時間は限られている。

　真夜中という手もあるが、共同部屋から長時間不在になれば気づかれる。

　なら、利用するのは全員が食堂へ一堂に会するタイミングが望ましい。

　その人物が向かった方向へ歩いていくと、蹲うずくまるようにして身を潜めていた。

　オレに気づかず、声を殺して泣く姿を見て、一瞬どうしたものかと逡しゆん巡じゆんする。

　しかし、いくら人に見つかりにくい場所とはいえ、いつどんなタイミングで他の生徒が現れるかは分からない。それなら、手早く済ませよう。

「困ったことがあれば、堀ほり北きた……元生徒会長に相談するべきじゃないのか？」

「っ!?」

　顔を上げる少女。３年Ａクラス橘たちばな茜あかね。

　自分の情けない姿を見せたことに慌て、涙を拭ぬぐう。

「な、なんですか？」

「何ですかもなにも、今言ったとおりのことだけどな」

「私は別に、何も困ってません」

「もし、困ってないのに泣いてたんだとしたら、それはそれで問題だな」

「泣いてませんし！」

[image: ]

　そう言いながら、橘たちばなは視線を逸そらした。

　その場から動こうとしないのは、明かりの強い場所に戻れば赤く充血した目、涙の跡がより鮮明になってしまうと分かっていたからだろう。

「一人になりたい時もあります」

「確かにプライベートな空間は殆ほとんどないよな」

　強しいてあげるならトイレくらいなものだが、それでも長時間の利用は不自然だ。

　出入りを目にしている生徒も少なくはないだろうし。

「オレは一応、堀ほり北きた元生徒会長側のつもりだ」

　嘘うそだが、そう言っておけば橘も幾いくばくかは信頼度を増すだろう。

「だとしても、戦力にはなりません」

　まぁ……そう言われると言い返すことは何も無い。むしろ情報を流すだけリスクを抱えることになるな。

「敵にならないだけマシだと考えてくれ」

「というか先輩に対してタメ口、やめてくれませんか。これまでは堀北くんがいたから私が強く言うことはありませんでしたが……」

　その願いよりも、普段『堀北くん』と呼んでいることの方が気になった。

　生徒会長を辞やめてるのに『堀北生徒会長』というのも変な話だが。

　元、を付けて呼ぶ方法もあるが、橘が使うのは不自然だ。

「君は……１年はいいですよね。能天気で」

「随ずい分ぶんと弱気だな。明日の試験に向けて不安なことでも？」

「私は別に、何もありませんよ。責任者こそしてますが、グループ内での関係もけして悪いものではありませんし。むしろ良好なくらいです」

「なら、どうしてそんなところで泣いてたんだ」

「な、泣いてませんってば」

　オレが橘の目元を指差すと、慌てて自分の指先で濡ぬれていないかを確認する。濡れていなかったことが分かると、やや怒ったような目で睨にらみつけてきた。

「私が心配しているのは……不安なのは堀北くんのことです」

　嘘ではないだろうが、嘘だろう。

　まだそのことには触れない。

「心配ねえ。あの男に不安なんてあるのか？」

「堀北くんは……堀北くんはずっと一人で戦ってるんです。これまでもずっと２年生と、そして３年生とも。一人で周り全すべてを相手にすることの大変さがあなたには分からないでしょうね」

　分かろうと思っても分かるはずがない。

「南な雲ぐも率いる２年が敵なのはある程度知ってたが、３年にも敵がいたのか。仮にも生徒会長まで務めた男に逆らう反乱分子なんて多くはないだろ」

「あなたは堀ほり北きたくんを独裁者か何かと勘違いしてるんじゃないですか？　生徒会長だからといって、南雲くんのように好き勝手していたわけではありません。どの試験だって気を抜くことが出来ないんですから」

　そう言われても、３年の内情などこれまで聞く機会すらなかった。まして堀北兄の背景のことなど何一つ知らない。しかし試験で気を抜けないってことは……。

「まさか３年の今頃まで、クラスの争いは拮抗してるってことなのか？」

「少なくとも……堀北くんが倒れれば、Ａクラスの絶対はありません」

「へえ……」

　確か南雲も言っていたな。３年ＡクラスとＢクラスの差は３１２だと。堀北兄以外の戦力が乏しければ、あるいはＢクラスに優秀な生徒がいれば十分にありうるか。

「あいつも普通の生徒だったってことだ」

「堀北くんは───！　……なんでもないです」

　思わず大声を出してしまった自分を抑えるように、言葉を止める。

　だが悔くやしさを吐き出すように、ゆっくりとこう続けた。

「私たちＡクラスの生徒が、いつも足を引っ張っていたから……失わなくていいクラスポイントもたくさん失ったし、プライベートポイントだって───いつも自分を犠牲にして、仲間を守ってきてくれたんです」

　橘たちばなの言うことが本当なら、堀北兄は平ひら田たのようなタイプだということか。正直、そんな風には見えない。もちろん、３年Ａクラスに在籍する橘の言うことなのだから、ある程度事実なんだろう。恐らく善人であることを一切表に出さず、裏で処理してきたこともたくさんあるはずだ。それを誰だれよりも傍そばで見てきたのが、ここにいる女。

「つまり今の状況を憂えて落ち込んでいたと？」

「私だって男子の状況を耳にくらいしています。堀北くんが南雲くんに勝負を挑まれたことも、そのせいで身動きが取れないことも。私たちが、全く力になれないことも」

「力になれるかどうかは、頑張り次第なところもあるだろ」

「そんなこと分かってます」

　目から涙が溢あふれてきたのか、橘は腕でもう一度目元を拭ぬぐった。

　その涙は、堀北兄を思ってのものだったかも知れないが、他にも事情がある。

「今困ってることがあるんじゃないのか？」

「……ありません。何もありません」

　そう言って否定した。

「本当にそうなのか？」

「しつこいですね、私は別に何も困っていません」

「もし───いや、あんたがそういうなら、オレの勘違いなんだろう」

「はい、勘違いです。変なことを堀ほり北きたくんに言わないでくださいね」

「ああ」

　きつめに警告をして、橘たちばなは食堂の方へ戻っていった。

　万が一にも、真実を堀北兄に知らせたくない、ってことか。

　だがその判断は間違いだ橘。自己犠牲を払えば解決する問題じゃない。

「オレが手を出さなきゃ、完全に詰み、ってことだな」

　弱々しい橘の背中を見送り、そう確信した。





　　　　４






　深夜。オレは僅わずかなベッドの軋きしみで意識を覚醒させた。暗闇の中一人の生徒が動いている。もちろん、それが誰だれであるかは視界がゼロの状態でも分かる。オレの上で眠っているはずの橋はし本もとだ。ベッドの梯子はしごを使って音もなく着地すると、懐中電灯も持たず部屋を出て行った。その後でオレはゆっくりと身体からだを起こす。

　ほぼ間違いなくトイレだとは思うが、それ以外の可能性もある。

　ここまで１週間、夜中に橋本がトイレに抜け出ていなかったのが引っかかった。

　オレは間隔をほんの僅かしか空けず、身体を起こし橋本の後を追うことにした。

　万が一扉の外に立っていて気づかれても、トイレに起きただけだと答えればいい。

　同じベッドを共有しているオレだからこそ、橋本も起こしてしまったと思うだけだ。

　気配を消して廊下に出る。

　非常灯と外から差し込む月明かりだけだったが、懐中電灯なしでもかろうじて歩ける。

　橋本はトイレの方向へと姿を消していくのが見えた。その後を追って歩き出す。

　すると、一度曲がれば後は真まっ直すぐ歩くだけの廊下で、橋本は左へと曲がった。

　どうやら素直にトイレに向かった、というわけではないらしい。

　１階へと降りた橋本は、上履きのまま外へ出た。オレは近づきつつも、傍そばの壁に身を潜めた。橋本の他に生徒の姿はない。単に試験前、眠れずに外の空気を吸いに来たのか。あるいは待ち人がいるのか。その答えはすぐに分かった。

　こちらに向かってくる気配を感じ、オレは一度別の場所へと移動する。目的と思われるもうひとつの影が姿を見せたからだ。その影は橋本の通った道を歩き、外へ出る。

　虫の鳴き声ひとつしない状況だけに、人の声は想像以上にクリアに聞こえてきた。

「よう龍りゆう園えん」

「一体何の用件だ？」

「ちょっと話をしておきたくてな。食堂じゃおまえは目立ちすぎる。こんな深夜でもなければ呼び出せないだろ？」

「最終日にか」

「最終日だから呼び出したんだよ。他の連中が一番深い眠りについているタイミングだ」

「……なるほど。そりゃそうだ」

　試験当日となる深夜に、わざわざ夜更かしする生徒はいない。

　だからこそ橋はし本もとは、龍りゆう園えんとの密会にこのタイミングを選んだわけか。

　しかし龍園と橋本とは、思いがけない組み合わせ……でもないか。

　龍園は無人島の時点でＡクラスと関係を持っていた。橋渡しの役に橋本がいても何らおかしくはない。

「回りくどい言い方は得意じゃないからな。ストレートに聞かせてもらおうか。おまえ本当にクラスのリーダー辞やめたのか？」

「クク、信じられないようだな」

「少なくとも石いし崎ざきたちに丸め込まれたってのは、どうにも」

　その点が引っかかっていると、橋本は伝える。

　確かに石崎に丸め込まれた、というのは少々間抜けでもあるからな。

「あいつはともかく、アルベルトは厄介だからな。正面切ってやり合えば厳しいのさ」

「なるほど。まぁ確かにアルベルトは脅威か。ただ、俺の知ってる龍園翔かけるは、そんな相手にも物もの怖おじしないどころか、常に反撃する手を考える男なんだけどな？」

　疑いは薄まるどころか、増したとさえ言いたげだ。

「俺に対して謀反を起こすような連中を、まとめ上げるのに飽きただけだ。おまえらＡクラスからの搾取を続けている限り、俺は常にセーフティーゾーンにいる。連中を救ってやる義理はねえ」

「なるほど。それが真理なわけだ」

「納得できたか？」

「どうかな。正直まだ半々が良いところだ。それに俺は個人的に、おまえには今の状態から抗あらがってもらいたいと思ってるんだよ」

「テメェの小遣い稼ぎのために、か」

「そういうことだ。俺もおまえみたいに『約束されたＡクラス』が欲しいのさ」

　２０００万ポイントを貯ためれば、Ａクラスに移動する権利が買える。

　それを手にした生徒は安泰。誰だれもが羨む状況だ。

　しかし実現は困難。どうやらこの橋本も、それを狙ねらう生徒の一人らしい。

「勝ち上がりを約束されたいなら、坂さか柳やなぎを売る覚悟もあるんだろうな？」

「必要とあれば」

[image: ]

　そう答えた橋はし本もとだが、すぐにフォローも付け加える。

「坂さか柳やなぎを売るのは安くないぞ龍りゆう園えん。今のところクラス内に坂柳より上に立てる人間はいないからな。折せつ角かく有利な陣営にいるんだ、わかるだろ？」

「蝙こう蝠もり外交がどこまで上う手まくいくか見ものだな」

「世渡りは得意な方だ、上手く風上に立たせてもらうさ。しかし、こうして直接話せてよかった。目は死んでないようだな」

　あくびをした後、橋本は最後にこう付け足した。

「平ひら田たのクラスに抜かれた時は何をやってるんだと思ったが、意外と手ごわいかもな」

「あ？」

「冷静にメンバーを見ていけば、粒が揃そろってる。早いうちに潰つぶしておきたいところだ」

「おまえがあいつらを評価するとはな。気になる男でもいたか？」

「少なくとも高こう円えん寺じは脅威だ。あいつがクラスのために動けば、正直Ａクラスもどうなるか分かったもんじゃない。それに平田に幸ゆき村むらと学力の高い生徒もいる。須す藤どうだって学年じゃ屈指の身体能力を持ってる」

「他の連中はともかく、あの男が動くとは思えねぇな」

　橋本は笑った後、その点には同意した。

「それでも、いつどうなるかは分からない。念には念を入れておくのさ。もし平田たちがＡクラスに上がってきても、俺が入り込む余地さえ残ってれば問題はない」

「おまえにそれだけの力があるかは怪しいが、火傷しない程度に頑張るんだな」

　龍りゆう園えんは橋はし本もとをバカにしつつ、切り上げようとする。

「クソにしても、長すぎると面倒だ」

「ああ」

　二人が切り上げるのを察知し、オレはその場を離れようとした。すぐに橋本も部屋に戻ってくるだろう。その前にベッドで眠っていないと何かしら勘づかれかねない。

　だが、近づいてくる別の気配を察し、オレは部屋に戻ることを中断する。

　その気配はすぐに龍園たちに気づき声をかけた。

「１年も、こんな時間に密会か」

「あ？」

　校内へと戻った龍園たちの前に立ったのは、南な雲ぐも雅みやびと堀ほり北きた学まなぶだった。

　一瞬足を止めた龍園だったが、すぐに興味をなくし歩き出す。南雲の進路コースだ。

　だが、南雲は避けようとしない。

「どけよ」

　睨にらみを利きかせる龍園に対し、南雲は面白そうに笑った。

　橋本も何事かと廊下に戻ってきたところで、南雲と目が合う。

「やんちゃぶりは耳にしてるぜ。確か龍園だったか、これから堀北先輩と少し話をするんだが、おまえも混じっていけよ」

　ついでにそっちも、と橋本にも声をかける。

「興味ねえな」

　龍園は南雲の肩に自らの肩をぶつけた。

「強気だな。俺が怖くないのか龍園」

「生徒会長だろうが何だろうが、俺の邪魔をするヤツは潰つぶす」

「へえ」

　全く動じない龍園に、南雲は一定の興味を抱いたようだった。

「嫌いじゃないぜ、おまえみたいなタイプ。ただ、俺の生徒会には似合わないけどな」

　歩き出そうとする龍園に、南雲は続けて声をかけた。

「外野として賭かけに参加しないか？　今日の特別試験、俺と堀北先輩のグループ、そのどっちが高い順位を取るか。一口１万ポイントでどうだ。おまえがどっちに賭けても、当たったら俺がその額を払ってやる。外した時にはきっちり払ってもらうけどな」

「くだらねえな。そんなはした金に興味ない」

「１万がはした金か。Ｄクラスなら常に金欠だろ。もう少し増やしてもいいぜ？」

「だったら１００万だ、その額を張らせるなら乗ってやるよ」

　そう言って振り返る龍りゆう園えん。

「ははは、面白いな龍園。大胆なジョークだ。もう行っていいぞ」

　どうやら龍園からの提案を冗談だと思ったらしい。

「その程度の額を張る勇気もないなら、俺に賭かけなんざ持ち込むんじゃねえよ」

「なあそこの１年。龍園は払えると思うか？」

　橋はし本もとに問う南な雲ぐも。Ａクラスとの密約を知る橋本にしてみれば、間違いなく所持していると分かっている。だが───。

「どうでしょう……クラスが違うので、何とも言えませんね」

「携帯でもあって確認が取れたら、乗ってやっても良かったんだがな。残念だ」

　結局賭けは流れることになったようだ。

　そのタイミングで橋本も南雲たちの前から去ろうとする。

　既に眼中にないのか、南雲は２人から視線を外し堀ほり北きた兄へと向けた。

「堀北先輩。明日の試験を棄権してくださいよ」

　そう、突然切り出したのだ。

　龍園は興味無さそうに歩いていったが、橋本は思わず足を止めた。

「棄権だと？」

「そうです」

「それは、さっき龍園が言った冗談よりも性た質ちが悪そうな話だ」

「割と本気なんですけどね」

　ただし、と付け加える。

「これは先輩のためなんですよ」

「もう少し理解できるように話してもらおうか。おまえは頭の中で話を自己完結させる癖くせがあるが、未いまだに治らないようだな」

「すみません。未来が見えすぎるのも考え物ッスよね。先輩に棄権して頂けない場合、先輩は後悔することになるからです。言わば、これは俺からの慈悲です。警告せず陥おとしいれることも出来るんですが、それではあまりに無慈悲じゃないですか」

「何をするつもりだ。場合によっては認められない」

「分かっていますよ。勝負の方法は第三者を巻き込まず、正々堂々勝つこと。でも今のまま試験になれば、どちらが勝つかは蓋を開けてみるまで分からない。もちろん、接戦であることは予想されますが。だからこそ、俺は勝ちたい。そのために手を打ってます」

「それが棄権の勧告に繋つながるのか？」

「そうすることが、一番ダメージを負わないで済むからですよ先輩。あなたには、俺が打った布石が読めますか？　いや、読めてないですよね。俺の考えを読んでいる生徒なんて、この学校には一人もいない。そういう状況なんです。あなたのお気に入りも同じようなもの……１年の誰だれでしたっけね」

　南な雲ぐもは軽く視線を泳がせ、意図的に橋はし本もとを見た。

　だが橋本に分かるはずもない。

「ああそうそう。確かこの１年と同じグループにいましたっけ。綾あやの小路こうじ清きよ隆たかだ」

　橋本に意識させるように、そう強調してオレの名前を口にする南雲。

「おまえはどう思う橋本。綾小路に関して」

「どう、ですか……いえ、普通の生徒かと思いますが……」

　予想もしていなかったオレの名前に、橋本が動揺する。

「だよな？　けど、堀ほり北きた先輩はどうも綾小路を１年の誰よりも買ってるらしい」

「それは、体育祭のリレーで好勝負を繰り広げたからですか」

「普通はそうだな。でもそれだけじゃなさそうなんだよな。坂さか柳やなぎでも龍りゆう園えんでも、一いち之の瀬せでもなく、堀北先輩は綾小路を買ってるのさ。同じグループのおまえなら、何か感じてるかと思ったんだが」

「いえ……」

「どういうことなんですかね、先輩。そろそろ理由を教えてくださいよ」

「拡大解釈だ南雲。俺がいつ、綾小路を買っているとおまえに話した。事実とは違うことを広めても得はない。１年生をからかうのはほどほどにしておけ」

「すみません先輩、そうでしたね。悪いな橋本、今のはちょっとした冗談だ」

「そう、ですか……」

　話の内容は多少気になるところだが、オレは切り上げることにした。

　廊下を３人が塞ふさいでいる以上、オレは反対側の階段から部屋に戻る必要がある。

　遠回りになるが、別のルートを通り先に戻ることを決めた。

　橋本が部屋に戻った時オレが不在だと、この話に妙な信しん憑ぴよう性せいを生み出しかねない。

　オレが部屋に戻って数分後、橋本が静かに部屋に戻ってきた。

　暗闇の中、下段ベッドのオレに視線が向けられた気がしたが、それまで。

　その後上に戻った橋本は、静かに眠りについた。






○女子たちの戦い後半　堀ほり北きた鈴すず音ね









　明日には試験本番が控えている。本来は今、生徒たちは夕食に舌鼓を打っている時間。

　私堀北鈴音は、共同部屋の中である人物と接触していた。

　この時間なら他の生徒は全員食堂にいるため、２人きりになるのは簡単だ。

「あのね堀北さん。正直に言って、堀北さんは現状が見えてないと思う」

　目の前で、[image: ]くし田ださんが真剣な眼まな差ざしを向けてくる。

　とは言え、ここは狭い林間学校の中。どこに目や耳があるかは分からない。あくまでも目の前にいるのは表の[image: ]田桔き[image: ]きようさんであることを、失念してはならない。

「現状が見えていない、とはどういうことかしら」

「私を監視する目的……あるいは仲間として認めてもらうために、強引に同じグループに入り込んだ。そうだよね？」

　常に人が来ることを想定し、[image: ]田さんは普段の態度に近い形で私に対応している。だけどその物言いには強いものがあった。携帯での録音など小細工できる状況じゃないのが確かだからだろう。それは私にとっても歓迎すべきことだ。本性を隠したままでは、話は一向に前に進まないものね。

「ええ。確かにそういった目的があったことは一部否定しないわ」

　一部、という部分をやや強調して伝えたつもりだけど、[image: ]田さんは気にも留とめない。

「個人的な感情で動いてるみたいだけど、それって戦略としてどうなのかなって。確かに私と堀北さんの仲は良くない。だけどグループの成績を……ううん、クラスのためを思うなら、私情は抜きにすべきだったんじゃない？」

　そう言い、[image: ]田さんはため息をつきながら腕を組んで自らの正しさを突きつける。

「優先すべきことが私だけになってるから、勝ちも負けも二の次になってる。違う？」

「そうね、それも否定しないわ」

「認めるんだ」

　事実否定できる材料はない。ペーパーシャッフルを行うことが決まってから、私はずっと[image: ]田さんのことだけを考えて行動している。冬休みに彼女をお茶へと誘い出したのだってそうだ。これまでの人生で、まずやらないようなことをしている。

「何をしたって無駄。いい加減それを理解して欲しいんだよね」

「残念だけど、無理な相談ね」

　[image: ]田さんとの問題を解決しない限り、私は前には進めない。

「私が言うことじゃないんだけどさ、強引に引っ張り出してきた生徒会長を前に誓いを立てさせたこともう忘れたの？　私の収まらない腹の虫はともかくとして、私は堀北さんに対して妨害行為をしないことを約束した。迂う闊かつな行動をしないことくらい分かってくれてると思ってた。それとも、私がその約束をすぐにでも破るとでも思った？」

　その質問には、言葉では答えなかった。

　多分[image: ]くし田ださんも私の気持ちは分かっているだろう。

　半々、というのが正解だ。[image: ]田さんは渋々ではあるが約束を護るような性質を持っていると期待しつつも、裏では私を退学にするために動いているかもしれないと、そんな二つの感情が混在している。

　もし[image: ]田さんを疑っていなければ、こうして四六時中彼女に張り付く必要もないからだ。

　それに、兄さんは他言なんてしないけれど、卒業してしまえば誓いも無いに等しいものにもなる。こちらからアクションを起こすなら、兄さんが卒業して、いなくなってしまうまでの間しかない。残された時間は、あと僅わずかなのだ。

「あなたに信頼されたい」

　私は直球勝負で行くことにした。

「随ずい分ぶんと素直だね」

　それを正面から受け入れつつ、[image: ]田さんは薄っすらと笑みを見せた。

　だけどこの笑みは肯定的な笑みではない。それを間違えてはいけない。

「何があっても、私はあなたの過去を他言しない。どうすればそれを信じてもらえる？」

「残念だけど、信じることはないかな」

　あっさりと[image: ]田さんはそう言いきった。

「他言するメリットが無いわ」

「確かに無いかもね。誰だれかに話したことを知れば私は容よう赦しやしないし、中学の時みたいにクラスを崩壊させることだって考えるかも知れない。Ａクラスを目指す堀ほり北きたさんは、もちろんそんなデメリットしかないことはしない。そう考えるのは自然なこと」

　こちらの思いはそのまま、[image: ]田さんにも伝わっているように思えた。

　だけど、それでも彼女には折れることが出来ない理由があるのだろう。

「でもさ、私に言わせれば今の環境は窮きゆう屈くつなの」

「窮屈……？」

「たとえばさ、首筋にナイフをあてがわれて、傷つけないから協力してって頼まれて、他人に従える？　傷つけようとしても傷つけられない状況と、傷つけようと思えば傷つけられる状況じゃ、置かれてる立場が違うってこと。分かるよね？」

　[image: ]田さんは誰も信用していない。メリットとかデメリットとかで判断しているわけじゃなく、自分以外が有利になりうる情報を持っていることが気に入らない。

　だから私を排はい除じよしようとする。

　厄介なのは、そのナイフを私の手は手放すことが出来ないこと。

「でも、そのせいであなたは自分で自分の首を絞めているんじゃないかしら。事実、あなたのことを知る人は少しずつ増えていってる」

「そうだね。状況が苦しくなってるのは認めてあげる」

「あなたは賢い。学力や運動神経は人並み以上だし、コミュニケーション能力の高さは学年一……いいえ、場合によっては学校一と言えるかも知れない。こうしてあなたと話していても頭の回転の速さに感心させられる。クラスメイトとして協力してもらえれば、クラスの大きな助けになる。あなた自身も、もっと周囲から感謝されるようになるはずよ」

「その知ったような口調が、何より私を苛いら立だたせるってわかんないかな。私という本当の人格を知ってるからこそ、そんな提案が出てくる。それが気に入らないってこと。何も知らない人だったら、私に対してそんな物言いは絶対しない」

「それは……」

　過去を知る人物は絶対に受け入れない。その意思が激しく伝わってくる。

「私より頭いいんだからさ、この学校じゃなくたっていいじゃない。それに私の見たところ、堀ほり北きたさんはお兄さんと同じ学校に行きたくてここに来たんでしょ？　でも、もうすぐお兄さんは卒業しちゃうんだし、無理に残る必要もなくない？　違う学校で勉強して、進学なり就職なり上う手まくやればいいんだよ。もういいよね？」

　これ以上の無駄話は時間の浪ろう費ひだというように、[image: ]くし田ださんは話を切り上げる素振りを見せた。私は引き止めることが出来ず、静かに息を吐いた。

「しばらくは大人しくしておく。でも、堀北さんを信用して協力するなんてことは絶対にない。私か、堀北さんか、どちらかがこの学校からいなくならない限り、この話はどこまで行っても平行線だってこと覚えておいた方がいいよ」

「……分かった。今日のところはここまでにしておくわ」

「今日だけじゃなく、これが最後にしてね」

　そう言い残し[image: ]田さんは廊下を歩いていく。

「無力ね、私は」

　頼れるべき仲間は少ない。

　こんな時もっとも頼れそうなのは綾あやの小路こうじくんだけど、彼とは距離が開いた。

　私が生徒会の話を強引に[image: ]田さんの前でさせたことが原因だろう。

　でも、私にも引けないことはある。

　彼女との確かく執しつは、接触を繰り返すことでしか取り除けない。

　たとえ彼からの協力が得られなくなるとしても、私は[image: ]田さんを選ぶ。

　いいえ、選ばなければならない。






○死角









　林間学校最終日、つまり特別試験によってグループの優劣を決める日がやってきた。これまでの１週間、全学年、男女合わせて36もある小グループは、それぞれ独自の時間を過ごしたことだろう。

　仲を深め連携を高めたグループ、崩壊寸前にまで追い込まれたグループ、あるいは関係を深めることなく淡たん々たんと日程を終えたグループもあるかも知れない。

　うちのグループは最初、グループ内の誰だれもが打ち解け合うことはないと思っていた。

　しかし、結果的にはお互いの距離を、大きく距離を詰めたことは事実だ。

　もちろん、完かん璧ぺきじゃない。あくまでも継つぎ接はぎだらけのグループ。

　明日になれば、また敵同士、一時的な仲間でしかない。

　それでもどこかで、このグループの活動が終わることに一抹の寂しさを覚えている。

「とりあえず、やることはやった。結果はどうあれこのグループに悔いはない」

「俺もそう思うぜ。１週間責任者をやってくれてありがとよ幸ゆき村むら」

　石いし崎ざきと啓けい誠せいが、どちらからともなく手を差し伸べ、軽い握手を交わした。

「結果はどうあれ、全力を尽くそう」

「よろしくな」

　他の生徒もそれぞれ称たたえ合い、握手を交わす者も。

　その後、オレたちはグループで指定された教室へと向かった。

　結束力も申し分ない。最大の気がかりは、高こう円えん寺じの動向だ。

　現状は落ち着いており、ただ静かにオレたちについてきている。

　しかし、いつ暴走してしまうかは誰にも予測できないことだ。

　既に同じグループの２年生と３年生は到着していたようで、少し慌てたように席に着く。その後チャイムと同時に教師が入ってくると、試験内容の説明が始まった。

　全学年が入り混じった大グループとは言っても、試験そのものは小グループもしくは学年ごとに行われる。あくまでも大グループは集計時の順位に影響を与えるだけだ。

　いくら広い林間学校の土地とはいえ、一斉に同じことをすればパンクする。

　試験内容は予想通りの４つで、予想外なものはなかった。

『禅』『スピーチ』『駅伝』『筆記試験』の４つの試験が行われる。

　オレたち一年はまず、座禅から。そして次に教室で筆記試験。それから駅伝、最後にスピーチという流れだった。一方で２年生は駅伝からとハードなスタート、３年はスピーチを最初にやっていくようだ。
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　朝食を済ませたオレたちは座禅場に向かった。

　今朝は掃除が免除され、すぐに試験開始だ。１年生の男子全員が集められる。

「ではこれより、座禅の試験を開始する。採点基準は２つ。道場へ入ってからの作法、動作。座禅中の乱れの有無だ。座禅終了後は、次の試験の指示があるまで各自教室で待機するように。今から名前の呼ばれた生徒から順に、整列しその順番で試験を始めることとする。では始める。Ａクラス、[image: ]かつら城ぎ康こう平へい。Ｄクラス、石いし崎ざき大だい地ち───」

　教師側から名前が読み上げられる。

　[image: ]城の次に石崎が呼ばれると言う意外な展開。

　周囲からざわめきが起きる。

「早くしろ石崎。次、１年Ｂクラス別べつ府ぷ良りよう太た」

　戸惑う石崎が慌てて整列に向かう。

「いつもと順番が違うのか……」

　啓けい誠せいが慌てながら、急いで心の準備を作っていく。確かにあまり想定していなかった。

　これまでの１週間、繰り返し座禅を行ってきたが、全すべて小グループで固まっていた。左右の生徒はグループ内の好きな生徒と隣同士だったが、今回は学校側がランダムに割り振っているようだ。自らの領域に、なれない生徒を迎え入れることになる。些さ細さいな違いのようだが、試験当日、心の準備が出来ていない今は、ハードルがひとつ高くなったようなものだろう。

　揺さぶりをかけるような学校側の狙ねらいに、早くも一部の生徒が影響を受ける。

　動揺する啓誠の肩に大きな手がかけられる。アルベルトだった。落ち着くよう諭す気づかいを受け、啓誠は冷静さを少し取り戻したように見えた。

「すまない。１つ目の試験からこれじゃグループの士気にも影響するな」

　責任者の重圧をマイナスに考えるのではなく、プラスに考える啓誠。

　その後啓誠の名前が呼ばれると、しっかりと返事をして道場の中へと入っていった。

　オレは結局グループではアルベルトの前、最後から２番目で呼ばれることになる。

　道場内には、多くの教師がボードとペンを持って立っている。

　しかも採点に確実性を持たせるためか、道場には不釣合いなカメラまで数台セットされていた。

　座禅の基本は既に頭に入っているし、こぼすことはない。仕組み上減点方式が濃厚であるなら、まず間違いなく満点を取れる計算だ。座禅で手を抜く必要はないと判断し、オレは確実に満点を取っておくことを決めた。

　離れたところで高こう円えん寺じも座禅に参加しているが、その動作には間違いがない。

　実に綺き麗れいな姿勢で、一糸乱れぬ完かん璧ぺきな振る舞いを続けた。練習では１度も真面目にしていなかった男だが、さすがと言うところか。本番中は目を閉じるためその詳細は確認できないが、問題なくこなしそうだ。
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　座禅を終えると、私語もないまま全員退室を始める。

　もちろん、道場の外に出るまでが採点の範囲内だろう。教師たちの視線を受けながら無言で退室し、生徒たちはいったん各教室へと指示に従い移動する。

　グループ全員が教室に揃そろうと、啓けい誠せいは気が抜けたのかすぐ椅い子すに座り込んだ。

「本番中足が痺しびれた……」

「堪えられたのか？」

　石いし崎ざきも足が痺れたのか、気になる箇所を撫なでながら啓誠に聞く。

「なんとか、な。でも少しマイナス査定を食らったかも知れない」

「まー気にしてたってしょうがないだろ。もう終わったものはどうしようもない。おまえもそう思うよな？　綾あやの小路こうじ」

　橋はし本もとがそう言ってオレを見た。

「そうだな。次は啓誠の得意な筆記試験だ。そっちに集中したほうがいい」

　夜中に南な雲ぐもに聞かされたことが、橋本の頭にも残っているはずだ。

　だからと言って、オレに直接何かを聞けるはずもない。

　そもそも堀ほり北きた兄の特別視している部分が何かを、橋本は分かっていないからだ。

　オレたちの他にも、１年の２つの小グループが合流した。

　そのうちの一つは、明あき人とが責任者を務める龍りゆう園えんのいるグループだ。

　石崎とアルベルトが、龍園へと視線を向けたのが分かった。

　龍園はこちらに視線を向けることもなく、一人席に着く。誰だれかに話しかけるわけでもなく、ただ一人。グループの中にいるようでグループの中にはいない。

　完全に自分だけの孤立した空気感を出している。

「どうにもおかしいんだよなあ」

　傍そばに立つ橋本が、独ひとり言ごとのようなセリフを呟つぶやく。

　無視するのは簡単だが、ここは少し乗っておくか。

「何が？」

「石崎やアルベルトの目さ。憎い相手を見る、どうにもそんな感じじゃない。まるで主人に捨てられたペットのような、哀愁のある目だと思ってさ」

「よく分からないな。支配に耐えかねた石崎たちから喧けん嘩かを吹っかけたんじゃないのか」

「そうなんだけどな……もしかしたら、龍りゆう園えん退場には何か裏があるんじゃないか？」

　オレと龍園を結びつける材料を橋はし本もとは恐らく何も持ってない。

　だが、南な雲ぐもが龍園に対して興味を持っていたことも踏まえれば、強引にその方向へ話を持っていってもおかしくはない。

「さあ……オレは他クラスの事情には疎うといんだ」

「そうか。変なこと聞いて悪かったな」

　程なくして、10分の休憩が終わり、そのまま筆記試験へと移行する。

　筆記試験に関しては特筆すべき点はない。

　この林間学校で学んだことが、そのままテストとして出題された。

　これも要領を押さえていれば、ほぼ間違いなく満点を取れる内容にはなっていたが、苦戦する生徒であれば50～70点ほどになることも考えられる。

　どうしたものかな……。

　周囲が真剣にテスト用紙と向き合う中、自分の結果の落としどころを模索する。

　恐らく個別の結果発表はされないと見ているが、学校側に満点を立て続けに取っている姿を見せるのは、あまり好ましくない。

　最近はただでさえ、オレに対して探りを入れている生徒も多いからな。

　ただ高得点を押さえておきたいのも本音だ。

　そして導く結論。

　オレは難しめと思われる問題を１問だけミスしておくという形で済ませておいた。

　これで95点以上は固いだろう。

　解答が全すべて済んだところで、窓の外でも眺めたい気分になったが、下手にカンニング扱いをされても困るので、静かに目を閉じて終了を待った。

　テストが終わると一度グループで集まり、簡単な自己採点を行う。

　まあ、自己採点したところで結果が変わるわけじゃないが、あの問題は合っていたのか間違っていたのかを気にして引きずっても仕方が無い。多少なりとも気持ちの切り替えの効果はある。高こう円えん寺じは試験が終わるなり教室を出てしまったので、１名を除いてだが。

　石いし崎ざきは案の定、分からなかった問題が多いらしく、オレの保険は生きてきそうだ。

　とは言え筆記試験は全体的に簡単で、どのグループも高い水準を維持するだろう。

　そして道場での他の生徒の様子を見た限り、『筆記試験』同様『座禅』も大きな差はつかないかも知れない。みなある程度しっかりとした座禅を行っているように見えた。

『スピーチ』も『座禅』と変わらず学んだことをしっかりと出せば、点数差はつかなそうで、試験の中だと確実に順位による結果が出る『駅伝』が大きな影響を及ぼしそうだ。単純に順位で点数をつけるなら、グループで１位を取ることは満点の１００点と考えられるが……。

　１位＝１００点と考えるのは愚直か。タイムも影響する気もする。逆に６位でも好タイムならある程度加点は貰もらえるだろう。如い何かに早く、そして高順位で終えるかが鍵だ。

　外に出ると何台ものバンが止まっていた。これで、バトンを受け取る位置まで各生徒を乗せていくようだ。オレたちもバンに乗り込むと教員から改めて説明を受ける。




　生徒１人につき最低条件として１・２キロ以上走ること。

　バトン交代の位置は１・２キロメートル毎ごとでしか認められないこと。

　アクシデントにより完走出来ない場合、あるいは最低条件を満たせない場合失格。




　この３つの情報が念入りに伝えられ、先頭で走る啓けい誠せいだけ降ろし出発する。

　オレたちの走る順番は、足に自信のない生徒からだ。啓誠が一番手で、次にＢクラスの墨すみ田だ、時とき任とう、森もり山やまに繋つなぐ。５番目に弥や彦ひこだ。序盤はアップダウンが比較的少ないことと、走る際に抜かれていくプレッシャーを極力与えないための配はい慮りよだった。

　この５人が最低距離の１・２キロ。合計６キロを消化し、そこから橋はし本もとに繋ぎ、折り返し含め３・６キロを全力で駆けてもらう。そしてアルベルトがバトンを受け１・２キロ走ったところで、３・６キロ走る石いし崎ざきに繋ぐ。アルベルトの後はオレでも良かったのだが、同じクラスメイトを続けたほうが連携もスムーズに行くだろうとの読みを啓誠が入れてのものだった。高こう円えん寺じは１・２キロしか走らないため、オレが２・４キロ走り最後のバトンを渡す。啓誠の最終的に導いた結論がこれだった。

　高円寺を最後にしたのは、少しでもやる気が出るようにゴールという華を譲るためと、高円寺がバトンを運ばないのではといった不安を持たせないためだろう。

　間にして手を抜かれると、誰だれが遅く走ったのかを把は握あくできないデメリットもある。

　バンから石崎が降り、車内には運転手の教師とオレ、そして高円寺の３人になった。

　折り返して来るのだから先にオレたちが降ろされてもおかしくなかったが、走る順番通り下ろす決まりがあったんだろう。

　あとはオレが最終、ゴール３・６キロ前で待機するだけだ。

　来た道を引き返し、移動を始めるバン。

「綾あやの小路こうじボーイ。率直に聞くが、駅伝で１位を取れば総合ではどうなるかな？」

「……そんなことをオレに聞かれてもわかるはずがない。そもそも試験結果は大グループの平均点だ。上級生の活躍次第だろ」

　オレたちが幾いくら頑張っても、他がダメなら１位は難しい。

「嘘うそでも１位の可能性があるとは口にしないのだねぇ」

「それで奮い立つような男じゃないだろ」

「どうだろう。私に君が走る１・２キロを預けてみないかい？　私が全力で駆け抜ければ、他のグループに勝つ可能性は非常に高いよ」

　身を乗り出し、オレの耳元でそう囁く高こう円えん寺じ。

「どういう風の吹き回しなんだ？」

「気まぐれさ。私の気まぐれが手伝ってもいいと言ってるんだ。悪くないだろう？」

「つまり２・４キロ、責任をもって結果を残すということか？」

「そんな堅苦しい表現は不要だよ。ただの気まぐれなのだからねえ」

「そうか。悪いが断る。啓けい誠せいの作戦を勝手に変えるつもりはないんだ」

「フッフッフ。そうかね、それは残念だよ」

　そう言って高円寺はオレから離れ席に戻った。

　どんなつもりかは知らないが、危ない橋を渡るつもりはない。

　気まぐれで手伝うということは、本番中気まぐれで手を抜くこともある。高円寺が約束したのは最低距離のみ。つまり余分な１・２キロで手を抜くこともあるだろう。今責任を持つかの問いかけをはぐらかしたのが証拠だ。それに、オレの判断が原因で余計なトラブルを作ることは、オレ自身にも火の粉が降りかかってくることにもなる。

「君は私が思うよりも賢いようだ。でも、同時に退屈な男でもある」

　その評価で、今後オレを他の生徒と同じように見るのならありがたいものだ。

　バンから降り、ゴールから３・６キロ前で石いし崎ざきがやってくるのを待つ。

「やあ綾あやの小路こうじくん」

　地点には当然他のグループ男子もいて、平ひら田たに声をかけられた。

「アンカーってわけじゃないよね？」

「ああ。オレの後に高円寺が控えてる。そっちは須す藤どうか？」

「うん。本人はもっと走りたがってるんだけどね。15人だとそうも行かないから」

　今頃最終、１・２キロ前では須藤が高円寺にライバル心を燃やしてそうだな。

「オレとしては人数が多いほうが良かった。少しでも楽できただろうし」

「ともかくお互い頑張ろう。ボーダーさえ超えていれば誰だれも退学なんてならないんだから」

「ああ」

　待っている間は、各自雑談したり静かに精神統一していたりと自由だ。

　１・２キロおきに給水ポイントも設けられているため、水分を取ることも出来る。

　まあ、走る前にガブガブ水を飲めば、腹痛に襲われる可能性も上がるが……。

　一人の生徒が、そんなオレの心配を他よ所そにペットボトルの水をグイグイと飲んでいた。

「あー緊張する……」

　そう呟つぶやいた生徒が振り返り、オレと目が合う。博士はかせだった。

　話し相手を欲していたのかこちらへと近づいてくる。

「綾小路くんもこの位置だったんだ」

「あ、綾あやの小路こうじくん？　この位置だったんだ……？」

　博士はかせの言葉にオレは耳を疑った。

　いつもの博士なら『綾小路殿～、この位置だったでござるか～』と言いそうなものだ。

「あぁ……いや、あの口調は止やめたんだ。元々キャラ付けのためにやってたんだけど、座禅の時に注意されてからとにかく止めようと思ってさ」

「そ、そうか」

　似合わない博士の普通の喋しやべり方かたに、オレは動揺を隠せなかった。

　一気に個性が消えたというか、生徒Ａみたいな印象だ。

　その後もしばらく博士は普通の言葉で話しかけてきたが、正直耳に残らなかった。

　口調ひとつでガラッと変わるんだから、わからないものだ。

　それにしても、啓けい誠せいは上う手まくバトンを繋つなげただろうか。

　どれだけの時間をかけたとしても、完走できたかだけが重要だ。

　まあ言葉は悪いが、大グループが最下位になり、かつオレたちのグループがボーダーを割ってもオレに被害が来ることは絶対にないが。

　それでも退学者が出ないに越したことがないのは本音だ。

　何十分が経過しただろうか、ついに一人の生徒が姿を見せる。

　しかし石いし崎ざきではなく神かん崎ざき率いるＢクラスを中心としたグループだった。それから続々と生徒が到着する。石崎は３位と接戦での４番手だった。

「はあ、はあっ。受け取れよ綾小路！　１位取れ！」

　そう叫び、バトンを渡される。

　上位を取れるかは高こう円えん寺じにかかっているが、黙って受け取り走り出す。

「手ぇ抜いたら殺す！」

　バトンを渡し、最後の力で叫ぶと石崎はその場に倒れこむように崩れ落ちた。山道を３キロ以上も駆け続ければ、当然そうなる。オレは呼吸を乱さないよう、されど周囲よりも速い走りで前との距離を少しずつ詰めていくことにした。

　オレが速いペースで攻めるというより、相手のスタミナが落ちたと見せて抜いていく。

　そうすれば自分が遅くなったせいで抜かれたのだと錯覚しやすい。

　アップダウンとはいえ２キロほどの距離、息が上がるレベルじゃない。

　こうしてオレは結果１人を抜き、２位と僅きん差さの３位で高円寺にバトンを繋いだ。

　ここまで９人で繋いできたバトン、その運命は目の前の男にかかっている。

「さて。軽く汗を流してこようじゃないか」

　髪をかきあげバトンを受け取った高円寺は、何食わぬ顔で走り出した。

　全力ではないのだろうが、充分に早い。この分なら大丈夫だろう。

　見えなくなってから、歩き出したりしなければ、だが。

　その後、ハラハラさせられはしたが、高こう円えん寺じは２位を奪って無事にゴール。１位には追いつけなかったのか追い抜かなかったのか。恐らく後者だろう。

　激走の後のスピーチは、１年にとってこの上ない地獄だったかもしれない。

　空っぽの体力を振り絞って、声を張り上げなければならなかったからだ。

　だが特筆すべき部分は特になかったといえる。

　高円寺のやや演技調のスピーチの仕方には疑問を抱きつつも、全員がそれなり、無難に終えることが出来たと感じたからだ。





　　　　３






　こうして一日がかりの長い特別試験を終える。

　グループ、いや全校生徒の大半は疲労感でいっぱいだった。

　オレたちのグループは、結成当初に想定していたよりも遥はるかに高い点数を取れたことは間違いないだろう。平均点勝負ならば、オレたちのグループにも十分勝機はある。あとは南な雲ぐもたちや３年生のグループが、どれだけの点数を取れたか、だな。

　少なくともボーダーを下回る結果にはならないはずだ。

　初日同様、男子生徒全員が体育館へと集められた。

　その後、女子生徒たちもぞろぞろと集まり始める。

　これから、男女合わせて特別試験の結果発表が行われるのだろう。

　時刻は既に夕方５時前。学校へと戻る頃には夜遅くになっていることが予想できる。

「林間学校での８日間、生徒の皆さんお疲れ様でした。試験内容は違えど、数年に一度開催される特別試験。前回行われた特別試験よりも全体的に評価の高い年となりました。ひとえに皆さんのチームワークが良かったことが要因でしょう」

　初めて見る初老の男が、終始笑顔でそう報告する。

　どうやらこの林間学校を取り仕切っている人物のようだ。

「先に結果に触れることにはなりますが、男子生徒の全グループが学校側の用意したボーダーラインを全すべて越えており、退学者は０というこれ以上ない締しめくくりとなりました」

　そう発表された瞬間、男子たちからは安あん堵どの声が漏れ聞こえてきた。

「そうか、退学者はなしか……」

　ホッと胸をなでおろすように、啓けい誠せいは息を吐いた。

　その背中を激しくない程度に石いし崎ざきが叩たたく。

「最初から退学するなんて思ってねーぜ。俺らは１位を狙ねらってんだからな」

「そうだな」

　思いはどうあれ、退学を回避できたことは大きな部分だ。

　ただ、初老の男の言い回しは少しだけ引っかかる。

　もし学校全体で退学者が出なければ『男子』と分けて言ったりはしない。

　つまり───。

「それでは、これより男子グループの総合１位を発表しますが、ここでは３年生の責任者の名前のみを読み上げます。そのグループに属する１年生から３年生の生徒には、後日報ほう酬しゆうとしてポイントが配布されることになります」

　そう説明した後、初老の男はゆっくりと名前を読み上げた。

「３年Ｃクラス───二にの宮みや倉くら之の助すけくんが責任者を務めるグループが１位です」

　そう伝えられた直後、３年生の一部からは歓喜の声が上がった。一瞬どのグループのことかわからなかったが、堀ほり北きた兄が所属する大グループであることはすぐに伝わった。

　どうやら南な雲ぐもとの対決は、堀北兄が制したらしい。

「やったな堀北。さすがだ」

　その後２位から最下位までのグループが発表されていくが、上級生たちにしてみればそれはオマケに過ぎない。気にした様子もなく藤ふじ巻まきのように堀北兄を称たたえる。

「おい幸ゆき村むら、俺たち２位だってよ。やったな！」

「ああ、良かった。本当に良かった」

　点差は公表されていないため分からないが、南雲は２位。惜敗と言うことだ。

　２位だとしても、これで南雲は敗北し多少は大人しくなる、そう誰だれもが思った。

　正直、オレにはこの勝負がどちらに軍配が上がるのかは、分からなかった。

　何な故ぜならオレには然程興味がなかったからだ。

　しかし、傍そばにいる南雲は常に笑みを浮かべ動じた様子がない。

　あれだけ啖たん呵かを切って勝負を挑んで、負けた男の姿ではなかった。

　それはそうだろう。この男は裏でとんでもない『悪事』を働いていたのだから。

「１位獲得、おめでとうございます堀北先輩、さすがですね」

　声を張り、堀北兄に聞こえるよう南雲は祝辞を述べる。

　堀北兄は特に答えることも浮かれることもなく、黙って結果発表の時を過ごしている。

　いや、あるいは嫌な予感を感じ始めていたかも知れない。

「おまえの負けだな南雲」

　何も知らない３年の藤巻が、そう南雲に言う。

　生意気な後輩の鼻っ柱を折ってやった、そんな気分だろう。

「そうですかね。まだ結果発表は始まったばかりじゃないですか」

「抜かせ。勝負はついた」

「そうですね。『男子』は確かにつきました」

「男子は？　女子は関係ない。そういうルールだろ南雲」

「ええ、関係ありませんよ。俺と堀ほり北きた先輩との勝負には、一切ね」

　不可解な南な雲ぐもの言葉選びに、藤ふじ巻まきの顔が険しくなる。

　傍そばで話を聞いている３年Ｂクラス、石いし倉くらはその様子を静かに見守っていた。

「それでは次に……女子グループの発表をしたいと思います。１位のグループは、３年Ｃクラス、綾あや瀬せ夏なつさんの所属するグループです」

　今度は女子の一部から喜びの声が上がりだす。３年綾瀬の大グループに入っている１年の生徒は堀北や[image: ]くし田だのＣクラスをメインとした小グループ。かなりポイントを稼げたかもしれないな。だが喜びも束の間、問題の時が訪れる。

「えー……誠に残念なことではございますが、女子グループの中からボーダーを下回る平均点を取ってしまった小グループが一つ存在します」

　男子も女子も、多くがその発表に凍りつく。喜んでいた生徒たちも静まり返った。

　誰だれもが精一杯特別試験に挑み、ボーダーを下回らないように頑張ってきた。

　しかし、結果とは時に残酷なもの。

　誰かの退学が決定したことになる。

　ただ、それが１年なのかそれとも上級生なのか、あるいは全すべてなのかはまだ分からない。

　堀北兄は、何かに気づいたように南雲を見た。

　終始浮かべ続ける不敵な笑みの意味を探るように。

　だが、もはや遅い。




「まずは最下位のグループですが……３年Ｂクラス、猪い狩かり桃もも子こさんの所属するグループです」




　男子同様、すぐには、そのグループに誰が属しているかは分からない。しかし女子の一部分から悲鳴に似た声が聞こえ、誰が属しているのか少しずつ分かり始める。

　大グループの最下位は決まった。あとはどの小グループがボーダーを割ったかだ。

　最大で３学年から同時に退学者が出ることもある。

「そして次に、平均点のボーダーを割ってしまったグループは……」




　座禅の比ではないほどに、静まり返る体育館。




　コンマ１秒でも早く、その結果を知りたいと誰もが男の口元に視線を注そそぐ。




「同じく３年生───」




　そう読み上げられていく。

　笑顔に変わりつつある者たち、緊張していく者たちに場が二分される。




「責任者───猪い狩かり桃もも子こさんのグループです。以上となります」




　そう宣言された瞬間、今までこらえていたかのように南な雲ぐもが嬉うれしそうに笑った。

　スローモーションのようにゆっくりだった時が、また元通り時を刻みだす。

　だが、まだ多くの生徒は事態を飲み込めない。

　南雲が笑ったのは、顔も知らない生徒が退学を命じられたからではない。

　３年Ｂクラスの生徒が一人退学になった、それだけの話……では済まないからだ。

「何をした南雲！」

　事態を理解した３年Ａクラス、藤ふじ巻まきが詰め寄るように近づいてきた。

　堀ほり北きた兄は駆け寄ることはなかったものの、険しい顔をしている。

「今は結果発表の最中ですよ先輩。落ち着いてくださいよ。今のところ藤巻先輩には何の関係もないじゃないですか。Ｂクラスの生徒が退学になるだけですし。むしろライバルと差がついてよかったじゃないですか」

　鼻で笑って答える。

「えー、一部お静かに願います。誠に残念ではありますが、グループの責任を取って猪狩さんの退学が決定致しました。また、グループ内で連帯責任を命じることも出来ますので、後ほど私のところに来てください。続いて１位の女子グループを発表いたします」

　残念だと述べつつも、粛々と進められていく結果発表。

　しかし、もはや堀北兄は１位を取ったことなどどうでもよくなっていたはずだ。

　絡からめ取られるべくして、絡め取られた。

　優秀であり、人の見本であるからこそ、南雲雅みやびにしてやられた。領域外の攻撃。

「綾あやの小路こうじ、どうして藤巻先輩はあんなに怒ってるんだ……？　南雲先輩の言うように、責任者はＢクラスの生徒だ。Ａクラスには追い風なんじゃないのか？」

　疑問に思った啓けい誠せいが耳打ちするように聞いてきた。

「いや、問題なのは責任者じゃなく、道連れのことだと思うぞ」

「え？」

　解散が命じられ、帰宅のバスの準備が整うまでの間、身支度をするための自由時間が設けられる。南雲は堂々とその場に留とどまり、一人の女子を呼びつける。

「猪狩先輩。教えてくださいよ。一体誰だれを道連れにするのか皆さん気にされてますよ」

　退学処置を命じられた３年Ｂクラスの猪狩と呼ばれた女子は落ち着いている。

　むしろ同じグループ内の女子の方が心配している様子だ。猪狩のグループはＢクラスとＤクラスで主に構成されている。朝あさ比ひ奈なと恵けいからの情報なので、間違いないだろう。

　そしてその中には……Ａクラスからの唯一の参加者、橘たちばな茜あかねの姿もある。

　オレは堀ほり北きた兄を見る。そして心の中でゆっくりと語りかけた。

　分かってるさ。確実にＡクラスで卒業するため、そして南な雲ぐもへの対策のために、男女共にＡクラスの生徒には誰だれ一人責任者にならないよう、指示を出してたんだよな？　手堅い成績を残せば、退学になることはないからだ。

　だが、それでも絶対防衛にはならないことを、あんたは分かっていた。だから南雲の勝負を受け、正々堂々戦う舞台を用意した。『悪意』を防ぐために。そして女子との不用意な接触は避けた。その隙すきを突いて南雲が女子を狙ねらうリスクを減らすために。

　穏便に、可能な限りの万策を尽くした、それは認めよう。

　それでも、南雲の悪意はそれ以上だったんだ。

　もはや多くを語るまでもないだろう。




　この特別試験は、南雲が学校側にも悟さとらせず仕込んだ罠わなそのもの。




　罠にかかった人物も今、自分の状況を悟っている。

　その表情は今にも、倒れそうなほど青白くなっている。

「決まってるでしょ。私たちのグループの平穏を乱した、Ａクラスの橘茜さんよ」

　全員に聞かせるように、猪い狩かりは怒気を含め吐き捨てた。

「南雲……堀北との約束は、第三者を巻き込まないことだろ！」

　藤ふじ巻まきが殴りかかりそうな勢いで詰める。

「待ってくださいよ。俺は無関係ですよ」

「白々しい！」

　怒るのも当然だ。誰がどう見ても関係したと、丸分かりな雰囲気を自ら出している。

「じゃあ、私は道連れの通達をしてくるから」

　淡たん々たんと告げると、猪狩は教師のもとへと向かった。同時にクラスメイトの石いし倉くらも猪狩に寄り添そうように向かう。それを誰にも止めることは出来ない。橘本人にもだ。

「橘先輩は猪狩先輩のグループの足を引っ張った。結果平均点のボーダーを下回り、道連れにされることになった。それだけのことじゃないですか」

　藤巻とは違い、堀北兄は南雲に詰め寄る前に、立ち尽くす橘へと声をかけにいった。

　３年の一部は何とも言えない表情で立ち去っていく。

「堀北くん、ごめんなさい……！」

「橘、なぜもっと早く相談しなかった。おまえなら異変に気づいていたはずだ」

「それは……堀北くんの、負担になることが分かってたから……」

　そう、涙を流しながら謝る橘たちばな。

　恐らく最初は気づいていなかっただろう。グループ決めの段階からハメられていたことに。しかし時間が経たつに連れ実感したに違いない。

　自分の配属されたグループは『橘茜あかね』を降ろすために結成されたグループだと。

　そして橘は奇跡を願って試験に挑んだはずだ。

　だが、予想通り現実は非情だった。

　しかし橘は受け入れる覚悟も同時にしていたはずだ。

　もし自分が退学になっても、クラスポイントを１００失うだけで済む、と。

「麗しき友情、あるいは愛情といったところでしょうか。おめでとうございます堀ほり北きた先輩。改めて賛さん辞じを送らせてくださいよ。俺の負けでしたね」

　敗者の弁とは思えない口調で、南な雲ぐもが賛辞を送る。

　それをありがたく受け取る人間は誰だれ一人としていないだろう。

「奇想天外、いや規格外の戦略とでも言っておきましょうか。俺の手を読める人間なんて一人もいません。堀北先輩、あなたを含めて誰にもね」

　大笑いしながらも南雲は、傷ついた相手に攻撃の手を緩ゆるめない。

「教えてくださいよ橘先輩。生徒会役員を務め上げ、３年Ａクラスの卒業を間近に控え、そして退学していく気分はどんな気分ですか。そして堀北先輩。今の気持ちは？　きっとこれまでに感じたことのない、苛いら立だちに包まれているんじゃないスか？」

[image: ]

　そう言葉を向けられ、堀ほり北きた兄は静かに息を吐く。

「何な故ぜ俺を狙ねらわなかった」

「たとえ今回のような手を先輩にしようとしても、あなたを退学させられるとは思えなかったから、ですかね。思いも寄らない手で防いできそうで怖かったんです。というより、別に堀北先輩を退学にさせたいと思っているわけでもありませんし。むしろあなたが退学してしまったら、顔を合わせることも出来ないじゃないスか。そこで白羽の矢を立てたのが橘たちばな先輩です。彼女の存在を消したとき、どんな顔をするのか見てみたかったんですよ」

　単なる好奇心、興味本位だとでも言うように笑う。

「方針こそおまえと違ったが、俺はおまえを信用していた。勝負事に関しては、真まっ直すぐに向き合うことの出来る男だと。違ったようだな」

　そう話す堀北に対し、南な雲ぐもは悪びれない。

「信頼とは経験値のようなもの。積み重なっていき、どんどん厚くなる。その究極形が家族だと思うんスよね。夜道で他人と出くわせば警戒するのに、それが家族だったら完全に油断する。それと似たようなものですかね。俺はこの２年、堀北先輩に好かれていないと感じつつも一定の信頼を得てきました。価値観こそ違えど、全すべて有言実行してきたからです。あなたとの関係においては指示には従い、ルールを守ってきました。とは言え鋭い先輩のことです。１００％俺を信じていたわけではないでしょう」

　堀北兄は守りの指示を出し、そして情報を集めていたことくらいは知っているはず。

「しかし……仮に俺に疑いを持ったとしても、先輩が先に裏切るわけにはいかない」

　専守防衛の辛いところだ。

「その一度の好奇心のために、大きなものを失ったぞ南雲」

「信頼なんて、自分から捨てたんですよ。後輩思いの先輩に理解していただくためにね」




　約束は守る、約束は守られる。そんな根底を南雲はあっさりと塗り替えてきた。




　信頼や尊敬、そんな垣かき根ねを取っ払って勝負したい。

　そんな南雲からの挑戦状だ。

「おまえのやり方は十分に理解できた」

「それは良かったです。これはあくまでも前ぜん哨しよう戦せんに過ぎませんからね」

　そう言って南雲は問う。

「必要なら何人でも退学者を出せばいいんですよ。それがこの学校の本来のやり方です」

「おまえは、橘が退学する前提で話を進めているようだな」

　周囲が慌てる中、堀北兄だけは冷静に話を進める。

「ま、待って堀ほり北きたくん！」

　橘たちばなが叫ぶ。だが堀北兄の目には強い決意があった。

「へええ。五分五分かと思ってましたが、まさか吐き出すんですか？　このタイミングで大量の金とクラスポイントを」

　退学措置の取り消し。条件さえ満たせば誰だれにでも使える究極の手段。

「お願いやめて。私がダメだったのは自己責任だから……だから───」

　必死に止めようとする橘。

　だが、藤ふじ巻まきも堀北兄に同意なのかＡクラスの生徒に言葉を投げる。

「これまでＡクラスがＡクラスとして機能できた理由を、クラスの人間は誰より理解している。そうだな？」

「その通りだ堀北。遠慮することは無い、使え使え」

　同じＡクラスであるクラスメイトたちがそう言いきる。

「本当にいいんですか堀北先輩。３年のこのタイミングで退学者を『救済』するということは、Ａクラスの席を明け渡すお膳ぜん立だてをすることになるんですよ？」

「仮に一度明け渡すとしても、また取り戻すだけだ。おまえの言う学校のやり方でな」

「そうですか。まぁそれもいいんじゃないスかね」

　ここから、恐らく雅みやびは自らの立てた戦略を愉快そうに話すことだろう。

　聞かずとも分かっていることに、いちいち耳を貸す必要はない。

　オレはこの場から立ち去るように距離を取った。

　もう、この場にいても出来ることは何もないからだ。一部始終を、不安そうに様子を窺うかがう堀北鈴すず音ねの姿があった。オレの存在に気づかないほど兄を見つめていた。

　気にせず体育館から出ると、恵けいがオレを待っていたかのように入り口傍そばに立っていた。

　オレが廊下を歩き出すと、やや遅れて歩き出す。

「清きよ隆たかの言った通りになった。あんた、マジで分かってたんだ。橘先輩が狙ねらわれるって。退学にするなら堀北先輩以外誰でも良さそうなもんだけど……」

「この特別試験のルール。その製作、構築に生徒会が関かかわっていると聞いた時点であると思っていた。確かに狙うなら誰でもいい。だが、折せつ角かくの大掛かりな罠わな。より効果的な演出で見せるならその相手は限られる。あいつと接点の深い女子生徒は橘くらいなものだからな」

　恵、一いち之の瀬せ、朝あさ比ひ奈なからの情報を繋つなぎ合わせ導き出した結論。

　南な雲ぐもの３年Ｂクラス石いし倉くらとの絶妙な阿あ吽うんの呼吸も、明らかに２人の繋がりを匂わせていた。南雲は２年全体だけじゃなく３年Ａクラス以外をも抱き込んだ。

「大グループ全員が結託して低い点数を取り、かつ橘の所属する小グループのメンバーは、相当手を抜いたはずだ。そうすればボーダーを割るのは簡単だからな」

　そう説明するが、恵けいには納得のいかないことがあるらしい。

「けど何でＢクラスを使ったわけ？　責任者をＤクラスの生徒とかにしておけば良かったのに。Ｂクラスにしたせいで、結局堀ほり北きた先輩はＡクラスのままでしょ？　Ｂクラスに落としたいならそうすべきじゃないの？」

　恵の着眼点は良い。確かにその通りだ。この作戦を決行するならＤクラスの生徒を責任者にして、ＡクラスとＢクラスの距離を縮めさせたほうがいい。と普通は考える。

「Ｂクラスだからこそ可能だったってことだ。橘たちばながそつなく特別試験の課題を終えれば、道連れにするのは簡単じゃない。Ａクラス以外の３クラスがしっかりと手を組まなければ嵌はめられない。Ａクラスの可能性が現状一番低いＤクラスの場合、一つでも上のクラスを狙ねらうために土壇場でＣクラスやＢクラスの生徒を道連れにすることだってある。だが、Ｂクラスの生徒が責任者になれば、それは絶対にない。この時期に下のクラスを道連れに落とす意味はないからな」

　一方でＤクラスやＣクラスにしてみれば、ＡクラスとＢクラスの生徒が退学処置を受けて、勝手に転がってきてくれるのだから、喜んで協力するだろう。

　そうして猪い狩かりのグループは一いち蓮れん托たく生しようで徹底的に橘を悪者にした。何かあればあからさまに悪意のある嫌がらせをしただろう。橘が夜中に騒いで眠れなかった。橘の指示に従った結果成績が振るわなかった。特別試験の結果だけ見れば平凡でも、この１週間足を引っ張り続けたと裏付けられれば、十分道連れの対象に出来るだろう。

　申し立てがあれば審議されるだろうが、見えないところで妨害されたと小グループ全員が口裏を合わせれば認めざるを得ない。もちろん、悪しき前例として残るだろうし、数年後に行われる林間学校の特別試験ではルールを修正してくるはずだ。

　こうして南な雲ぐもの手の込んだ戦略は身を結び、橘に退学の措置を下すことに成功した。

「……でもよくこんな作戦出来たなって感じ。あたしがＢクラスの生徒だったら、仲間のために退学になるのなんて絶対我慢ならないけど。見返りはなに？」

「見返りが何かは分からないが、少なくとも猪狩は退学にならない」

「え？　でも、だって責任者でしょ？」

「堀北兄も行使することを匂わせてただろ。２０００万ポイントとクラスポイントを３００支払えば退学の取り消し、つまり救済が出来ると。それを行使するからだ」

「なんか、それもう得してるのか得してないのかわかんないじゃん。むしろ損？」

「クラスポイントの支出は痛いが、Ａクラスも同じように救済するなら差は生まれない。対してプライベートポイントのダメージも全くないだろうな」

「それだけ３年Ｂクラスが金持ちってこと？」

「いや。この戦略を南雲が持ちかける上で絶対条件となるのは、すべてのプライベートポイントの肩代わりだ。それくらいしなければ協力なんてするはずがない」

　恐らくバスの中で南な雲ぐもは石いし倉くらに接触し、予あらかじめ２０００万ポイントを振り込んだはずだ。常に冷静だった猪い狩かり、その猪狩と共に石倉が動き出したのがその証拠だ。

「２年は一枚岩だ。２年全体で金を工面すれば、一人当たり15万ポイントも必要ない。退学者を一人救うなんて、安い買い物なんだろう」

「すっごい滅め茶ちや苦く茶ちやな戦い方。絶対普通じゃないし」

「それが南雲雅みやびのやり方、なんだろうな」

　試験を見て戦略を思いついたんじゃない。戦略を思いついて、試験を作りあげた。

　堀ほり北きた兄率いるＡクラスは、一クラスで総額２０００万ものプライベートポイントを払うハメになる。これは極めて大きなダメージと言えるだろう。

　卒業までにあと一つか二つはあるであろう特別試験前に、莫大な資金を失ったのだ。

　次の試験で堀北兄が退学にでもなれば、恐らく自己資金は不足する。救済は不発だ。

「そろそろ別れた方がいいな」

「あと一つ、あと一つだけ教えて」

　まだ気になることがあるのか、恵けいが食い下がった。

「南雲先輩の考えた、橘たちばな先輩を退学に追いやる手段って止める手立てはないように思えるんだけど。完かん璧ぺきなハメっていうか。清きよ隆たかが動かなかったってことは、そういうこと？」

「かなり強い一手なのは間違いないな。上う手まく敵を送り込まれた時点でほぼ詰みだ」

　プライベートポイントが強力な武器になるという良い前例を見せて貰もらった。

「もしあたしが、橘先輩と同じような状況になったら……？　救済だって出来ない状況だったら？　やっぱり、その時はどうすることも出来ない？」

　そんなことを、恵が小声で聞いてくる。




「答えは聞かなくても分かるだろ。おまえを退学にはさせない。どんな手を使ってもな」




　その後、堀北学まなぶは、Ａクラスの保有するクラスポイントとプライベートポイントを支払い、橘茜あかねを『救済』するという選択をした。そして予想通り、Ｂクラスの石倉もまた、猪狩を救済する。２クラスが同時に『救済』の権利を行使するという異例の事態が起きた。




　そしてここから全学年を巻き込み、高度育成高等学校の退学者は続出していく。





あとがき







　次こそは、そんな想おもいを胸に発売予告するものの、ことごとく遅れてしまう衣きぬ笠がさです。

　ここまで宣言通りにならないと、流石さすがに異常だなと自分でも思います。

　そろそろ出せるはず、そろそろ出せるはずで毎回予告から延期してしまう。酷ひどいね！

　はっきりと、あとがきでの発売宣言は止やめると申し上げます。指を痛めてから、もう７～８週間？　もっとか……が経たっているのですが、完治は遠く……。何とか今まで通り４ヶ月スパンは維持できないかなと自己管理しつつ、進行形で治療を行ってます。

　にしても気がつけば５月。本当にあっという間ですね。ようこそ実力至上主義の教室への発売から丸三年が経とうとしてるんですから早いものです。１巻当初は、ここまで長く販売、執筆を続けられるとは思っていなかった部分もあるので、喜びも大きいですが、しかし、最近は指だけでなく、身体からだ全体にガタが来ているのも実感します。本当に、気を付けます。

　すこしだけですが、今回８巻の内容にも触れさせていただきます。




　よう実８巻は上級生たちが続々と登場し始める物語になっています。

　ろくでもない上級生から、あやしげな上級生、頼りになりそうな上級生まで、幅広く登場してます。この巻も楽しんでいただけたら幸いです。次の９巻ですが、その、つまり、くく、くがつ、くがつに出……グ、グギギ、いや、もう宣言しないと決めた！　止め！

　おバカなノリはこの辺にしておいて……。個人的にずっと欲しいもの事情でも１つ。

　願望というか何というか、マッサージチェアーが欲しい。物もの凄すごく欲しい。でもとにかく高い。しかも場所を取るから家に置くスペースが無い。悩み続けて早ン年。結局決断できましぇん。買える日が来るのか来ないのか。

　まあ、そんなこんなでいつまで経っても買わずに思い描くだけです。

　すてきなマッサージチェアーをご存ぞん知じの方、教えてください。
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